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第 １ 章  序 論  
 
第 1節  研 究 の 背 景  
 
1． 我 が 国 の 医 療 施 設 に お け る 腰 痛 の 現 状 と 腰 痛 予 防 対 策  
我 が 国 の 高 齢 化 率 は 2 8 . 4％ 、 前 期 高 齢 者 人 口 は 1 , 7 4 0 万 人 、 総 人 口
に 占 め る 割 合 が 1 3 . 8％ 、 後 期 高 齢 者 人 口 は 1 , 8 4 9 万 人 、 総 人 口 に 占 め
る 割 合 は 1 4 . 7％ で 、 前 期 高 齢 者 を 上 回 っ た こ と が 報 告 さ れ て い る (内
閣 府 2 0 2 0 )。平 均 寿 命 は 男 性 8 0 . 9 8 歳 、女 性 8 7 . 1 4 歳 、日 常 生 活 に 制 限
の な い 期 間 で あ る 健 康 寿 命 は 2 0 1 6 年 時 点 で 男 性 7 2 . 1 4 年 、 女 性 7 4 . 7 9
年 、 各 々 の 健 康 寿 命 と 平 均 寿 命 に は 1 0 年 余 り の 差 を 認 め 、 こ の 間 の
介 護 問 題 は 現 在 の 我 が 国 が 抱 え る 大 き な 課 題 で あ る 。平 均 寿 命 の 伸 展
と と も に 今 後 ま す ま す 高 齢 化 が す す み 2 0 2 5 年 に は 約  3 , 5 0 0  万 人 に 達
す る と 推 計 さ れ 、 2 0 6 5 年 に は 約 2 . 6 人 に 1 人 が 6 5 歳 以 上 、 約 3 . 9 人
に 1 人 が 7 5 歳 以 上 と な る と 推 測 さ れ る 。  
人 口 構 造 が 変 化 す る 中 で 医 療 保 険 制 度 及 び 介 護 保 険 制 度 は 給 付 と 負
担 の バ ラ ン ス を 図 り つ つ 、両 制 度 の 持 続 可 能 性 を 確 保 す る こ と が 課 題
と な っ て い る 。厚 生 労 働 省 は 高 齢 化 の 進 展 に 伴 う 慢 性 疾 患 の 増 加 に よ
り 病 気 と 共 存 し な が ら 生 活 の 質 ( Q u a l i t y  o f  l i f e ;以 下 Q O L )の 維 持 ・ 向
上 を 目 指 す 必 要 が あ る と し て い る 。介 護 ニ ー ズ に つ い て も 、医 療 ニ ー
ズ を 併 せ 持 つ 重 度 の 要 介 護 者 や 認 知 症 高 齢 者 が 増 加 し 、医 療 及 び 介 護
の 連 携 の 必 要 性 が こ れ ま で 以 上 に 高 ま り を み せ て い る と 報 告 し て い
る (厚 生 労 働 省 2 0 1 9 a )。  
現 在 、 介 護 サ ー ビ ス 事 業 所 は 4 種 類 あ り 、 介 護 保 険 施 設 で は 介 護 老
人 福 祉 施 設 が  8 , 0 9 7  施 設 、介 護 老 人 保 健 施 設 が  4 , 3 3 5  施 設 ,介 護 医 療
院 が  6 2  施 設 、介 護 療 養 型 医 療 施 設 が  1 , 0 2 6  施 設 で あ る 。介 護 施 設 の
職 種 別 従 事 者 数 は 、介 護 老 人 保 健 施 設 で 看 護 師 は 2 8 , 2 3 9 人 、介 護 職 員
は  1 2 7 , 1 7 5  人 、 介 護 老 人 福 祉 施 設 の 看 護 師 は 2 4 , 8 7 2 人 、 介 護 職 員 は  
2 8 0 , 9 5 1  人 と 報 告 さ れ て い る (厚 生 労 働 省 2 0 1 9 b )。介 護 の 充 実 が 求 め ら
れ る 一 方 で 、高 齢 者 施 設 の 看 護 ・ 介 護 職 の 離 職 は 増 加 傾 向 に あ る 。そ
の 要 因 は 高 齢 者 施 設 入 居 者 の 重 症 度 は 上 昇 し 続 け て お り 、看 護 ・ 介 護
職 に よ る 日 常 生 活 援 助 が 質 ・ 量 共 に 増 加 し て い る こ と が あ げ ら れ る 。
労 働 衛 生 研 究 所 に よ る と 、運 送 業 ・ 建 設 業 な ど の 業 務 上 発 生 す る 疾 病
の う ち で 、腰 痛 は 右 肩 下 が り の 傾 向 を 見 せ て い る に も 関 わ ら ず 、保 健
衛 生 業 で 発 生 す る 業 務 上 疾 病 全 体 の 約 8 割 は 腰 痛 で あ る と 報 告 さ れ て
い る (労 働 者 健 康 福 祉 機 構 2 0 1 5 )。  
職 場 に お け る 腰 痛 予 防 対 策 (厚 生 省 1 9 9 4 )は 1 9 7 0  年 に 「 重 量 物 取 扱
い 作 業 に お け る 腰 痛 の 予 防 に つ い て 」、 1 9 7 5 年 「 重 症 心 身 障 害 児 施 設




防 対 策 の 指 導 に 努 め て き た 。こ の 間 、業 種 全 体 の 腰 痛 の 発 生 件 数 は 着
実 に 減 少 し た が 、業 務 上 疾 病 全 体 に 占 め る 割 合 は 約 6 割 で 依 然 と し て
高 い 状 況 に あ っ た 。 こ の 現 状 か ら 厚 生 労 働 省 は 1 9 9 4 年 に 「 職 場 に お
け る 腰 痛 予 防 指 針 」を 制 定 し 、職 業 性 の 腰 痛 に 対 す る 対 策 の 必 要 性 を
示 唆 し 、 職 場 環 境 の 問 題 と し て 取 り 組 む こ と を 勧 め て き た 。  
そ の 内 容 は 作 業 管 理 、 作 業 環 境 管 理 、健 康 管 理 、労 働 衛 生 教 育 な ど
の 内 容 を 含 め た 具 体 的 な 対 策 の 重 要 性 を 示 す も の で あ る 。さ ら に 制 定
後 の 2 0 1 3 年 に 1 9 年 ぶ り に 改 訂 し た 。こ れ ま で は 看 護 ・ 介 護 職 の 対 象
と し て 重 症 心 身 障 が い 児 施 設 な ど の 介 護 に 限 定 さ れ て い た が 、福 祉 や
医 療 分 野 に お け る 看 護 ・ 介 護 援 助 作 業 に 適 用 範 囲 が 拡 充 さ れ た 。こ れ
を 受 け て 、対 象 者 の 残 存 機 能 の 活 用 、福 祉 用 具 の 活 用 、作 業 姿 勢 の 見
直 し な ど が 盛 り 込 ま れ 、 さ ら に 「 原 則 と し て (事 業 主 は )人 力 に よ る 人
の 抱 え 上 げ は 行 わ せ な い こ と 」と い う ノ ー リ フ ト の 原 則 を 明 記 し 、周
知 し た (厚 生 労 働 省 2 0 1 3 )。し か し 、看 護・介 護 職 の 5～ 7 割 が 腰 痛 を 抱
え て い る と の 調 査 結 果 が あ り 、腰 痛 の 実 態 は 深 刻 な 状 況 が 続 い て い る
(厚 生 労 働 省 2 0 1 5 ) (日 本 看 護 協 会 2 0 1 0 a )。  
厚 生 労 働 省 は 1 9 9 6 年 、 高 齢 者 施 設 な ど の 社 会 福 祉 法 人 を 対 象 に 、
介 護 職 員 の 業 務 の 効 率 化 及 び 負 担 の 軽 減 の た め の 介 護 用 リ フ ト の 整
備 、居 室 や 浴 室 等 に 介 護 の た め の 天 井 走 行 型 介 護 用 リ フ ト の 整 備 、特
殊 浴 槽 の 整 備 、特 殊 浴 槽 の 整 備 購 入 の 補 助 金 制 度 を 導 入 し た (厚 生 労 働
省 1 9 9 6 )。 2 0 2 0 年 現 在 、 人 材 確 保 等 支 援 助 成 金 の 介 護 福 祉 機 器 助 成 コ
ー ス は 継 続 さ れ て い る (厚 生 労 働 省 2 0 2 0 )。人 材 確 保 等 支 援 助 成 金 と は 、
介 護 事 業 主 が 介 護 福 祉 機 器 の 導 入 や 賃 金 制 度 の 整 備 を す る こ と で 、介
護 労 働 者 の 離 職 率 の 低 下 に 取 り 組 ん だ 場 合 、そ の 費 用 等 を 助 成 す る 制
度 で あ る 。介 護 福 祉 機 器 助 成 に は 機 器 導 入 助 成 と 目 標 達 成 助 成 の 2 種
類 が あ る 。機 器 導 入 助 成 は 、介 護 労 働 者 の 労 働 環 境 向 上 の た め に 介 護
福 祉 機 器 を 導 入 し た 場 合 、そ の 費 用 が 助 成 さ れ る 。助 成 対 象 と な る 介
護 福 祉 機 器 は 4 種 類 あ り「 移 動 ・ 昇 降 用 リ フ ト 」、「 装 着 型 移 乗 介 助 機
器 」、「 特 殊 浴 槽 」、「 体 位 変 換 支 援 器 」 で あ る 。 そ の 中 に 、 移 動 ・ 昇 降
用 リ フ ト と し て 立 位 補 助 機 、非 装 着 型 移 乗 介 助 機 器 が 含 ま れ る 。支 給
額 は 、機 器 の 導 入 費 用 や 保 守 契 約 費 合 計 額 の 2 5％ で 、上 限 は 1 5 0 万 円
と さ れ る 。  
こ れ ら 制 度 の も と 購 入 後 の 福 祉 用 具 の 使 用 に つ い て 、岩 切 ら は 高 齢
者 施 設 の 福 祉 用 具 使 用 状 況 を 調 査 し 、床 走 行 式 リ フ ト 、天 井 走 行 式 リ
フ ト 、ス ラ イ デ ィ ン グ ボ ー ド の 導 入 数 は 少 な く 、そ れ ぞ れ の 使 用 割 合
も 1 4 . 8 %、 1 6 . 0 %、 2 3 . 5 %と 報 告 し て い る 。 特 に 使 用 割 合 の 低 か っ た リ
フ ト の 問 題 点 は 、乗 り 降 り に 手 間 が か か る 、落 下 の 危 険 性 を 感 じ る こ
と が 指 摘 さ れ 、機 器 の 問 題 点 や 改 良 へ の 要 望 が あ げ ら れ て い た 。介 護
者 は 、約 9 割 の 者 が 介 護 動 作 に 関 す る 教 育 や 訓 練 を 受 け て い た に も 関




の 活 用 が 不 十 分 で あ る と 述 べ て い る (岩 切 ら 2 0 0 7 a )。  
西 森 は 、高 齢 者 施 設 の 約 7 割 の 施 設 管 理 者 は 腰 痛 発 生 を 問 題 視 し て
お り 、腰 痛 予 防 対 策 の 具 体 策 と し て は 腰 痛 予 防 体 操 の 実 施 、定 期 的 な
健 康 診 断 の 実 施 、 労 働 安 全 衛 生 委 員 会 の 設 置 を 進 め て い る 。 し か し 、
移 乗 用 具 を 活 用 す る と い う 認 識 に つ い て の 関 心 は 低 い こ と を 報 告 し
て い る (西 森 2 0 0 7 )。 2 0 1 9 年 、全 国 3 , 3 8 5 の 病 院 施 設 に 対 し 実 施 さ れ た
病 院 看 護 実 態 調 査 で は 、患 者 の 移 動 や 処 置 な ど に 伴 う 、不 安 定 な 姿 勢
で の 作 業 動 作 に よ る 腰 痛 の 危 険 へ の 予 防 ・ 対 策 の 実 施 状 況 は 、リ フ ト
を「 設 置 し て い な い 」  8 4 . 5 %、「 設 置 し て い る 」11 . 6 %で あ っ た 。  そ の
他 の 予 防・対 策 の 実 施 状 況 は 、「 腰 痛 予 防 に 関 す る 教 育・研 修 」が 最 も
多  く  4 1 . 3 % 、 次 い で 「 リ フ ト 以 外 の 福 祉 機 器 や 補 助 具 の 利 用 」 が  
3 6 . 7 %で あ っ た 。「 い ず れ も 実 施 し て い な い 」は  1 9 . 3 %で あ っ た 。(日 本
看 護 協 会 2 0 2 0 )。  
腰 痛 は 看 護 ・ 介 護 職 に と っ て 離 職 の 大 き な 要 因 で あ る 。 腰 痛 の 発 症
は 身 体 的 の み な ら ず 心 理 的 に も 影 響 を 及 ぼ す 。こ れ に よ り 看 護 ・ 介 護
職 は 高 齢 患 者 に 対 す る 援 助 に 対 し て 消 極 的 な 傾 向 と な り 、援 助 の 質 を
低 下 さ せ 、 対 象 者 の Q O L が 低 下 す る こ と が 懸 念 さ れ る と 考 え る 。  
 
2． 腰 痛 と そ の 発 生 要 因  
2 0 1 9 年 日 本 整 形 外 科 学 会 と 日 本 腰 痛 学 会 の 監 修 に よ り 改 定 さ れ た
腰 痛 診 療 ガ イ ド ラ イ ン で 腰 痛 は 以 下 の よ う に 定 義 さ れ て い る 。部 位 は
体 幹 後 面 、 第 1 2  肋 骨 と 殿 溝 下 端 の 間 と す る 。 痛 み は 少 な く と も 1 日
以 上 継 続 し 、片 側 ま た は 両 側 の 下 肢 に 放 散 を 伴 う 場 合 と 伴 わ な い 場 合
が あ る 。 有 症 状 期 間 は 急 性 腰 痛 (発 症 か ら の 期 間 が 4 週 間 未 満 )、 亜 急
性 腰 痛 (発 症 か ら の 期 間 が 4 週 間 ～ 3 ヶ 月 未 満 )、 慢 性 腰 痛 (発 症 か ら の
期 間 が 3 ヵ 月 以 上 )の 三 つ に 大 別 さ れ る 。原 因 は  脊 椎 由 来 、神 経 由 来 、
内 臓 由 来 、 血 管 由 来 、 心 因 性 、 そ の 他 に 定 義 さ れ て い る ． 具 体 的 な 原
因 は 、 重 篤 な 基 礎 疾 患 (悪 性 腫 瘍 、 感 染 、 骨 折 な ど )、 下 肢 の 神 経 症 状
を 併 発 す る 疾 患 、各 種 脊 柱 構 成 体 の 退 行 性 病 変 (椎 間 板・椎 間 関 節 変 性
な ど )と さ れ て い る (日 本 整 形 外 科 学 会 /日 本 腰 痛 学 会 2 0 1 9 )。  
我 が 国 の 国 民 生 活 基 礎 調 査 (厚 生 労 働 省 2 0 1 6 )に よ れ ば 、 男 性 は 「 腰
痛 」の 有 訴 者 率 が 最 も 高 く 、女 性 で は「 肩 こ り 」、次 い で「 腰 痛 」は 第
2 位 で あ る 。ま た 、「 足 腰 に 痛 み 」の あ る 6 5  歳 以 上 高 齢 者 の 有 訴 率 (人
口 千 対 割 合 )は 、男 性 が  2 1 0 . 1、女 性 は 2 6 6 . 6  と な っ て お り 、受 診 率 と
も に 腰 痛 は 例 年 上 位 を 占 め て い る 。し た が っ て 、腰 痛 は 国 民 を 悩 ま す
最 も 一 般 的 な 症 状 の 一 つ と 言 っ て も 過 言 で は な い が 、そ の 定 義 に は 曖
昧 な 部 分 が 多 い 。 そ の 理 由 と し て 、 腰 痛 が あ く ま で 「 症 状 」 を 表 す 名
称 で あ り 、疾 患 名 を 指 す も の で は な い 事 実 が あ る と さ れ る 。な お 、欧
米 な ど 先 進 諸 国 に お い て も 、腰 痛 は 医 療 施 設 受 診 を も た ら す 最 も 多 い




腰 痛 の 発 生 要 因 に は 動 作 要 因 、 環 境 要 因 、 個 人 的 要 因 、 心 理 ・ 社 会
的 要 因 が あ る 。動 作 要 因 は 重 量 物 の 取 扱 い と し て 重 量 物 の 持 上 げ や 運
搬 等 に お い て 強 度 の 負 荷 を 腰 部 に 受 け る こ と 、介 護 ・ 看 護 作 業 等 の 人
力 に よ る 人 の 抱 上 げ 作 業 に お い て 腰 部 に 大 き な 負 荷 を 受 け る こ と 等
を 指 す 。 さ ら に 、長 時 間 の 静 的 作 業 姿 勢 と し て 立 位 、長 時 間 の 椅 子 座
位 等 の 静 的 作 業 姿 勢 、前 屈 や ひ ね り 及 び 後 屈 ね ん 転 等 の 不 自 然 な 作 業
姿 勢 等 に よ る 腰 痛 の 発 生 が 考 え ら れ る 。ま た 、環 境 要 因 に よ り 不 自 然
な 姿 勢 を 強 い ら れ る こ と も あ る 。 さ ら に 、 急 激 お よ び 不 用 意 な 動 作 、
物 を 急 に 持 ち 上 げ る な ど の 動 作 は 予 期 し な い 負 荷 が 腰 部 に か か る 。こ
の 時 に 腰 筋 等 の 収 縮 が 遅 れ る た め 身 体 が 大 き く 動 揺 す る こ と で 、腰 椎
に 負 担 が か か り 腰 痛 を 発 症 す る 。  
環 境 要 因 は 振 動 車 両 系 建 設 機 械 等 の 操 作・運 転 に よ り 腰 部 と 全 身 に
著 し く 粗 大 な 振 動 を 受 け る こ と や 、寒 冷 な 環 境 で 寒 冷 反 射 に よ る 血 管
収 縮 に よ り 筋 肉 が 緊 張 す る こ と で 筋 収 縮 及 び 反 射 が 高 ま る こ と 、多 湿
な 環 境 で は 汗 の 発 散 が 妨 げ ら れ て 疲 労 す る こ と な ど を 示 す 。ま た 、 滑
り や す い 床 面 や 段 差 な ど 、作 業 空 間 ・ 設 備 配 置 の 狭 さ 、乱 雑 な 作 業 空
間 、作 業 台 等 の 不 適 切 な 配 置 な ど が あ る 。勤 務 条 件 に よ り 休 憩 や 仮 眠
が 取 り に く い 、勤 務 編 成 が 過 重 で あ る 、施 設・設 備 が 上 手 く 使 え な い 、
一 人 で 勤 務 す る こ と が 多 い 、就 労 に 必 要 な 教 育 ・ 訓 練 を 十 分 に 受 け て
い な い こ と な ど の 強 い 精 神 的 な 緊 張 度 を 強 い ら れ る 場 合 、心 理 ・ 社 会
的 要 因 が 生 じ る こ と も あ る 。  
個 人 的 要 因 は 年 齢 差 や 性 差 な ど が あ る 。一 般 的 に 女 性 は 男 性 よ り も
筋 肉 量 が 少 な く 体 重 も 軽 い こ と か ら 、 作 業 負 担 が 大 き く な る 。 ま た 、
体 格 と 作 業 台 の 高 さ や 作 業 空 間 の 不 適 合 、筋 力 や 握 力 、腹 筋 力 、バ ラ
ン ス 能 力 等 、既 往 症 及 び 基 礎 疾 患 や 椎 間 板 ヘ ル ニ ア や 腰 部 脊 柱 管 狭 窄
症 、 圧 迫 骨 折 等 の 腰 痛 の 既 往 症 、 血 管 性 疾 患 、 婦 人 科 疾 患 、 泌 尿 器 系
疾 患 等 の 基 礎 疾 患 が あ る 。 (厚 生 労 働 省 2 0 1 5 )  
心 理 ・ 社 会 的 要 因 は 仕 事 へ の 満 足 感 や 働 き が い が 得 に く い 、上 司 や
同 僚 か ら の 支 援 不 足 、職 場 で の 対 人 ト ラ ブ ル 、仕 事 上 の 相 手 先 や 対 人
サ ー ビ ス の 対 象 者 と の ト ラ ブ ル 等 が あ る 。ま た 、労 働 者 の 能 力 と 適 性
に 応 じ た 職 務 内 容 と な っ て お ら ず 、 過 度 な 長 時 間 労 働 、 過 重 な 疲 労 、
心 理 的 負 荷 や 責 任 等 が 生 じ て い る 等 も 影 響 す る こ と が あ る 。ス ト レ ス
の 高 い 職 場 は 腰 痛 の 発 生 率 も 高 く 、腰 痛 に な っ た 時 の 苦 痛 も 大 き い と
さ れ る (垰 田 2 0 1 3 )。  
 
3． 看 護 ・ 介 護 職 に お け る 腰 痛 の 実 態  
2 0 1 6 年 現 在 (日 本 看 護 協 会 2 0 1 8 )、看 護 職 の 就 労 人 口 は 1 , 5 5 8 , 3 4 0 人 、
高 齢 者 施 設 に お け る 就 労 人 数 は 約 8 5 , 0 0 0 人 で あ る 。 2 0 1 9 年 度 の 正 規
雇 用 看 護 職 員 の 離 職 率 は 新 卒 者 が 1 0 . 7％ で 、既 卒 者 で は 1 7 . 4％ で あ っ




の  約 4％ が 腰 痛 症 状 に よ る も の で あ っ た (日 本 看 護 協 会 2 0 2 0 )。  
全 国 の 介 護 士 の 就 労 人 口 は 1 , 8 3 0 , 0 0 0 人 、 高 齢 者 施 設 の 就 労 人 数 は
9 3 0 , 0 0 0 人 で あ っ た 。 介 護 士 の 離 職 率 は 1 6 . 2％ で あ り 、 他 の 産 業 合 計
よ り も 高 い 傾 向 が 継 続 し て お り 、離 職 原 因 の 第 1 位 は 業 務 に 関 連 す る
心 身 の 不 調 (腰 痛 を 含 む )と 報 告 さ れ て い る (厚 生 労 働 省 2 0 1 8 )。  
社 会 福 祉 施 設 や 医 療 保 健 施 設 な ど の 保 健 衛 生 業 は 、腰 痛 の 発 生 の 多
い 職 場 で あ り 、保 健 衛 生 業 で 発 生 す る 業 務 上 疾 病 全 体 の 約 8 割 は 腰 痛
で あ る 。医 療 保 健 業 は 、社 会 福 祉 施 設 よ り も 腰 痛 の 発 生 が 少 な い 。し
か し 、腰 痛 症 状 の 悪 化 や 遷 延 化 に 影 響 を 与 え る 要 因 と し て 、特 に 看 護
者 の 場 合 、患 者 の 生 命 ・ 健 康 に 直 結 す る 作 業 が 少 な く な い た め 、精 神
的 な 緊 張 が 持 続 す る こ と 、過 度 に 自 己 犠 牲 を 強 い て し ま う 、「 腰 痛 は 職
業 病 だ か ら 」と 考 え 腰 痛 が あ っ て も 休 ま ず に 無 理 を し て し ま う 傾 向 が
あ る (厚 生 労 働 省 2 0 1 4 )。ま た 、看 護 職 の 腰 痛 に 関 す る 調 査 で は 、「 腰 痛
が あ っ て も 労 災 申 請 し な い 」と 回 答 し た 人 が 8 割 を 占 め た 。そ の 理 由
に つ い て 申 請 し て い な い 看 護 職 の 6 割 が 、「 腰 痛 で 労 災 申 請 で き る と
い う 認 識 が な い 」と 回 答 し て い る (日 本 医 療 総 合 研 究 2 0 1 2 )。そ の 一 方 、
看 護 職 の 5～ 7 割 が 腰 痛 を 抱 え て い る と の 調 査 結 果 も あ り 、 潜 在 的 な
腰 痛 の 実 態 は 深 刻 と い え る (日 本 看 護 協 会 2 0 1 0 b )。こ の よ う に 、看 護・
介 護 職 は 生 命 と 健 康 に 関 わ る 意 識 が 高 く 、 交 代 勤 務 で あ る こ と か ら 、
腰 痛 が あ っ て も 休 業 で き な い 傾 向 が 認 め ら れ る 。  
日 本 看 護 協 会 が 実 施 し た「 看 護 職 の 夜 勤 ・ 交 代 制 勤 務 ガ イ ド ラ イ ン
の 普 及 等 に 関 す る 調 査 」 ( 2 0 1 4 年 1 月 実 施 )に よ る と 、 6 割 の 病 院 が 腰
痛 予 防 対 策 に 取 り 組 ん で い な い と 回 答 し た 。 2 0 1 4 年 改 訂 版 指 針 で は 、
「 原 則 と し て (事 業 主 は )人 力 に よ る 人 の 抱 え 上 げ は 行 わ せ な い こ と 」
と い う ノ ー リ フ ト の 原 則 が 記 載 さ れ て い る が 、病 院 と し て 腰 痛 予 防 に
取 り 組 ん で い て も 予 防 に 関 す る 教 育 や 研 修 を 行 う 程 度 に と ど ま り 、
｢福 祉 機 器 や 補 助 具 の 利 用 を し て い る ｣と 回 答 し た 病 院 は 5 割 程 度 で あ
っ た 。ま た 、腰 痛 予 防 対 策 は ｢予 防 ボ デ ィ メ カ ニ ク ス ｣や ｢休 息 と 睡 眠 の
確 保 ｣と 個 人 任 せ で あ り 、 補 助 用 具 の 活 用 や 予 防 体 操 を 実 施 し て い る
施 設 は 少 数 で あ る こ と が 報 告 さ れ て い る 。  
看 護・介 護 職 の 腰 痛 予 防 は ボ デ ィ メ カ ニ ク ス だ け で は 不 可 能 で あ り 、
労 働 者 の 安 全 を 守 る と い う 観 点 で 、腰 部 へ の 負 担 軽 減 の た め に 福 祉 用
具 を 積 極 的 に 活 用 す る 必 要 が あ る 。対 象 高 齢 者 の 疾 患 や 日 常 生 活 動 作 、
認 知 機 能 な ど に 適 合 し た 補 助 用 具 を 活 用 す る こ と に よ っ て 、寝 た き り
状 態 で あ っ た 対 象 高 齢 者 は 車 い す 使 用 が 可 能 と な り 、日 常 生 動 作 の 向
上 を 図 る こ と が で き る よ う に な っ た な ど の 報 告 も あ る (佐 々 木 ら 2 0 1 3 )。
看 護 ・ 介 護 職 は 補 助 用 具 の 使 い 方 を 的 確 に 理 解 し 、活 用 す る こ と が 双
方 に と っ て の 大 き な メ リ ッ ト に な る と 考 え ら れ る 。  
同 時 に 職 場 に お け る 腰 痛 予 防 で は 、 作 業 の 内 容 や 作 業 場 所 な ど に つ




策 を 講 じ る こ と が 重 要 と さ れ る 。ま た 、改 訂 指 針 で は 作 業 環 境 の 管 理
に 加 え て 、職 員 の 健 康 管 理 と し て 腰 痛 健 康 診 断 等 と 腰 痛 予 防 体 操 の 実
施 が 推 奨 さ れ て い る 。腰 痛 の 要 因 は 多 岐 に わ た り 、一 度 に リ ス ク を 回
避 ・ 軽 減 す る こ と は 困 難 で あ る 。優 先 順 位 を 設 定 し 、リ ス ク の 高 い も
の か ら 対 応 策 を 考 え 、 P D C A サ イ ク ル に よ り 継 続 し て 取 り 組 ん で い く
こ と が 提 唱 さ れ て い る (厚 生 労 働 省 2 0 1 3 )。  
 
4 . 海 外 に お け る 看 護 ・ 介 護 者 の 腰 痛 予 防 対 策  
 海 外 で は 、イ ギ リ ス 、オ ー ス ト ラ リ ア 、ア メ リ カ 、北 欧 諸 国 が 看 護・
介 護 者 の 腰 痛 予 防 対 策 を 先 進 的 に 取 り 組 ん で い る 。  
イ ギ リ ス は 1 9 7 4 年 に 全 労 働 者 に 向 け た 労 働 衛 生 安 全 法 を 制 定 し た 。
こ の 法 律 を 根 拠 法 と し 衛 生 安 全 局 及 び 地 方 自 治 体 が 1 9 9 2 年 に「 M a n u a l  
H a n d l i n g  O p e r a t i o n s  R e g u l a t i o n s  1 9 9 2」 (人 の 手 で 行 う 移 動 に 関 す る 規
則 )で 労 働 者 の 腰 痛 予 防 対 策 に つ い て 周 知 し て い る 。さ ら に 、英 国 王 立
看 護 協 会 は 1 9 9 6 年 に「 患 者 移 動 の た め の 実 践 規 律 」で 、あ ら ゆ る 場 面
で の 患 者 の 人 力 に よ る 持 ち 上 げ を 禁 止 し た (英 国 腰 痛 予 防 協 会 ,英 国 王
立 看 護 協 会 2 0 0 3 )。  
オ ー ス ト ラ リ ア で は 、1 9 9 8 年 に オ ー ス ト ラ リ ア 看 護 連 盟 ビ ク ト リ ア
支 部 で は 「 ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー 」 を 移 乗 ・ 移 動 援 助 時 に 「 押 さ
な い ・ 引 か な い ・ 持 ち 上 げ な い ・ ね じ ら な い ・ 運 ば な い 」 と し て 危 険
や 苦 痛 を 伴 う 人 力 の み で の 移 乗 ・ 移 動 を 禁 止 し 、対 象 者 の 自 立 を 促 す
目 的 で 福 祉 用 具 を 使 用 し た 移 乗 介 護 を 義 務 づ け た 。そ の 結 果 、ノ ー リ
フ ト 導 入 後 の ビ ク ト リ ア 州 で は 、看 護 ・ 介 護 職 の 腰 痛 関 連 費 用 が 減 少
し 、 南 オ ー ス ト ラ リ ア 州 で は 1 9 9 6 年 と 2 0 0 3 年 と の 比 較 に お い て 約
9 0 %程 度 の 減 少 が 確 認 さ れ た 。 援 助 者 は 腰 痛 な ど の 痛 み が 減 少 し 、 援
助 内 容 と そ の 方 法 の 情 報 の 共 有 、 腰 痛 な ど に よ る 労 災 の 申 請 の 削 減 、
離 職 率 の 低 下 に よ る 人 員 の 確 保 が 可 能 と な っ た 。さ ら に 、イ ン シ デ ン
ト の 発 見 が 容 易 に な る こ と が 報 告 さ れ て い る 。ま た 、援 助 の 対 象 者 に
は 、 車 椅 子 移 動 時 の 外 傷 （ 擦 過 傷 な ど ） や 転 倒 お よ び 転 落 が 減 少 し 、
移 乗 時 の 不 快 感 、廃 用 症 候 群 の 予 防 な ど も 示 さ れ て い る 。こ の よ う な
こ と か ら 、2 0 1 3 年 以 降 オ ー ス ト ラ リ ア 全 土 で ノ ー リ フ ト プ ロ グ ラ ム が
実 施 に 至 る 状 況 と な っ て い る ( F e d e r a t i o n  Vi c t o r i a n  b r a n c h  2 0 1 3 )。  
ア メ リ カ で は 2 0 0 3 年 ア メ リ カ 合 衆 国 退 役 軍 人 省 管 轄 の 医 療 施 設 及
び 他 の 医 療 組 織 が S a f e  P a t i e n t  H a n d l i n g  a n d  M o b i l i t y  ( 以 下 S P H M と す
る )プ ロ グ ラ ム を 導 入 し 、 2 0 1 3 年 に 米 国 看 護 協 会 は 5 0 州 中 1 0 州 が
S P H M 法 を 制 定 し 実 践 を 進 め て い る ( J a n e t  M a y e d a - L e t o u r n e a u  2 0 1 4 )。
2 0 0 3 年 に は 米 国 労 働 安 全 衛 生 管 理 局 が G u i d e l i n e s  f o r  N u r s i n g  H o m e s  
( O S H A 2 0 0 3 )を 策 定 し 、 介 護 機 器 の 導 入 を 推 奨 、 介 護 の 腰 痛 予 防 に つ
い て 啓 発 し 、 労 働 環 境 の 改 善 に 努 め て い る (藤 澤 ら 2 0 1 0 )。  




も 高 く 、持 ち 上 げ 重 量 の 制 限 が 実 践 さ れ て き た 。2 0 0 4  年 に デ ン マ ー ク
労 働 監 督 局 は 持 ち 上 げ 重 量 制 限 を 11 k g と 推 奨 し て い る (小 島  2 0 0 6 )。
ま た 、国 際 標 準 化 機 構 で は 人 間 の 手 に よ る  1 回 あ た り の 持 ち 上 げ 重 量
の 制 限 は 3 k g か ら 2 5 k g 以 内 を 推 奨 し 批 准 さ れ て い る ( I S O / T R 1 2 2 9 6  
2 0 1 2 )。  
 
5 . 我 が 国 に お け る ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー の 導 入  
我 が 国 に は ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー の 概 念 は 2 0 0 8 年 頃 か ら 紹 介
さ れ 、日 本 ノ ー リ フ ト 協 会 な ど が 設 立 さ れ た が 、そ の 広 が り は 遅 々 と
し て い る 。  
我 が 国 に お け る 腰 痛 予 防 対 策 と し て ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ― を
教 育 プ ロ グ ラ ム と し た 取 り 組 み は 2 0 0 9 年 に 国 内 で 初 め て 、 日 本 ノ ー
リ フ ト 協 会 理 事 長 で あ り オ ー ス ト ラ リ ア で 実 際 に 学 ん だ 保 田 が 紹 介
し た も の で あ る 。日 本 ノ ー リ フ ト 協 会 は 個 人 や 団 体 で ノ ー リ フ テ ィ ン
グ ポ リ シ ー に 取 り 組 む 人 々 を 対 象 と し て 活 動 を 進 め て き た ( 保 田  
2 0 1 6 )。教 育 プ ロ グ ラ ム は オ ー ス ト ラ リ ア の も の を 基 盤 と し 、日 本 に お
け る コ ー デ ィ ネ ー タ ー 養 成 を 始 め 、 2 0 1 0  年 以 降 も 各 地 で ノ ー リ フ ト
の 普 及 活 動 を 継 続 し て い る 。し か し 、プ ロ グ ラ ム 開 始 時 の 施 設 は リ フ
ト や ス ラ イ デ ィ ン グ シ ー ト な ど の 福 祉 用 具 の 整 備 が 十 で 分 な く 、用 具
の 購 入 な ど の 経 済 的 な 問 題 も 報 告 し て い る (保 田  2 0 1 7 )。  
ま た 2 0 1 4  年 よ り 保 田 は ノ ー リ フ ト だ け で な く ケ ア の 質 に も 影 響 を
与 え う る 日 本 版 プ ロ グ ラ ム を 作 る こ と を 目 的 に 共 同 研 究 を 実 施 し た 。
そ の 結 果 、ノ ー リ フ ト ケ ア を 受 け た 患 者 や 施 設 利 用 者 の 拘 縮 が 軽 減 で
き る 可 能 性 が 明 ら か に な っ た こ と を 報 告 し て い る (保 田 2 0 1 7 )。2 0 1 6  年
度 か ら は 個 人 会 員 だ け で な く 医 療 や 福 祉 な ど の 法 人 に 参 加 を 進 め 、現
在 で は 4 0 以 上 の 法 人 が 加 盟 し て い る 。  
一 方 、ノ ー リ フ ト ケ ア コ ー デ ィ ネ ー タ ー 養 成 講 座 を 開 催 し て い る 地
区 で は 、拘 縮 予 防 や 寝 た き り に 対 す る ア プ ロ ー チ と し て の ノ ー リ フ ト
ケ ア を 提 供 す る 取 り 組 み の 普 及 に 向 け た 地 域 連 携 が 始 ま っ て い る 。(下
元 2 0 1 8 )。 2 0 1 6 年 に 高 知 県 で は 、 介 護 職 員 の 身 体 的 負 担 の 軽 減 と 利 用
者 の 二 次 障 害 を 防 止 す る た め に 、「 持 ち 上 げ な い 、抱 え 上 げ な い 、引 き
ず ら な い ノ ー リ フ テ ィ ン グ ケ ア 宣 言 」を 掲 げ 、普 及 啓 発 に 向 け て パ ン
フ レ ッ ト を 作 成 し 、施 設 ・ 事 業 所 に お け る ノ ー リ フ テ ィ ン グ ケ ア の 実
践 や 定 着 の た め に 活 用 を 推 進 し て い る 。そ の 結 果 、施 設 利 用 者 の 日 常
生 活 動 作 の 維 持・向 上 お よ び 拘 縮 の 改 善 な ど が 図 ら れ た こ と と 報 告 し
て い る (日 本 ノ ー リ フ ト 協 会 高 知 支 部 2 0 1 8 )。  
ま た 2 0 2 0  年 に 日 本 で 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム が 開 催 さ れ 、 ノ ー リ フ ト ケ
ア に よ る 腰 痛 予 防 対 策 は 医 療 介 護 現 場 に お け る 従 事 者 の 労 働 安 全 マ
ネ ジ メ ン ト や 働 き 方 に 直 結 す る 大 変 重 要 な 課 題 で あ る こ と を 確 認 し




と も に 、オ ー ス ト ラ リ ア を は じ め 各 国 か ら も 多 く の 講 師 が 参 加 し 、国
際 的 な 知 見 も 共 有 さ れ た 。  
以 上 の こ と か ら 、日 本 に お け る ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー は 徐 々 に
広 が り を 見 せ て い る が 、海 外 の 先 進 国 に 比 べ る と 依 然 と し て 後 進 国 で
あ る こ と が 示 さ れ た 。  
 
6． 看 護 ・ 介 護 基 礎 教 育 課 程 に お け る 腰 痛 予 防 教 育  
看 護 援 助 を 実 施 す る 際 の 基 本 的 な 姿 勢 と し て ボ デ ィ メ カ ニ ク ス の
考 え 方 を 理 解 し 、 そ の 技 術 を 活 用 す る こ と が 重 要 と さ れ て い る ( 任
2 0 1 7 )。ボ デ ィ メ カ ニ ク ス と は 、人 体 構 造 の 特 性 に 力 学 の 原 理 を 利 用 し
て ，合 理 的 な 姿 勢 や 動 作 を 追 求 す る こ と を い い 、看 護 実 践 に お い て ボ
デ ィ メ カ ニ ク ス に よ っ て 、援 助 す る 側 の 身 体 の 負 担 を 軽 減 し 、援 助 さ
れ る 側 の 安 全 と 安 楽 を 目 指 す （ 和 田 ら 2 0 1 0）。 ボ デ ィ メ カ ニ ク ス 技 術
の 基 本 は 、① 足 幅 を 広 く と り 支 持 基 底 面 を 拡 大 す る 、② 重 心 を 低 く す
る 、③ 患 者 の 支 持 基 底 面 を 小 さ く す る 、 ④ 大 き な 筋 群 を 使 う 、 ⑦ 水 平
に 移 動 す る 、⑧ て こ の 原 理 を 活 用 す る で あ る (任 2 0 1 7 )。基 礎 看 護 技 術
の 教 科 書 に は 、ボ デ ィ メ カ ニ ク ス の 解 説 、ボ デ ィ メ カ ニ ク ス を 活 用 し
た 患 者 の 体 位 変 換 と 移 乗 移 送 技 術 の 手 順 と 方 法 が 記 載 さ れ て い る 。し
か し 、看 護 師 自 身 の 安 全 を 守 る た め の 注 意 点 や 持 ち 上 げ 時 の 重 量 制 限
の 記 載 は な い 。ま た 、リ フ ト や ト ラ ン ス ボ ー ド 等 の 移 動 介 助 用 具 の 記
載 は 一 部 み ら れ る の み で あ る 。  
患 者 の 移 動 ・ 移 乗 技 術 は 、そ の 学 修 目 標 を 対 象 者 の 日 常 生 活 を 援 助
す る 技 術 と し て 体 位 と 移 動 に つ い て 基 礎 的 知 識・技 術 の 修 得 を 目 指 し 、
基 礎 看 護 学 領 域 の 生 活 援 助 技 術 で 教 授 さ れ て い る 。ま た 、高 齢 者 を 対
象 と す る 老 年 看 護 学 な ど で は 、高 齢 者 の 廃 用 症 候 群 お よ び 筋 力 低 下 の
予 防 な ど 日 常 生 活 を 維 持 お よ び 向 上 さ せ る た め の 必 要 な 援 助 技 術 と
し て 指 導 さ れ る (北 川 2 0 2 0 )。  
基 礎 看 護 学 領 域 の 教 科 書 の 中 で も 、任 ら は 腰 痛 予 防 対 策 の 必 要 性 と
「 ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー 」の 概 要 と そ の 具 体 的 実 践 方 法 に つ い て
記 載 し て い る (任 2 0 1 7 )。し か し 、在 宅 看 護 領 域 (秋 山 2 0 2 0 )や 老 年 看 護
学 領 域（ 北 川 2 0 2 0）な ど で は 福 祉 用 具 の 記 載 と そ の 用 途 に つ い て 散 見
す る が 、ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ― に つ い て 言 及 し て い る 教 科 書 は 少
な い 現 状 が あ る 。  
介 護 士 養 成 施 設 に お け る リ フ ト 教 育 の 現 状 は 、教 員 に つ い て は リ フ
ト 経 験 の 豊 富 な 者 は 少 な く 、リ フ ト の 専 門 研 修 の 受 講 経 験 も な い 。多
く の 養 成 施 設 で は 教 育 目 標 を 知 識 の 習 得 レ ベ ル と し て お り 、技 術 の 習
得 の 記 述 は な い (若 林 2 0 1 9 )。 最 新 版 の 主 な 参 考 図 書 に は 、清 潔 ・ 入 浴
に 関 す る 項 目 に は 特 殊 浴 槽 の 掲 載 は あ る が 、リ フ ト に つ い て は ほ と ん
ど 掲 載 さ れ て い な い 。さ ら に 移 乗 ・ 移 動 に 関 す る 項 目 は 、総 ペ ー ジ 数




記 載 の な い も の や 、 参 考 図 書 で あ っ て も 掲 載 は 数 行 と い っ た 状 態 で 、
使 用 目 的 や 留 意 点 、各 部 品 の 名 称 、使 用 手 順 、リ フ ト の 紹 介 図 の 掲 載
な ど が 全 て 整 っ て い る も の は 少 な い (富 田 川 2 0 1 7 )。  
こ の よ う に 基 礎 教 育 課 程 を 終 え た 看 護 師 ・ 介 護 士 は 病 院 ・ 施 設 に お
け る 患 者 の 移 動 ・ 移 乗 技 術 は ボ デ ィ メ カ ニ ク ス を 考 慮 し な が ら 、人 の
手 で 行 う こ と が 多 い 。こ れ ら の 援 助 方 法 は 看 護 師 が 腰 痛 を 発 症 す る 要
因 の ひ と つ と な っ て い る と さ れ る (内 藤 ら 2 0 0 2 )。  
 ア メ リ カ で は 、看 護 基 礎 教 育 課 程 に お け る 福 祉 用 具 の 適 切 な 使 用 を
推 奨 す る た め に 、 国 立 労 働 安 全 衛 生 研 究 所 ( N a t i o n a l  I n s t i t u t e  o f  
O c c u p a t i o n a l  S a f e t y  a n d  H e a l t h  ; N I O S H  ) が 「 S a f e  P a t i e n t  H a n d l i n g  
Tr a i n i n g  f o r  S c h o o l  o f  N u r s i n g」 を 公 表 し て い る ( Wa t e r s  T R  2 0 0 9 )。 イ ギ
リ ス で は 1 9 9 2  年 に 制 定 さ れ た 「 M a n u a l  H a n d l i n g  O p e r a t i o n s  
R e g u l a t i o n s」が 2 0 0 4  年 と 2 0 1 6  年 に 改 訂 さ れ 、腰 痛 予 防 対 策 の 徹 底 を
勧 め て い る ( H S E  1 9 9 2 )。 ア メ リ カ や イ ギ リ ス で は 、 看 護 基 礎 教 育 に お
い て ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー を 取 り 入 れ た 移 乗・移 動 援 助 に つ い て
一 貫 し た 教 育 が 推 奨 さ れ 、実 践 が 進 ん で い る 。そ の 一 方 、日 本 の 看 護
基 礎 教 育 課 程 で は 、ボ デ ィ メ カ ニ ク ス に 主 眼 を 置 い た 移 乗 ・ 移 動 技 術
が 主 流 と さ れ る 現 状 が 継 続 し て お り 、人 力 の み で 移 乗 ・ 移 動 援 助 を 提
供 せ ず 福 祉 用 具 を 活 用 す る ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー の 認 知 度 は 低
い 実 態 が 推 測 さ れ る 。  
 
7． 看 護 ・ 介 護 に お け る 腰 痛 お よ び 腰 痛 予 防 に 関 す る 研 究  
看 護 ・ 介 護 職 に よ る 身 体 的 援 助 は 、対 象 者 を 抱 え る 動 作 や 中 腰 の 姿
勢 、前 か が み の 姿 勢 、長 時 間 の 同 一 姿 勢 な ど が 腰 部 に 強 い 負 担 を 与 え
る こ と で 腰 痛 を 発 生 さ せ る こ と が 知 ら れ て い る 。看 護 ・ 介 護 に お け る
腰 痛 予 防 を 検 討 し た 先 行 研 究 で は 、動 作 や 環 境 、心 理 要 因 な ど の 研 究
が 多 岐 に わ た る 。  
看 護 職 の 腰 痛 の 実 態 と そ の 要 因 に つ い て 山 中 ら は 、動 作 要 因 と し て
の 重 量 物 の 持 ち 上 げ や 中 腰 姿 勢 で の 作 業 、移 乗 介 助 時 の 福 祉 用 具 の 不
十 分 な 使 用 な ど を 報 告 し て い る (山 中 ら 2 0 1 5 )。高 橋 ら の 病 棟 看 護 師 を
対 象 に 移 動 介 助 動 作 時 腰 痛 の 発 症 率 と 福 祉 用 具 の 使 用 に つ い て 調 査
し た も の で は 、腰 痛 発 症 は ベ ッ ド 上 体 位 変 換 、ベ ッ ド 上 水 平 移 動 が 最
も 多 く 回 答 さ れ 、移 動 補 助 具 の 適 正 使 用 と 腰 痛 発 症 の 頻 度 と 関 連 し な
か っ た と 報 告 し て い る (高 橋 ら 2 0 1 6 )。  
藤 村 に よ る と 、 病 棟 勤 務 看 護 師 の 看 護 業 務 中 の 腰 痛 有 訴 率 は 6 0 . 0 %
で あ り 、腰 痛 の 程 度 は Vi s u a l  A n a l o g e  S c a l e ( VA S )が 2 7 . 7 ± 1 7 . 4 点 、腰 痛
有 訴 者 の R o l a n d - M o r r i s  D i s a b i l i t y  Q u e s t i o n n a i r e (腰 痛 に よ る 日 常 生 活
へ の 障 害 度 )は 2 . 3 ± 3 . 1 点 と 一 般 成 人 と 比 較 し 、高 値 を 示 し た と 報 告 し
て い る 。腰 痛 有 訴 者 の 多 く は 体 位 変 換 、中 腰 に よ る 処 置 、移 乗 動 作 な




関 す る ス ト レ ス が 促 進 要 因 と し て 、腰 痛 と 統 計 学 的 に 有 意 な 関 連 を 示
す こ と を 指 摘 し て い る (藤 村 ら 2 0 1 2 )。  
林 ら は 、病 院 に お け る 看 護 労 働 に よ る 筋 骨 格 系 障 害 の 有 訴 率 が 、 両
眼 、 右 肩 、 右 頸 、 腰 が 高 く 、 そ の 要 因 と な る 作 業 は 、 人 間 工 学 的 要 因
と の 関 連 が あ る「 移 乗 移 送 介 助 」「 オ ム ツ 交 換 」「 排 泄 介 助 」「 整 容 清 拭
介 助 」で あ る こ と を 示 し 、作 業 の 繰 り 返 し に よ り 疲 労 が 増 大 す る と 推
測 し 、通 院 を 必 要 と  す る ま で の 健 康 障 害 に 至 っ て い る も の が 1 / 4 に も  
及 ん で い る と 報 告 し て い る (林 ら 2 0 1 4 )。  
多 田 ら は 、腰 痛 有 病 率 に つ い て 看 護 師 と 他 職 種 (介 護 士 、理 学 療 法 士
な ど )を 比 較 検 討 し 、 3 0  歳 代 の 看 護 師 に 有 病 率 が 高 く 、 看 護 師 は 欠 勤
が 難 し い 職 場 環 境 に あ る こ と を 示 し て い る 。腰 痛 要 因 は 全 職 種 で 高 年
齢 、 頭 痛 、 頭 痛 や 腰 痛 以 外 の 疼 痛 、 腰 痛 既 往 歴 で あ る こ と 、 看 護 師 は
他 職 種 と 比 較 し 、 業 務 関 連 項 目 ・ 心 理 的 因 子 ・ 喫 煙 ・ 子 供 が い る こ と
を 腰 痛 要 因 と し て 報 告 し て い る (多 田 ら 2 0 1 2 )。  
武 田 ら の 腰 痛 要 因 の 報 告 で は 、腰 痛 の あ る 看 護 師 は 身 体 的 姿 勢 に 重
き を お き 、自 分 自 身 の 身 体 的 姿 勢 に 関 し て 主 観 的 あ る い は 客 観 的 に 意
識 し て い る が 、同 僚 へ の 配 慮 や 作 業 効 率 と い っ た 時 間 を 優 先 し て 行 う
こ と で 、身 体 的 姿 勢 だ け で な く 心 理 ・ 社 会 的 姿 勢 の 負 担 が 重 く な る 傾
向 が あ る こ と を 示 し て い る 。一 方 で 、腰 痛 の な い 看 護 師 は 、自 分 自 身
の 身 体 的 姿 勢 や 腰 部 へ の 負 担 感 、腰 痛 予 防 を 意 識 す る こ と で 、自 分 の
姿 勢 を 評 価 、調 整 し 対 処 行 動 が 出 来 て い る 。さ ら に 同 僚 へ の 配 慮 や 作
業 効 率 へ の 心 理 ・ 社 会 的 姿 勢 に 対 す る 意 識 も 高 く 、適 切 な 対 処 行 動 を
と る こ と で 腰 痛 を 予 防 し て い る こ と を 示 唆 し て い る (武 田 ら 2 0 1 2 )。  
 向 井 ら の 介 護 老 人 福 祉 施 設 6 0 施 設 に 勤 務 す る 1 , 1 9 1 人 の 介 護 士 を
対 象 に 腰 痛 の 罹 患 状 況 を 介 護 業 務 の 内 容 を 検 討 し た 調 査 で は 、腰 痛 罹
患 率 は 5 5 %、 1 7 %の 者 は 腰 痛 の 罹 患 歴 が あ る も の の 現 在 は 腰 痛 の 訴 え
が な い こ と を 報 告 し て い る 。身 体 負 担 の 大 き い 介 助 動 作 は 排 泄 や 入 浴
に 伴 う 移 乗 ・ 移 動 動 作 で あ り 、そ の 介 助 方 法 は 対 象 者 と の 距 離 、立 ち
上 が り 後 の 姿 勢 の 安 定 に 配 慮 し て い る が 、多 く の 介 護 士 は「 持 ち 上 げ 」
に よ り 実 施 し て い る 実 態 が あ り 、 予 防 策 と し て 腰 痛 ベ ル ト 使 用 が 1 5 7
名 、腰 痛 予 防・準 備 体 操 を 約 3 0％ と 報 告 し て い る 。研 修 会 は 介 護 士 の
1 0％ が 受 講 し 、 そ の 半 数 が 有 効 性 を 評 価 し て い る (向 井 ら 2 0 11 )。  
 岩 切 ら は 、高 齢 者 介 護 施 設 の 介 護 職 員 の 最 近 1 年 間 に お い て 仕 事 に
支 障 を き た す ほ ど の 腰 痛 を 訴 え た 者 は 3 4 . 7 %、 介 護 者 が 人 力 で 入 居 者
の 抱 え 上 げ を 行 っ て い る こ と と 無 理 な 姿 勢 を と っ て い る こ と が 、直 接
的 要 因 で あ る と 報 告 し て い る 。 さ ら に 、 介 助 方 法 や 福 祉 用 具 の 講 習 ・
研 修 の 実 施 、福 祉 用 具 の 利 用 指 導 、介 助 方 法 や 福 祉 用 具 の 使 用 方 法 に
関 す る 評 価 、責 任 者 か ら の 助 言 や 指 導 と い っ た 安 全 衛 生 活 動 が 不 十 分
で あ る こ と を 示 し て い る (岩 切 ら 2 0 1 7 b )。  




問 題 意 識 と 予 防 対 策 を 調 査 し た 研 究 で 、問 題 意 識 は「 ス タ ッ フ が 腰 痛
予 防 策 を 取 ら な い 」「 腰 痛 が 原 因 で 離 職 や 欠 勤 が 出 る 」「 ケ ア に 影 響 が
出 る 」「 組 織 的 な 教 育 や 環 境 の 整 備 が 必 要 」な ど が あ る こ と 、予 防 対 策
に 対 す る 教 育 的 な 介 入 が 進 ま な い 理 由 と し て 「 主 体 性 に 任 せ て い る 」
「 管 理 者 に 知 識 が な い 」「 優 先 さ れ な い 」 な ど を 報 告 し て い る (山 口 ら
2 0 11 )。  
田 中 ら は 、 腰 痛 予 防 介 入 と し て 腰 痛 体 操 を 検 討 し た 研 究 に お い て 、
腰 痛 に よ り 前 傾 姿 勢 や 移 乗 介 助 動 作 時 に 疼 痛 が 増 強 す る 職 員 が 多 く 、
腰 痛 体 操 を 開 始 し 、そ の 3 ヵ 月 後 に は 腰 痛 が 消 失 す る 者 、腰 痛 が 残 存
し た が 強 度 は 軽 減 す る と い う 一 定 の 効 果 に つ い て 報 告 し て い る  (田 中
ら 2 0 11 )。 ま た 、 武 田 ら に よ れ ば 病 棟 に 勤 務 す る 看 護 師 を 対 象 と し た
調 査 で 、腰 痛 有 訴 者 は 援 助 に 積 極 的 で あ る が 、疲 労 感 や 身 体 愁 訴 が 高
い と 興 味 深 い 報 告 を し て い る (武 田 ら 2 0 1 6 )。  
 和 田 ら は 、 看 護 ・ 介 護 援 助 業 務 に お い て 対 象 者 が 「 人 」 で あ る こ と
が 、 対 象 者 の 体 重 や 体 型 、 障 害 の 程 度 や 部 位 、 予 測 の で き な い 行 動 、
対 象 者 と の 関 係 性 や 感 情 の 起 伏 に 伴 う 行 動 と し て 影 響 を 及 ぼ す と 考
察 し て い る (和 田 ら 2 0 1 6 )。  
 久 留 島 ら は 、腰 痛 予 防 と し て 広 く 知 ら れ て い る ボ デ ィ メ カ ニ ク ス の
活 用 に 関 し て 約 5 0％ の 看 護 師 が 「 知 識 は あ る が 活 用 で き な い 」 と し 、
理 由 は 「 時 間 が な い 」「 マ ン パ ワ ー が 不 足 し て い る 」「 忙 し い 」 な ど と
報 告 し て い る (久 留 島 ら 2 0 0 3 )。  
  
8． 福 祉 用 具 使 用 に 関 す る 研 究  
我 が 国 で は 1 9 9 3 年 に 「 福 祉 用 具 の 研 究 開 発 及 び 普 及 の 促 進 に 関 す
る 法 律 」が 制 定 さ れ 、2 0 0 0 年 か ら 施 行 さ れ た 介 護 保 険 制 度 で 福 祉 用 具
が 位 置 づ け ら れ た こ と で 、福 祉 用 具 と い う 用 語 が 定 着 し た (縄 井 2 0 1 2 )。
ま た 、公 益 財 団 法 人 テ ク ノ エ イ ド 協 会 は 、自 力 で 動 け な い 利 用 者 の 体
位 変 換 、ト イ レ 介 助 に リ フ ト 、ス タ ン デ ィ ン グ リ フ ト 、ス ラ イ デ ィ ン
グ ボ ー ド 、ス ラ イ デ ィ ン グ シ ー ト な ど 福 祉 用 具 の 導 入 を 推 奨 し て い る
(公 益 財 団 法 人 テ ク ノ エ イ ド 協 ( 2 0 1 5 )。そ こ で 、本 研 究 で は 移 乗・移 動
時 に 使 用 す る 用 具 を 福 祉 用 具 と し た 。  
福 祉 用 具 を 用 い た 腰 痛 予 防 に 関 す る 研 究 は 、援 助 者 の 労 働 安 全 を 目
的 と し て 取 り 組 ま れ て い る が 、件 数 は 少 な い 。岩 切 は 福 祉 用 具 使 用 に
関 す る 教 育 プ ロ グ ラ ム を 介 入 す る こ と に よ る 腰 痛 症 状 へ の 影 響 を 検
討 し た 。そ の 結 果 、 介 入 群 は 福 祉 用 具 の 使 用 率 が 上 昇 し た が 、非 介 入
群 は 、 福 祉 用 具 の 使 用 率 は 低 か っ た 。 腰 痛 の 有 症 率 は 両 群 と も に 6～
７ 割 を 示 し 、全 体 的 に は 介 入 効 果 は 認 め ら れ な か っ た が 、福 祉 用 具 を
積 極 的 に 使 用 し て い た ス タ ッ フ で は 腰 痛 の 改 善 効 果 が 多 少 で あ る が
示 さ れ た と 報 告 し て い る (岩 切 ら 2 0 1 4 )。  




腰 痛 症 状 と 安 全 衛 生 活 動 や 介 助 方 法 、腰 痛 予 防 に 有 用 な 福 祉 用 具 を 導
入 し て も 残 る 介 護 者 の 腰 痛 発 生 要 因 を 調 査 し た 。そ の 結 果 、福 祉 用 具
の 使 用 や 安 全 衛 生 活 動 は 腰 痛 の 重 症 化 の 予 防 に 寄 与 し て い る が 、ス タ
ッ フ 間 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン や 作 業 姿 勢 な ど に 問 題 点 が 残 る こ と を
指 摘 し て い る (岩 切 ら 2 0 1 6 )。  
三 宅 ら は 、日 本 と オ ー ス ト ラ リ ア の 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム の 介 護 労 働
環 境 、介 護 職 員 の 腰 痛 や 筋 骨 格 系 の 愁 訴 に つ い て 比 較 検 討 し た 。オ ー
ス ト ラ リ ア に 比 べ 日 本 は 移 乗 介 助 や 排 泄 介 助 に お い て 1 人 介 助 が 主 で
あ り 、リ フ ト の 使 用 や 排 泄 介 助 に お け る ベ ッ ド の 高 さ の 調 整 、ス ラ イ
デ ィ ン グ シ ー ト 使 用 の 少 な さ な ど 介 助 時 の 身 体 的 負 担 が 大 き く 、腰 痛
や 筋 骨 格 系 の 愁 訴 が 高 率 と な っ て い る と 報 告 し て い る (三 宅 ら 2 0 1 5 )。 
朝 倉 ら は 、介 護 老 人 保 健 施 設 に 勤 務 す る 職 員 の 移 乗 関 連 用 具 に 対 す
る 認 識 及 び 使 用 状 況 、腰 痛 の 実 態 を 検 討 し 、移 乗 関 連 用 具 の 知 識 や 使
用 率 に は 職 種 間 の 違 い が あ り 、看 護 ・ 介 護 職 は 使 用 に 対 す る 意 識 が 理
学 療 法 士 に 比 べ 低 い と 報 告 し て い る (朝 倉 ら 2 0 1 3 )。   
百 瀬 ら は 、 福 祉 用 具 の 使 用 に つ い て 病 棟 勤 務 の 看 護 職 を 対 象 と し 、
そ の 5 2 . 6 %が 腰 痛 を 、3 2 . 3 %が 頸 肩 腕 障 害 を 訴 え 、看 護 経 験 年 数 の 多 い
女 性 に 福 祉 用 具 使 用 の 割 合 が 高 く 、高 い 使 用 率 を 示 し た の は 車 椅 子 や
高 さ 可 変 式 ベ ッ ド で 、低 い も の は リ フ ト や ス ラ イ デ ィ ン グ ボ ー ド で あ
っ た と 報 告 し て い る (百 瀬 ら 2 0 0 9 )。  
国 内 に お け る ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー に 関 す る 研 究 は 極 め て 少
な く 、ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー を 完 全 に 実 施 し て い る 施 設 の 報 告 は
皆 無 で あ っ た 。一 方 で 、適 切 な 福 祉 用 具 の 使 用 に よ り 、対 象 者 の 日 常
生 活 自 立 度 が 向 上 し た 報 告 も あ り 、援 助 者 と 対 象 者 の 安 全 の た め に 有
効 で あ る こ と が 証 明 さ れ つ つ あ る 。リ フ ト 導 入 の 教 育 や 技 術 指 導 を 実
施 し た 調 査 で は 、リ フ ト 使 用 な ど に つ い て ス タ ッ フ の 意 識 が 変 化 し た
こ と を 認 め た も の な ど が あ っ た (宮 崎 2 0 1 6 )。  
海 外 で は 様 々 な 研 究 が あ る 。 E n g k v i s t  I n g a - L i l l は 、 ノ ー リ フ ト プ ロ
グ ラ ム の 導 入 、未 導 入 施 設 間 で 看 護 師 の 経 験 と 態 度 と 比 較 し 、導 入 に
よ る 体 力 消 耗 の 低 減 と 労 働 に 対 す る 安 寧 の 増 加 と 日 常 業 務 管 理 の 改
善 を 報 告 し て い る ( E n g k v i s t  I n g a - L i l l  2 0 0 7 )。 オ ー ス ト ラ リ ア で は 、 介
護・看 護 労 働 に お い て 、人 力 の み で 人 を 持 ち 上 げ な い 、抱 え 上 げ な い 、
引 き ず ら な い (ノ ー リ フ テ ィ ン グ ケ ア )こ と を 徹 底 す る よ う 指 導 し 、 労
働 衛 生 に 関 す る 法 律 ・ 指 針 等 を 整 備 、組 織 的 な 体 制 づ く り の 強 化 を 図
っ て い る 。そ の 結 果 、介 護・  看 護 労 働 者 の 労 働 災 害 件 数 、傷 害 に よ る
休 職 日 数 、労 働 者 災 害 補 償 額 が 大 幅 に 減 少 し た こ と が 報 告 さ れ て い る






第 2節  研 究 動 機 と 研 究 目 的  
 
1． 研 究 動 機  
医 療 福 祉 現 場 に お け る 腰 痛 予 防 対 策 と し て ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ
シ ー は 対 象 者 と 看 護 ・ 介 護 職 双 方 の 安 全 を 守 る た め に も 重 要 で あ る 。
ボ デ ィ メ カ ニ ク ス の 活 用 と そ の 行 動 の み で は 腰 痛 の 予 防 は 難 し い 。援
助 者 の 腰 部 へ の 負 担 軽 減 の た め に 福 祉 用 具 を 積 極 的 に 活 用 す る 必 要
が あ る 。  
医 療 福 祉 現 場 の 看 護 師 や 介 護 士 の 高 い 腰 痛 有 訴 率 と 離 職 と の 関 連
を 考 慮 す る 時 、 腰 痛 予 防 対 策 は 喫 緊 の 課 題 で あ る 。看 護 ・ 介 護 職 の 身
体 的 な 不 調 や 心 理 的 な 不 安 は 、ケ ア の 質 を 低 下 さ せ 、対 象 者 の A D L を
低 下 さ せ る な ど 大 き な 影 響 を 与 え る 。援 助 者 が 腰 痛 を 恐 れ る こ と な く 、
援 助 を 安 全 に 提 供 す る こ と は 対 象 者 の 日 常 生 活 に 安 寧 を も た ら す こ
と を 可 能 に し 、 対 象 者 と 援 助 者 の Q O L の 改 善 を 図 る こ と に つ な が る
と 考 え る 。  
国 内 の 先 行 研 究 で は 、腰 痛 の リ ス ク 要 因 の 検 討 、教 育 や 福 祉 用 具 の
活 用 が 腰 痛 予 防 に 対 し て 一 定 の 効 果 を 示 し た 研 究 が あ っ た 。 し か し 、
動 作 要 因 と し て の 疲 労 と い っ た 身 体 的 な 負 担 を 身 体 活 動 量 と し て 検
討 し 、ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー の 導 入 効 果 を 検 証 し た も の は 少 な い 。
ま た 、ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー の 教 育 は 継 続 、実 践 、評 価 す る 必 要
が あ る が 、実 践 す る た め の 環 境 要 因 と し て 福 祉 用 具 の 整 備 、職 業 ス ト
レ ス や ス タ ッ フ 間 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 不 足 と い っ た 心 理・社 会 的 要
因 の 検 討 や そ の 評 価 方 法 は 十 分 に 解 明 さ れ て い な い 。国 内 に お け る ノ
ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー に 関 す る 研 究 は 極 め て 少 な く 、ノ ー リ フ テ ィ
ン グ ポ リ シ ー を 完 全 に 実 施 し て い る 施 設 に 関 す る 報 告 は 皆 無 で あ る 。 
海 外 で は 、ノ ー リ フ ト プ ロ グ ラ ム の 導 入 、未 導 入 施 設 間 で 看 護 師 の
経 験 と 態 度 を 比 較 し 、導 入 に よ る 体 力 消 耗 の 低 減 と 労 働 に 対 す る 安 寧
の 増 加 と 日 常 業 務 管 理 の 改 善 の 研 究 が み ら れ る 。そ こ で 、高 齢 者 施 設
に ノ ー リ フ ト ポ リ シ ー を 完 全 導 入 し て い る 希 少 な 施 設 を 対 象 に 、援 助
者 の 腰 痛 や 身 体 的 お よ び 心 理 的 負 担 へ の 影 響 を 検 証 す る 。こ れ に よ り 、
対 象 者 と 援 助 者 の 相 互 の 安 全 を 守 る 援 助 方 法 確 立 の 基 礎 資 料 と な る
と 考 え る 。  
ま た 、看 護 基 礎 教 育 課 程 に お い て リ フ ト や ト ラ ン ス フ ァ ー ボ ー ド な
ど 福 祉 用 具 の 使 用 方 法 に つ い て 指 導 は さ れ て い る 場 合 も あ る が 、ノ ー
リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー の 文 言 に つ い て 教 科 書 の 記 載 は な い 。移 乗 ・ 移
動 援 助 時 の 姿 勢 は ボ デ ィ メ カ ニ ク ス が 推 奨 さ れ て い る が 、腰 痛 予 防 の
実 証 的 な 内 容 は な い 。介 護 士 基 礎 教 育 に お い て も 同 様 の 傾 向 が み ら れ





2． 研 究 目 的  
看 護 ・ 介 護 に お け る 教 育 は 、基 礎 教 育 か ら 現 任 教 育 へ の 継 続 性 が 重
要 視 さ れ て い る 。し た が っ て 、看 護 職 ・ 介 護 職 を 目 指 す 者 に と っ て 基
礎 教 育 課 程 で 学 修 す る 内 容 は 、生 涯 に わ た っ て そ の 基 盤 と な る も の に
影 響 を 与 え る 。腰 痛 の 予 防 は 、自 身 の 健 康 と 安 全 を 守 り 、キ ャ リ ア を
継 続 す る 事 に 大 き な 影 響 を 及 ぼ す と 考 え る 。  
本 研 究 の 目 的 は ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー の 教 育 の 必 要 性 を 現 任
教 育 と 基 礎 教 育 の 両 側 面 か ら 解 明 す る こ と で あ る 。そ こ で 、 現 任 教 育
で は ノ ー リ フ ト ポ リ シ ー を 導 入 し て い る 高 齢 者 施 設 に お け る 腰 痛 予
防 の 効 果 、援 助 者 の 認 識 の 変 化 と 援 助 へ の 効 果 、対 象 者 の 変 化 な ど に
つ い て 明 ら か に す る 。看 護 基 礎 教 育 で は 、看 護 基 礎 教 育 に 携 わ る 教 員
に お け る ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー に 関 す る 認 識 と そ の 指 導 内 容 の
実 態 を 明 ら か に す る 。こ れ ら に よ り 、対 象 者 と 援 助 者 の 相 互 の 安 全 を
守 る 援 助 の 基 礎 資 料 と な る と 考 え る 。  
 こ れ ら の 課 題 を 明 ら か と す る た め に 、本 研 究 は 2 段 階 の 調 査 で 構 成
す る 。  
 第 1 研 究 で は ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー を 完 全 導 入 し て い る 高 齢 者
施 設 (介 護 老 人 保 健 施 設 )に お け る 介 護 士 と 未 導 入 で あ る 施 設 に 勤 務 す
る 介 護 士 に 対 し 、ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー に よ る 、腰 痛 な ど の 身 体
的・心 理 的 負 担 と 福 祉 用 具 の 使 用 に 関 す る 効 果 に つ い て 比 較 検 討 す る 。
こ れ に よ り 、現 任 教 育 に お け る ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー の 効 果 と そ
の 必 要 性 が 明 ら か と な る と 考 え る 。  
 第 2 研 究 で は 我 が 国 に 設 置 さ れ て い る 看 護 系 大 学 に 勤 務 す る 基 礎 看
護 学 、成 人 看 護 学 、老 年 看 護 学 、在 宅 看 護 論 の 教 員 を 対 象 に ノ ー リ フ
テ ィ ン グ ポ リ シ ー の 認 識 と 福 祉 用 具 の 使 用 方 法 、腰 痛 予 防 対 策 に 関 す
る 教 育 に つ い て 明 ら か に す る 。こ れ に よ り 、基 礎 看 護 教 育 課 程 に お け
る ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー 教 育 の 実 態 が 明 ら か と な り 、看 護 ・ 介 護
職 に お け る 腰 痛 予 防 対 策 を 推 進 す る た め の 課 題 が 抽 出 す る こ と が 可

















第 ２ 章  本 論  
 
第 1節  ：ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー 導 入 に よ る 介 護 老 人 保 健 施 設 に お
け る 介 護 士 の 身 体 的 ・ 心 理 的 影 響 の 検 討   
 
1.  研 究 目 的  
介 護 老 人 保 健 施 設 に ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー を 完 全 導 入 す る こ
と に よ る 介 護 士 の 腰 痛 予 防 に 関 す る 身 体 的・心 理 的 負 担 の 変 化 及 び 福
祉 用 具 を 使 用 し た 援 助 の 実 態 に つ い て 検 証 す る 。  
 
2 .  用 語 の 操 作 的 定 義  
1)ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー ( N o  L i f t i n g  P o l i c y )：手 を 使 っ て 患 者 を 持   
ち あ げ る 作 業 (重 さ )を 、可 能 な か ぎ り な く す 、も し く は 全 面 的 に 抑 え 、  
よ り 安 全 な 患 者 へ の ケ ア 提 供 を 規 定 す る も の 。こ の ポ リ シ ー に 従 い 、
「 押 さ な い ・ 引 か な い ・ 持 ち 上 げ な い ・ ね じ ら な い ・ 運 ば な い 」 を 基  
盤 に 人 力 の み で 移 乗・移 動 動 作 を 実 施 し な い こ と と す る 。ケ ア 提 供 す   
る 際 に 最 小 限 の 力 と 負 担 で 作 業 が で き る よ う に 、 患 者 の 移 動 ・ 移 送  
を 助 け る 福 祉 用 具 な ど の 使 用 を 奨 励 す る 。  
2)モ デ ル 施 設：ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー を 完 全 に 導 入 し て い る 高 齢  
者 施 設 と し た 。 そ の 内 容 は 介 護 士 全 員 が ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー  
研 修 を 受 講 し 、移 乗 や 移 動 、体 位 変 換 、入 浴 介 助 時 な ど に 移 乗・移 動   
援 助 機 器 を 使 用 し 、抱 え な い・持 ち 上 げ な い 援 助 を 提 供 す る こ と と す  
る 。  
3)腰 痛 ： 腰 部 の 痛 み だ け で は な く 、 臀 部 か ら 大 腿 後 面 ・ 外 側 面 さ ら  
に は 膝 関 節 を 越 え て 下 腿 の 内 側・外 側 か ら 足 背 部・足 底 部 に わ た る 痛  
み 、 し び れ 、 つ っ ぱ り 等 が 広 が る も の を 含 む (厚 生 労 働 省 、 腰 痛   
予 防 指 針 に よ る )。  
4)ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー 研 修 会 ： 日 本 ノ ー リ フ ト ®協 会 の 主 催 す   
る 研 修 会 を 受 講 し 、 イ ン ス ト ラ ク タ ー の 資 格 を 得 た 職 員 が 施 設 職 員  
に 対 し て 、 ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー の 概 念 と 福 祉 用 具 の 使 用 方 法  
と そ の 実 践 に つ い て 講 義 と 実 技 で 構 成 さ れ た 研 修 を 行 う こ と を い う 。
実 施 回 数  
に よ り 、初 級 を 5 回 、中 級 は さ ら に 5 回 を 追 加 し た 計 1 0 回 で 実 施 す  
る も の 。  
5)福 祉 用 具 ： 腰 痛 予 防 に 有 用 な 用 具 は 、ス ラ イ デ ィ ン グ シ ー ト 、ス ラ     
イ デ ィ ン グ ボ ー ド 、リ フ ト 、 ス タ ン デ ィ ン グ マ シ ー ン と し 、 リ フ ト   
は 移 動 式 リ フ ト 、 設 置 式 リ フ ト 、 レ ー ル 走 行 式 リ フ ト な ど と す る  






3． 研 究 方 法  
1)研 究 対 象 者 の 選 出  
(1)選 定 基 準  
対 象 施 設 は 介 護 老 人 保 健 施 設 (以 下 老 健 施 設 と す る )と し 、 対 象 者 は
介 護 士 (常 勤 者 )と し た 。 介 入 群 は モ デ ル 施 設 に お い て ノ ー リ フ テ ィ ン
グ ポ リ シ ー 研 修 会 の 受 講 終 了 ま た は 継 続 中 の 介 護 士 と し た 。対 照 群 は
モ デ ル 施 設 と 同 等 の 施 設 仕 様 の 老 健 施 設 と し 、福 祉 用 具 の 導 入 は 一 部
さ れ て い る が 、ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー 研 修 会 が 未 実 施 で あ る 施 設
と し た 。除 外 基 準 は 筋 骨 格 系 の 疾 患 を 有 す る 者 と し た 。ま た 、外 傷 の
あ る 者 、 退 職 お よ び 異 動 と な っ た も の は 除 外 し た 。  
 
(2)選 出 方 法  
対 象 施 設 の 介 入 群 は 日 本 ノ ー リ フ ト 協 会 の ホ ー ム ペ ー ジ に 記 載 さ
れ て い た 近 畿 圏 に 所 在 す る 会 員 施 設 に 研 究 協 力 を 求 め 、 同 意 を 得 た 。
こ の 施 設 は 以 前 よ り 福 祉 用 具 を 導 入 し 、ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー を
考 慮 し た 援 助 を 実 施 す る た め に 、 看 護 師 、 介 護 士 、 理 学 療 法 士 、 作 業
療 法 士 な ど の 施 設 ス タ ッ フ に 向 け た 研 修 会 を 継 続 実 施 し て い た 。対 照
群 の 施 設 は 、同 じ 法 人 内 の 施 設 で あ る が 、ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー
研 修 会 が 未 実 施 で あ っ た 施 設 と し た 。対 象 者 は 施 設 管 理 者 の 紹 介 を 受
け た 介 護 士 で 、 研 究 内 容 を 説 明 し 同 意 を 得 る こ と が 出 来 た 者 と し た 。 
対 象 者 数 は 事 前 に G ＊ p o w e r 3 ( H e i n r i c h － H e i n e － U n i v e r s i t y, f r e e  
s o f t w a r e )を 用 い て 、有 意 水 準 α ＝ 0 . 0 5、検 出 力 8 0％ 、効 果 量 は 中 程 度
と し 、検 出 力 分 析 を 行 っ た 。本 研 究 で の 差 の 検 定 を 行 う に あ た り 、必
要 標 本 数 は 3 4 例 以 上 と 算 出 さ れ 、 対 象 者 数 は 基 準 を 上 回 っ て い た こ
と を 確 認 し た (対 馬 2 0 1 3 )。  
 
2)研 究 期 間  
2 0 1 8 年 11 月 ～ 2 0 2 0 年 7 月 と し た 。  
 
3)方 法  
介 入 群 な ら び に 対 照 群 の 2 群 に 対 し 、研 究 開 始 直 後 お よ び 開 始 後 1 0
～ 1 2 か 月 後 の 計 2 回 に 以 下 の 調 査 を 実 施 し た 。 1 0 ヶ 月 後 の 実 施 は 腰
痛 症 状 の 変 化 や 援 助 方 法 の 継 続 を 経 時 的 に 明 ら か に す る た め で あ る 。
調 査 プ ロ ト コ ル は 図 1 に 示 し た 。  
 
(1)対 象 施 設 お よ び 対 象 者 の 基 礎 情 報  
基 礎 情 報 は 質 問 紙 調 査 で 行 っ た 。施 設 の 場 合 は 入 所 者 数 、平 均 要 介




対 象 者 の 属 性 は 性 別 、 年 齢 、 通 算 経 験 年 数 、現 勤 務 施 設 で の 勤 務 年
数 、 研 修 の 受 講 回 数 、 腰 痛 の 有 無 、 腰 痛 へ の 対 応 と し た 。  
(2)  身 体 的 負 担 に つ い て  
身 体 的 負 担 は 勤 務 時 間 中 の 身 体 活 動 量 と 援 助 項 目 、自 覚 症 調 べ を 記
録 し た 。 身 体 的 負 担 は 身 体 活 動 量 (平 均 消 費 カ ロ リ ー K c a l )と 平 均 歩 数
と し 、 3 軸 加 速 度 セ ン サ ー (ア ク チ グ ラ フ G T 3 - X )を 腰 部 の ベ ル ト に 装
着 し 測 定 し た 。ア ク チ グ ラ フ G T 3 - X は そ の 信 頼 性 の 高 さ か ら ，米 国 の
健 康 に 関 す る 代 表 的 な 調 査 機 関 で あ る N a t i o n a l  H e a l t h  a n d  N u t r i t i o n  
E x a m i n a t i o n  S u r v e y  (以 下 : N H A N E S ) に お い て 身 体 活 動 の 評 価 に 用 い
ら れ て い る (後 藤 ら 2 0 1 6 )。身 体 活 動 量 の ア ル ゴ リ ズ ム は F r e e d s o n  V M 3  
C o m b i n a t i o n  2 0 1 3 を 用 い 、 計 測 さ れ た 値 を 体 重 で 除 し 体 重 に よ る バ リ
ア ン ス を 取 り 除 い た 。  
自 覚 症 し ら べ は 産 業 疲 労 研 究 会 が 作 成 し 、作 業 に 伴 う 疲 労 状 況 の 経
時 的 変 化 を と ら え る こ と を 目 的 と し た 調 査 票 を 用 い た 。調 査 は 勤 務 開
始 時 、 昼 休 み な ど の 休 憩 時 、 勤 務 終 了 時 と し た 。 Ⅰ ～ Ⅴ 群 で 評 価 し 、
Ⅰ 群 は ね む け 感 (ね む い 、 や る 気 が と ぼ し い 、 全 身 が だ る い )、 Ⅱ 群 は
不 安 定 感 (不 安 な 感 じ が す る 、い ら い ら す る 、考 え が ま と ま り に く い )、
Ⅲ 群 は 不 快 感 (頭 が い た い 、 気 分 が わ る い 、 め ま い が す る )、 Ⅳ 群 は だ
る さ 感 (腰 が い た い 、足 が だ る い 、肩 が こ る )、Ⅴ 群 は ぼ や け 感 (目 が つ
か れ る 、目 が か わ く 、も の が ぼ や け る )を 得 点 化 し た (酒 井 2 0 0 2 ,日 本 産
業 衛 生 学 会 2 0 0 8 )。  
測 定 期 間 は 日 勤 帯 3 日 間 の 勤 務 時 間 で あ る 8 時 間 3 0 分 (勤 務 時 間 を
含 む )と し た 。 な お 、 日 勤 帯 勤 務 は 3 種 類 (標 準 9 時 ～ 1 7 時 3 0 分 、 早
出 7 時 3 0 分 ～ 1 6 時 、 遅 出 1 0 時 3 0 分 ～ 2 0 時 )が あ り 、 種 類 に よ る 援
助 内 容 に 違 い が あ る こ と か ら 3 日 間 設 定 し た 。夜 勤 帯 は 勤 務 内 容 が 一
定 で あ る こ と か ら 1 日 1 6 時 間 3 0 分 (休 憩 時 間 を 含 む )と し た 。 身 体 活
動 量 (消 費 カ ロ リ ー K c a l )と 平 均 歩 数 は 、 日 勤 帯 が 3 日 間 の 平 均 値 、 夜
勤 帯 は １ 日 間 の 実 測 値 と し た 。  
福 祉 用 具 を 使 用 す る 援 助 の 種 類 は 体 位 変 換 、移 乗 移 動 、排 泄 介 助 (ト
イ レ 移 送 含 む )、入 浴 介 助 、ポ ジ シ ョ ニ ン グ を 対 象 と し た 。そ れ ぞ れ の
使 用 回 数 を 勤 務 帯 ご と に 記 録 し た 。  
福 祉 用 具 の 使 用 回 数 は 、床 走 行 用 リ フ ト お よ び 浴 室 リ フ ト 、ス ラ イ
デ ィ ン グ シ ー ト (体 位 変 換 用 の 滑 り の 良 い シ ー ト )、 ス ラ イ デ ィ ン グ ボ
ー ド (移 乗 援 助 用 の 滑 り や す い ボ ー ド )、ス タ ン デ ィ ン グ リ フ ト (立 ち 上
が り 補 助 装 置 )、 除 圧 用 グ ロ ー ブ (体 位 変 換 や 除 圧 の た め に 滑 り や す い
素 材 を 使 用 し て い る )の 使 用 回 数 と し た 。  
  
(3)心 理 的 負 担 に つ い て  
心 理 的 負 担 は 以 下 の 4 種 類 の 尺 度 を 使 用 し た 。  




D i s a b i l i t y  Q u e s t i o n n a i r e 腰 痛 に よ る 日 常 生 活 へ の 障 害 度 の 測 定 日 本 語
版 (以 下 R D Q )、腰 痛 に よ る 回 避 思 考 は 日 本 語 版 F e a r - Av o i d a n c e  B e l i e f s  
Q u e s t i o n n a i r e 腰 痛 FA B Q - J (以 下 FA B Q - J )の う ち 身 体 的 要 因 に つ い て の
5 項 目 (松 平 2 0 11 )、 包 括 的 な 生 活 の Q O L の 測 定 尺 度 は S F - 3 6 ® ( M O S  
S h o r t - F o r m  3 6 - I t e m  H e a l t h  S u r v e y ) (鈴 鴨 2 0 0 2 )の 項 目 に つ い て 自 記 式 ア
ン ケ ー ト 調 査 を 実 施 し た 。  
職 業 ス ト レ ス 簡 易 調 査 表 は 、腰 痛 の 発 生 率 が ス ト レ ス と 関 連 し 、仕
事 へ の 満 足 感 が 低 い 、職 場 で の 対 人 ト ラ ブ ル 、ス ト レ ス の 高 い 職 場 は
ス ト レ ス が 大 き い と さ れ る こ と か ら 用 い た (下 光 2 0 0 5 ,平 井 2 0 1 6 ,加 藤
2 0 0 0 ,中 央 労 働 災 害 防 止 協 会 2 0 1 4 )。 こ の 調 査 票 は N I O S H の 職 業 性 ス
ト レ ス モ デ ル を 参 考 に 尺 度 の 検 討 が 行 わ れ た 。構 成 は 3 つ の 上 位 概 念
「 仕 事 の ス ト レ ス 要 囚 」、「 ス ト レ ス 反 応 」、「 修 飾 要 因 」で あ る 。「 仕 事
の ス ト レ ス 要 因 」の 下 位 尺 度 は 9 尺 度「 心 理 的 な 仕 事 の 量 的 負 担 」「 心
理 的 な 仕 事 の 質 的 負 担 」「 身 体 的 負 担 」「 対 人 関 係 」「 職 場 環 境 (騒 音 、
照 明 、 温 度 、 換 気 )」「 コ ン ト ロ ー ル 」「 技 術 の 活 用 」「 仕 事 の 適 性 度 」
「 働 き が い 」で あ り 、「 ス ト レ ス 反 応 」の 下 位 尺 度 は 6 尺 度「 活 気 」「 イ
ラ イ ラ 感 」「 疲 労 感 」「 不 安 感 」「 抑 う つ 感 」「 身 体 愁 訴 」で あ る 。「 修 飾
要 因 」の 下 位 尺 度 は「 上 司 か ら の サ ポ ー ト 」「 同 僚 か ら の サ ポ ー ト 」「 配
偶 者・家 族・友 人 か ら の サ ポ ー ト 」「 仕 事 あ る い は 家 庭 生 活 に 対 す る 満
足 度 」の 4 尺 度 か ら  構 成 さ れ る 。主 に 個 人 レ ベ ル の ス ト レ ス を 、簡 便
に 評 価 で き 、研 究 目 的 で 使 用 す る 際 に 推 奨 さ れ て い る 素 点 換 算 法 を 用
い 、 調 査 票 全 5 7 項 目 に 対 す る 回 答 か ら 、 各 尺 度 に 該 当 す る 項 目 の 点
数 を 算 出 し た 。「 仕 事 の ス ト レ ス 要 因 」の 下 位 尺 度「 コ ン ト ロ ー ル 」「 仕
事 の 適 性 度 」「 技 術 の 活 用 」「 働 き が い 」 と 「 心 理 的 ス ト レ ス 反 応 」 の
「 活 気 」  以 外 の「 心 理 的・身 体 的 ス ト レ ス 反 応 」の 下 位 尺 度 は 、得 点
が 低 い ほ ど ス ト レ ス コ ン ト ロ ー ル が 良 い こ と を 示 す 。  
腰 痛 症 状 を 捉 え る た め に R D Q を 使 用 し た 。 腰 痛 に よ る 日 常 生 活 の
障 害 を 患 者 自 身 が 評 価 す る 尺 度 で あ り 、 腰 痛 の た め に 、「 立 つ 」、「 歩
く 」、「 座 る 」、「 服 を 着 る 」、「 仕 事 を す る 」 な ど の 日 常 の 生 活 行 動 が 障
害 さ れ る か 否 か を 、「 は い 」、「 い い え 」 で 尋 ね る 2 4 の 項 目 か ら な る 。
0～ 2 4 点 の 範 囲 で 得 点 化 さ れ 、 高 得 点 ほ ど 日 常 生 活 の 障 害 の 度 合 い が
高 い こ と を 示 す 。  
腰 痛 へ の 恐 怖 を 回 避 す る 思 考 を 測 定 す る 尺 度 と さ れ る FA B Q - J (日 本
語 版  FA B Q  )は 身 体 の 動 作 (前 か が み に な る 、 持 ち あ げ る な ど )が 腰 痛
に 影 響 を 与 え る と 思 う か 否 か を 問 う 質 問 紙 で あ り 、腰 痛 症 の 痛 み に 対
す る 不 安 や 恐 怖 に つ い て 評 価 す る た め の ツ ー ル と し て 開 発 さ れ た 。先
行 研 究 に お い て も 予 測 妥 当 性 が 高 い こ と が 報 告 さ れ て い る 。身 体 的 要
因 の 5 項 目 を 用 い 、 1 5 点 が カ ッ ト オ フ ポ イ ン ト さ れ 、 1 5 点 以 上 は 腰
痛 に 恐 怖 感 を 持 つ こ と を 示 す 。  




あ る 。特 定 の 疾 患 や 症 状 な ど に 特 有 な 健 康 状 態 で は な く 、包 括 的 な 健
康 概 念 を 8 つ の 領 域「 身 体 機 能 」、「 日 常 生 活 役 割 (身 体 )」、「 体 の 痛 み 」、
「 全 体 的 健 康 感 」、「 活 力 」、「 社 会 生 活 機 能 」、「 日 常 生 活 役 割 (精 神 )」、
「 心 の 健 康 」に よ っ て 測 定 す る よ う 組 み 立 て ら れ て い る 。な お 、S F 3 6 ®
は 使 用 許 諾 申 請 し 、 許 可 を 得 た 上 で 使 用 し た 。  
 
(4)ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー に 関 す る イ ン タ ビ ュ ー 調 査  
ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー 導 入 前 後 に お け る 福 祉 用 具 や そ の 使 用
方 法 、自 身 の 腰 痛 な ど の 身 体 的 な 変 化 お よ び 対 象 者 の 変 化 に つ い て 明
ら か に す る た め に イ ン タ ビ ュ ー 調 査 に よ る 質 的 デ ー タ を 収 集 し た 。  
1 0 ヶ 月 後 の 調 査 終 了 後 に 、 介 入 群 と 対 照 群 別 に 対 象 者 を 2～ 3 名 の グ
ル ー プ に 分 け 、イ ン タ ビ ュ ー ガ イ ド (福 祉 用 具 を 導 入 す る 前 の 認 識 、導
入 後 の 効 果 、導 入 の 困 難 さ 、自 身 の 身 体 的 ・ 心 理 的 変 化 と 対 象 者 の 変
化 、ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー の 推 進 に 必 要 な 要 因 な ど )に 基 づ き 、半
構 成 的 イ ン タ ビ ュ ー を 実 施 し た 。イ ン タ ビ ュ ー 内 容 は 許 可 を 得 た う え
で I C レ コ ー ダ ー に 録 音 し た 。 録 音 し た 内 容 は 逐 語 録 と し た 。  
 
4)分 析  
 対 象 施 設 の 基 礎 情 報 と 対 象 者 の 基 礎 情 報 は 記 述 統 計 と し た 。 比 較
群 、 対 照 群 の 前 後 計 2 回 の 性 別 、 取 得 資 格 、 腰 痛 、 腰 痛 対 策 の 有 無
な ど は P e a r s o n  c h i - s q u a r e d  t e s t と し た 。 年 齢 、 勤 務 経 験 年 数 、 研 修 回
数 に 関 し て S h a p i r o - Wi l k  t e s t に て 正 規 分 布 を 確 認 し 、 S t u d e n t  t - t e s t  
と し た 。  
2 群 の 調 査 開 始 時 （ 1 回 目 ） と 1 0 ヶ 月 後 （ 2 回 目 ） の 比 較 お よ び
各 群 の 前 後 比 較 に つ い て 、日 勤 帯・夜 勤 帯 の 福 祉 用 具 の 平 均 使 用 回
数 と 各 援 助 の 平 均 回 数 、身 体 活 動 量 (消 費 カ ロ リ ー K c a l )と 平 均 歩 数 、
自 覚 症 し ら べ 得 点 、職 業 性 ス ト レ ス 調 査 結 果 得 点 、R D Q 得 点 、FA B Q
得 点 、S F - 3 6 ®得 点 に つ い て は S h a p i r o - Wi l k  t e s t に て 正 規 分 布 を 確 認
し 、正 規 分 布 が 確 認 さ れ た 場 合 は S t u d e n t  t - t e s t で 検 討 し 、正 規 性 が
無 か っ た 場 合 は M a n n - W h i t n e y  U  t e s t を 用 い た 。  
腰 痛 に よ る 日 常 生 活 へ の 障 害 度 を 示 す R D Q を 従 属 変 数 と し 、 代 謝
者 の 基 本 情 報 、 身 体 活 動 量 、 ス ト レ ス 、 Q O L、 を 独 立 変 数 と し 多 変 量
解 析 を 実 施 し た 。福 祉 用 具 の 使 用 と 援 助 回 数 、お よ び 身 体 活 動 量 に つ
い て S p e a r m a n ' s  r a n k  c o r r e l a t i o n  c o e f f i c i e n t と し た 。R D Q を 従 属 変 数 と
し 、年 齢 、性 別 、経 験 年 数 を 共 変 量 と し 、身 体 活 動 量 、ス ト レ ス 、Q O L
を 独 立 変 数 と し た 重 回 帰 分 析 し た 。い ず れ も 有 意 水 準 は 0 . 0 5％ と し た 。
統 計 ソ フ ト は S P S S  v e r. 2 6  f o r  w i n d o w s を 用 い た 。 介 入 群 と 対 照 群 の 前
後 比 較 に つ い て 、対 応 の あ る 検 定 を 使 用 し な か っ た 理 由 は 脱 落 ケ ー ス
が あ っ た が サ ン プ ル 数 を 可 能 な 限 り 維 持 す る こ と と 検 定 を よ り 厳 密




イ ン タ ビ ュ ー 内 容 は I C レ コ ー ダ ー に 録 音 し 、 録 音 の 内 容 す べ て を
逐 語 録 と し た 。逐 語 録 を 繰 り 返 し 読 み 、そ の 内 容 を 意 味 の あ る コ ー ド
と し た 。こ れ ら コ ー ド を 質 的 に 分 析 し 、内 容 の 共 通 性 と 相 違 性 を 検 討
し た 上 で カ テ ゴ リ ー 化 し た 。カ テ ゴ リ ー 化 の 際 に は 研 究 者 2 名 以 上 で
そ の 内 容 を 確 認 し 信 頼 性 の 確 保 に 努 め た 。  
 
5)倫 理 的 配 慮  
筆 者 の 所 属 す る 森 ノ 宮 医 療 大 学 研 究 支 援 セ ン タ ー 研 究 倫 理 審 査 部
会 に 以 下 の 内 容 を 申 請 し 、承 認 が 得 ら れ た う え で 、本 研 究 を 実 施 し た
（ 承 認 番 号 2 0 1 8 - 0 8 1）。  
自 由 意 思 に よ る 研 究 協 力 へ の 承 諾 を 得 る た め に 研 究 協 力 対 象 施 設
の 長 に 対 し て 研 究 概 要 を 口 頭 と 文 書 に て 説 明 し 、文 書 に て 承 諾 を 得 た 。
施 設 の 長 か ら 研 究 に 協 力 可 能 な 研 究 対 象 候 補 者 (介 護 士 )の 現 場 リ ー ダ
ー を 紹 介 し て も ら い 、本 研 究 の 目 的 と 方 法 等 を 明 示 し た 文 書 に て 研 究
概 要 に つ い て 十 分 な 説 明 を 行 い 、承 諾 を 得 た 。現 場 リ ー ダ ー に 研 究 対
象 介 護 士 へ の 研 究 内 容 の 説 明 を 依 頼 し た 。文 書 に は 自 由 意 思 に よ っ て
同 意 が な さ れ た 場 合 、協 力 が 得 ら れ な い 場 合 も な ん ら の 不 利 益 を 被 る
こ と は な い こ と 、研 究 参 加 へ の 途 中 辞 退 を 認 め る こ と を 明 示 し た 。研
究 参 加 中 も 疑 問 な ど に 適 宜 回 答 で き る よ う に 努 め た 。  
自 由 意 思 に よ っ て 同 意 さ れ た 場 合 、文 書 を 持 っ て 同 意 の 確 認 を 得 た 。 
な お 、研 究 参 加 は 自 由 意 思 に 基 づ き 、不 参 加 や 途 中 で の 辞 退 、撤 回 に
よ り 業 務 上 の 不 利 益 を 被 る こ と は な い こ と を 確 約 し た 。研 究 協 力 に あ
た り 、匿 名 性 を 確 保 す る こ と 、研 究 で 得 ら れ た デ ー タ は 厳 重 に 管 理 し 、
研 究 終 了 後 に 確 実 な 破 棄 を す る こ と 、ま た 本 研 究 以 外 の 目 的 で 使 用 す
る こ と は な い こ と を 確 約 し た 。デ ー タ の 管 理 に つ い て は 研 究 代 表 者 が
責 任 を 持 っ て 行 い 、 鍵 の か か る 場 所 に 厳 重 に 管 理 し た 。  
研 究 成 果 は 研 究 協 力 施 設 名 と 研 究 参 加 者 名 な ど が 特 定 さ れ な い よ  
う に 匿 名 性 を 高 め る 配 慮 を し 、研 究 成 果 を 当 該 領 域 の 学 術 学 会 な ど で
発 表 す る 等 の 同 意 を 得 た 。 利 益 相 反 は な い 。  
 
4． 結 果  
 
1） 対 象 施 設 の 基 礎 情 報  
対 象 施 設 の 基 礎 情 報 は 表 1 に 示 し た 。対 象 施 設 は 介 護 老 人 保 健 施 設
の 2 施 設 で 、 形 態 は ど ち ら も 従 来 型 (多 床 室 と 個 室 が 混 在 し て い る )、
収 容 人 数 は 介 入 群 が 1 0 0 名 、 対 照 群 が 1 4 8 名 (シ ョ ー ト ス テ イ を 含 む )
で あ っ た 。両 施 設 の 要 介 護 度 は 介 入 群 が 3 . 1 9、対 照 群 3 . 2 2 と ほ ぼ 同 様
で あ っ た 。 所 有 し て い る 福 祉 用 具 は 、 介 入 群 は 浴 室 用 リ フ ト が 5 台 、
床 走 行 用 リ フ ト は 2 台 、ス タ ン デ ィ ン グ リ フ ト が 7 台 を 各 居 室 階 に 設




ス タ ン デ ィ ン グ リ フ ト は 2 台 の 設 置 で あ っ た 。  
な お 第 1 調 査 終 了 後 、対 照 群 で は ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー の 研 修
会 が 開 始 さ れ 、 約 3 か 月 実 施 さ れ た 。  
 
2） 対 象 者 の 基 礎 情 報  
調 査 期 間 に お け る 対 象 者 の 増 減 に つ い て 図 2 に 示 し た 。  
1 回 目 は 介 入 群 が 2 2 名 、対 照 群 が 2 0 名 で あ っ た 。 1 0 か 月 後 の 2 回
目 は 介 入 群 が 1 9 名 、法 人 内 の 異 動 た め 3 名 減 少 し た 。対 照 群 は 1 7 名
で 、3 名 中 1 名 が 法 人 内 の 異 動 、1 名 が 腰 痛 以 外 の 外 傷 、1 名 は 日 勤 専
従 へ 変 更 し 、 夜 勤 帯 の デ ー タ 収 集 が 不 可 能 と な っ た た め で あ っ た 。  
対 象 者 の 基 礎 情 報 は 表 2 に 示 し た 。 平 均 年 齢 は 介 入 群 の 方 が 高 く 、
現 勤 務 年 数 や 現 施 設 で の 経 験 年 数 に 有 意 差 は な か っ た 。平 均 研 修 回 数
は 介 入 群 が 1 回 目 で 8 . 5 ± 2 . 8 回 、 対 照 群 が 0 . 5 ± 1 . 5 回 ( P＝ . 0 0 0 )で あ っ
た 。  
性 別 は 1 回 目 が 介 入 群 で 女 性 が 1 3 名 ( 5 9 . 1％ )、介 入 群 で は 男 性 が 1 5
名 ( 7 5 . 0 % )  ( P＝ . 0 4 7 )。取 得 資 格 の 種 類 は 、1 回 目 は 介 護 福 祉 士 が 介 入 群
1 4 名 、 対 照 群 1 0 名 、 実 務 者 研 修 は 介 入 群 7 名 、 対 照 群 7 名 、 初 任 者
研 修 が 介 入 群 1 名 、 対 照 群 3 名 で 有 意 差 は な か っ た 。  
腰 痛 の 有 無 に つ い て 調 査 開 始 時 と 終 了 時 比 較 は 、介 入 群 が「 あ る 」、
「 時 々 あ る 」の 合 計 が 1 3 名 か ら 1 4 名 と 微 増 で あ っ た 。 一 方 、対 照 群
は「 あ る 」、「 時 々 あ る 」を 併 せ て 7 名 減 少 し 、「 以 前 は あ っ た が 今 は な
い 」「 な い 」併 せ て 4 名 増 で あ っ た 。し た が っ て 、腰 痛 有 訴 者 は 介 入 群
が 変 化 な く 、 対 照 群 は 減 少 し て い た 。  
腰 痛 対 策 は 前 後 の 比 較 で 、「 ベ ル ト を し て い る 」が 介 入 群 、対 照 群 と
も 変 化 な く 、「 痛 み 止 め を 飲 む 」 が 介 入 群 は 1 名 増 加 、 対 照 群 が 1 名
減 少 、「 体 操 を し て い る 」が 介 入 群 は 変 化 な し 、対 照 群 は 1 名 増 で あ っ
た 。 そ の 他 で は 「 湿 布 を し て い る 」 や 「 姿 勢 に 気 を 付 け る 」 な ど が あ
っ た 。  
 
3） 介 入 群 と 対 照 群 の 前 後 比 較  
( 1 )介 入 群 の 前 後 比 較  
介 入 群 は 調 査 開 始 以 前 か ら ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー 研 修 会 が 開
始 さ れ 、実 践 を 継 続 し て い る 。以 下 、1 回 目 を 調 査 開 始 時 、2 回 目 を 1 0
ヶ 月 後 と 示 し た 。  
各 勤 務 帯 に つ い て 表 3 に 示 す 。自 覚 症 し ら べ は 図 3 に 示 す 。カ ッ コ
内 は (中 央 値 :四 分 位 範 囲 ） を 示 す 。  
日 勤 帯 で は 消 費 カ ロ リ ー が 1 回 目 ( 6 . 5 : 5 . 3 - 8 . 2 )  k c a l、 2 回 目 ( 7 . 4 : 5 . 3 -
9 . 9 )  k c a l  ( P ＝ . 1 0 4 ) 、 平 均 歩 数 は 1 回 目 ( 8 4 7 0 : 7 5 3 4 - 9 9 3 4 ) 歩 、 2 回 目
( 9 4 5 6 : 7 6 0 2 - 1 0 8 5 8 )歩  ( P＝ . 1 2 3 )で あ っ た 。 援 助 回 数 は 体 位 変 換 と ポ ジ




有 意 差 は な か っ た 。福 祉 用 具 の 使 用 回 数 は 、リ フ ト 、ス ラ イ デ ィ ン グ
ボ ー ド が 増 加 、ス タ ン デ ィ ン グ リ フ ト は 有 意 に 減 少 し た 。自 覚 症 し ら
べ は 腰 痛 の 自 覚 を 示 す「 だ る さ 感 」が 2 回 目 は 平 均 得 点 が 減 少 し て い
た が 有 意 差 は な か っ た 。  
夜 勤 帯 の 消 費 カ ロ リ ー は 1 回 目 が ( 1 0 : 8 - 1 5 ) k c a l、 2 回 目 は ( 11 . 9 : 9 . 2 -
1 8 . 4 )  ( P＝ . 2 9 6 )、平 均 歩 数 は 1 回 目 が ( 1 6 4 5 4 : 1 4 2 9 7 - 2 0 9 5 4 )歩 、2 回 目 は
( 1 8 6 8 2 : 1 6 2 5 3 - 2 1 3 4 1 )歩 ( P＝ . 4 1 8 )で あ っ た 。援 助 回 数 は 体 位 変 換 と ポ ジ
シ ョ ニ ン グ は 減 少 し 、車 椅 子 移 乗 、排 泄 介 助 、入 浴 介 助 が 増 加 し た が
有 意 差 は な か っ た 。福 祉 用 具 の 使 用 回 数 は 、リ フ ト 、グ ロ ー ブ が 増 加
し 、ス ラ イ デ ィ ン グ シ ー ト 、ス タ ン デ ィ ン グ リ フ ト が わ ず か に 減 少 し
た 。 自 覚 症 し ら べ は 「 ね む け 感 」 が 勤 務 前 で 1 回 目 が ( 2 . 0 : 1 . 5 - 2 . 2 )、 2
回 目 は ( 1 . 0 : 1 . 0 - 1 . 4 ) ( P = . 0 0 0 )、休 憩 時 で 1 回 目 が ( 1 . 6 : 1 . 0 - 1 . 8 )、2 回 目 は
( 8 . 0 :  1 . 0 - 1 . 6 ) ( P = . 0 0 0 )で あ っ た 。介 入 群 は 調 査 前 後 で 身 体 活 動 量 と 援 助
回 数 、 福 祉 用 具 の 使 用 回 数 に 大 き な 変 化 は 認 め な か っ た 。  
職 業 性 ス ト レ ス テ ス ト と S F 3 6 ®、 R D Q、 FA B Q - J は 表 4 に 示 し た 。
ス ト レ ス 要 因 の 「 職 場 の 対 人 関 係 で の ス ト レ ス 」 で 1 回 目 は ( 5 : 4 - 7 )、
2 回 目 ( 7 : 5 - 8 ) ( P＝ . 0 0 0 )、「 職 場 環 境 に よ る ス ト レ ス 」 は 1 回 目 が ( 2 : 1 -
2 )、 2 回 目 は ( 3 : 3 - 3 ) ( P＝ . 0 0 0 )、「 仕 事 の コ ン ト ロ ー ル 度 」 で 1 回 目 は
( 7 : 6 - 8 )、 2 回 目 が ( 6 : 5 - 7 )  ( P＝ . 0 0 3 )、「 技 能 の 活 用 度 」 は 1 回 目 が ( 3 : 3 -
3 )、 2 回 目 は ( 2 : 2 - 3 )  ( P＝ . 0 0 0 )だ っ た 。 ス ト レ ス 反 応 に は 変 化 が な か っ
た 。ス ト レ ス 反 応 の 影 響 因 子 は「 上 司 の サ ポ ー ト 」が 1 回 目 は ( 7 : 5 - 8 )、
2 回 目 が ( 9 : 7 - 1 0 )  ( P＝ . 0 0 0 )、「 友 人・家 族 の サ ポ ー ト 」で 1 回 目 は ( 9 . 5 : 7 -
1 2 )、 2 回 目 が 1 ( 11 : 9 - 1 2） ( P＝ . 0 2 8 )で あ っ た 。   
S F 3 6 ®で は 「 体 の 痛 み 」 は 1 回 目 が ( 4 3 . 8 : 3 8 . 8 - 4 8 . 4 )、 2 回 目 で
( 4 8 . 4 : 3 9 . 3 - 5 3 . 8 )  ( P＝ . 0 4 4 )、「 活 力 」 が 1 回 目 は ( 4 6 . 8 : 4 3 . 8 - 4 9 . 8 )  、 2
回 目 が ( 4 6 . 8 : 4 3 . 8 - 5 2 . 9 )  ( P＝ . 0 2 1 )で あ っ た 。 R D Q は 変 化 な く 、 FA B Q - J
は 1 回 目 が ( 1 6 : 11 - 1 9 )  、 2 回 目 は ( 1 2 : 1 0 - 1 5 )  ( P＝ . 0 0 0 )だ っ た 。 し た が
っ て 、 ス ト レ ス 要 因 は 増 加 し て い た が 、 ス ト レ ス 反 応 に は 変 化 が な
く 、 腰 痛 症 状 と 腰 痛 に 対 す る 恐 怖 感 は 軽 減 さ れ て い た 。  
 
（ 2） 対 照 群 の 前 後 比 較  
対 照 群 は 1 回 目 の 調 査 終 了 後 に 、対 象 者 に 対 し て 介 入 群 と 同 様 の 内
容 に 基 づ い た ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー 研 修 会 が 開 始 さ れ 、実 践 が 始
ま っ た 。  
各 勤 務 帯 に つ い て 表 5 に 、自 覚 症 し ら べ は 図 4 に 示 し た 。カ ッ コ 内
は (中 央 値 :四 分 位 範 囲 ） を 示 す 。  
日 勤 帯 の 消 費 カ ロ リ ー が 1 回 目 ( 5 . 0 : 3 . 6 - 6 . 8 )  k c a l、2 回 目 ( 6 . 2 : 4 . 5 - 8 . 4 )  
k c a l  ( P＝ . 0 3 7 )で 、平 均 歩 数 は 有 意 差 が 無 か っ た 。援 助 回 数 は 体 位 変 換
が 減 少 、入 浴 介 助 は 2 回 目 が 増 加 し た 。福 祉 用 具 の 使 用 回 数 は 、リ フ




1 回 目 ( 0 . 1 : 0 - 0 )、2 回 目 ( 0 : 0 - 0 ) ( P＝ . 0 0 5 )で あ っ た 。ス ラ イ デ ィ ン グ ボ ー
ド は 1 回 目 ( 1 : 0 - 4 )、 2 回 目 ( 0 : 0 - 3 ) ( P＝ . 0 4 2 )、 ス タ ン デ ィ ン グ リ フ ト な
ど は 減 少 し た 。 自 覚 症 し ら べ は 前 後 で 変 化 を 認 め な か っ た 。  
 夜 勤 帯 は 消 費 カ ロ リ ー 、平 均 歩 数 に 有 意 差 は な か っ た 。援 助 回 数 は
体 位 変 換 、車 椅 子 移 乗 、排 泄 介 助 は 減 少 、ポ ジ シ ョ ニ ン グ が 増 え た が
有 意 差 は な か っ た 。 福 祉 用 具 の 使 用 回 数 は リ フ ト が 1 回 目 ( 2 : 0 - 2 )  、 2
回 目 ( 4 : 3 - 6 ) ( P＝ . 0 0 0 )、ス ラ イ デ ィ ン グ リ フ ト が 1 回 目 の 平 均 回 数 は 0 . 3
回 ( 0 : 0 - 0 )、 2 回 目 の 平 均 回 数 が 0 . 1 回 ( 0 : 0 - 0 ) ( P＝ . 0 0 0 )で あ っ た 。 グ ロ
ー ブ は 増 加 し た が 有 意 差 は な か っ た 。 自 覚 症 し ら べ は 勤 務 終 了 時 の
「 ね む け 感 」で 1 回 目 ( 2 : 1 . 4 - 2 . 4 ) 2 回 目 ( 1 : 0 - 1 . 5 ) ( P＝ . 0 0 1 )、「 不 安 定 感 」
1 回 目 ( 1 . 8 : 1 - 2 . 2  ) 2 回 目 ( 1 : 0 - 1 ) ( P＝ . 0 1 7 )で あ っ た 。  
 職 業 性 ス ト レ ス テ ス ト と S F 3 6 ®、 R D Q、 FA B Q - J は 表 6 に 示 し た 。
ス ト レ ス 因 子 の「 自 覚 的 な 身 体 的 負 担 度 」は 1 回 目 ( 3 : 3 - 4 )、2 回 目 ( 4 : 3 -
4 ) ( P＝ . 0 0 6 )、「 職 場 で の 対 人 関 係 ス ト レ ス 」 1 回 目 ( 6 : 5 - 7 )、 2 回 目 ( 9 : 7 -
9 ) ( P＝ . 0 0 0 )、「 職 場 環 境 に よ る ス ト レ ス 」 1 回 目 ( 2 : 2 - 3 )、 2 回 目 ( 3 : 3 - 3 )  
( P＝ . 0 0 0 )、「 仕 事 の コ ン ト ロ ー ル 度 」1 回 目 ( 9 : 7 . 2 5 - 9 )、2 回 目 ( 7 : 6 - 7 )  ( P
＝ . 0 0 0 )、「 技 能 の 活 用 度 」1 回 目 ( 3 : 2 . 2 5 - 4 )、2 回 目 ( 3 : 2 - 3 ) ( P＝ . 0 1 9 )で あ
っ た 。ス ト レ ス 反 応 は「 い ら い ら 感 」が 1 回 目 ( 6 : 6 - 8 )、2 回 目 ( 6 : 4 - 6 ) ( P
＝ 0 1 6 )、 ス ト レ ス 反 応 に 影 響 を 与 え る 因 子 で は 変 化 が な か っ た 。  
S F 3 6 ®は「 体 の 痛 み 」1 回 目 ( 4 1 . 3 : 3 4 . 3 - 4 7 . 4 )、2 回 目 ( 4 8 . 4 : 3 9 . 3 - 6 1 . 1 ) ( P
＝ . 0 0 1  )「 活 力 」1 回 目 ( 4 6 . 8 : 4 2 . 2 - 5 2 . 9 )、2 回 目 ( 4 9 . 8 : 4 6 . 8 - 5 9 ) ( P＝ . 0 1 5 )、
「 心 の 健 康 」 1 回 目 ( 4 5 . 7 : 4 0 . 0 - 5 5 . 8 )、 2 回 目 ( 5 2 : 4 1 . 9 - 6 2 . 1 ) ( P＝ . 0 1 5 )で
あ っ た 。 R D Q は 1 回 目 ( 3 : 0 . 2 5 - 5 . 7 )、 2 回 目 ( 1 : 0 - 2 ) ( P＝ . 0 0 5 )で あ っ た 。
FA B Q - J は 変 化 が 無 か っ た 。  
 こ の よ う に 、対 照 群 は 研 修 会 開 始 後 に は 、身 体 活 動 量 は 増 加 し た が 、
援 助 回 数 と 福 祉 用 具 使 用 回 数 も 増 加 し た 。心 理 的 負 担 は 身 体 的 な 負 担
度 は 増 え た が 、技 能 を 活 用 す る こ と が 可 能 と な り 、心 理 的 な 負 担 感 は
減 少 し た 。 さ ら に 、 腰 痛 の 自 覚 も 軽 減 し て い た 。  
 
4） 介 入 群 と 対 照 群 の 群 間 に お け る 比 較  
（ 1） 1 回 目 の 介 入 群 と 対 照 群 の 比 較  
1 回 目 の 調 査 時 は 、 介 入 群 は ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー 完 全 導 入 が
継 続 し 、 対 照 群 は 未 導 入 の 状 況 で あ っ た 。  
各 勤 務 帯 に つ い て 表 7、 自 覚 症 し ら べ は 図 5 に 示 し た 。 カ ッ コ 内 は
(中 央 値 :四 分 位 範 囲 ） を 示 す 。  
日 勤 帯 の 消 費 カ ロ リ ー が 介 入 群 は ( 6 . 5 : 5 . 3 - 8 . 2 )  k c a l 、 対 照 群 は
( 5 . 0 : 3 . 6 - 6 . 8 )  k c a l  ( P＝ . 0 0 0 )、平 均 歩 数 は 介 入 群 が ( 8 4 7 0 : 7 5 3 4 - 9 9 3 4 )  歩 、
対 照 群 は ( 7 8 6 5 : 6 6 6 5 - 9 2 5 8 )  歩  ( P＝ . 0 4 1 )で あ っ た 。 援 助 回 数 で 排 泄 介
助 が 介 入 群 は ( 1 0 : 5 . 7 5 - 1 8 )、 対 照 群 が ( 8 : 4 . 2 5 - 1 2 ) ( P＝ . 0 1 0 )、 入 浴 介 助 、




フ ト が 介 入 群 は ( 1 : 0 - 3 )、 対 照 群 が ( 0 : 0 - 2 ) ( P＝ 0 3 1 )、 ス ラ イ デ ィ ン グ ボ
ー ド な ど 全 て 介 入 群 が 有 意 に 多 か っ た 。自 覚 症 し ら べ は 腰 痛 を 示 す 休
憩 時 の「 だ る さ 感 」介 入 群 で（ 1 . 0：1 - 1 . 6）、対 照 群 で ( 1 . 4 : 1 - 1 . 8 ) ( P＝ . 0 1 5 )
で あ っ た 。  
 夜 勤 帯 の 消 費 カ ロ リ ー 、平 均 歩 数 は 2 群 間 で 有 意 差 が な か っ た 。援
助 回 数 は 排 泄 介 助 が 介 入 群 で ( 11 . 3 : 7 . 3 - 1 2 . 5 ) 、 対 照 群 が ( 3 3 : 2 7 . 2 - 4 3 . 7 )  
( P＝ . 0 3 6 )、福 祉 用 具 の 使 用 回 数 は リ フ ト 以 外 の ス ラ イ デ ィ ン グ ボ ー ド
は 介 入 群 が ( 7 . 5 : 3 . 7 5 - 9 . 2 5 )、対 照 群 は ( 4 : 0 - 7 . 5 ) ( P＝ . 0 1 3 )な ど で 介 入 群 が
有 意 に 多 く 使 用 し て い た 。 自 覚 症 し ら べ は「 ぼ や け 感 」 勤 務 開 始 時 で
介 入 群 ( 1 . 0 : 1 . 0 - 1 . 2 )、 対 照 群 ( 1 . 0 : 1 . 0 - 1 . 8 ) ( P = . 0 0 0 )で あ っ た 。  
職 業 性 ス ト レ ス テ ス ト と S F 3 6 ®、 R D Q、 FA B Q - J は 表 8 に 示 し た 。
ス ト レ ス 因 子 は 、「 心 理 的 な 仕 事 の 負 担 (量 )」が 介 入 群 で ( 1 0 : 8 - 11 )、対
照 群 が ( 9 : 7 - 1 0 )  ( P＝ . 0 0 0 )、「 心 理 的 な 仕 事 の 負 担 (質 )」は 介 入 群 で ( 1 0 : 9 -
11 )、 対 照 群 が ( 9 : 8 . 2 5 - 1 0 ) ( P＝ . 0 0 0 )、「 自 覚 的 な 身 体 的 負 担 度 」 は 介 入
群 で ( 4 : 4 - 4 )、対 照 群 が ( 3 : 3 - 4 ) ( P＝ . 0 0 0 )、「 仕 事 の コ ン ト ロ ー ル 度 」が 介
入 群 で ( 7 : 6 - 8 )、対 照 群 が ( 9 : 7 . 2 5 - 9 )  ( P＝ . 0 0 0 )、「 働 き が い 」で 介 入 群 が
( 3 : 3 - 3 )、 対 照 群 は ( 3 : 3 - 4 ) ( P＝ . 0 11 )だ っ た 。 ス ト レ ス 反 応 は 「 不 安 感 」
で 介 入 群 が ( 6 : 5 - 7 )、対 照 群 は ( 5 : 4 - 6 . 7 5 ) ( P＝ . 0 0 0 )、ス ト レ ス 影 響 因 子 で
は 「 上 司 か ら の サ ポ ー ト 」 介 入 群 は ( 7 : 5 - 8 ) 、 対 照 群 が ( 9 : 8 - 1 0 . 7 5 ) ( P
＝ . 0 0 0 )、 と 全 項 目 で 対 照 群 が 有 意 に 高 か っ た 。  
S F 3 6 ®は「 体 の 痛 み 」が 介 入 群 は ( 4 3 . 8 : 3 8 . 8 - 4 8 . 4 )、対 照 群 が ( 4 1 . 3 : 3 4 . 3 -
4 7 . 4 ) ( P＝ . 0 4 8 )、そ の 他 に 有 意 差 は な か っ た 。R D Q は 介 入 群 が ( 0 : 0 - 5 )、
対 照 群 は ( 3 : 0 . 2 5 - 5 . 7 ) ( P＝ . 0 1 2 )、 FA B Q - J は 有 意 差 が な か っ た 。  
 以 上 に よ り 、介 入 群 は 身 体 活 動 量 、援 助 回 数 、福 祉 用 具 の 使 用 回 数
が 多 く 、心 理 的 な 負 担 の 中 で も 身 体 的 負 担 に つ い て は 高 か っ た 。介 入
群 は ス ト レ ス 要 因 の 身 体 的 な 負 担 は 高 い 傾 向 で あ る が 、腰 痛 に つ い て
は 軽 減 さ れ て い た 。  
 
（ 2） 2 回 目 の 介 入 群 と 対 照 群 の 比 較  
 介 入 群 は ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー 完 全 導 入 継 続 中 で あ っ た 。対 照
群 は 前 回 調 査 以 降 に ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー 研 修 会 が 導 入 さ れ 、回
数 は 初 級 が 1 ク ー ル (計 5 回 )、 中 級 が 1 ク ー ル (計 5 回 )を 順 次 介 護 士
ス タ ッ フ が 受 け て い た 。そ れ 以 後 、福 祉 用 具 の 使 用 が 開 始 さ れ て い た 。 
各 勤 務 帯 に つ い て 表 9、自 覚 症 し ら べ は 図 6 に 示 す 。カ ッ コ 内 は (中
央 値 :四 分 位 範 囲 ） を 示 す 。  
日 勤 帯 の 消 費 カ ロ リ ー が 介 入 群 は ( 7 . 4 : 5 . 3 - 9 . 9 )  k c a l  、 対 照 群 が
( 6 . 2 : 4 . 5 - 8 . 4 )  k c a l  ( P ＝ . 4 3 8 ) 、 平 均 歩 数 は 介 入 群 が ( 9 4 5 6 : 7 6 0 2 - 1 0 8 5 8 )  
歩  、対 照 群 は ( 8 0 6 5 : 6 6 2 9 - 9 3 9 3 )  歩  ( P＝ . 0 5 6 )で あ っ た 。援 助 回 数 は 排
泄 介 助 で 介 入 群 が ( 1 4 : 7 . 5 - 2 0 . 5 )  、対 照 群 は ( 7 : 2 - 7 )  ( P＝ . 0 0 0 )、ポ ジ シ ョ




用 具 の 使 用 回 数 は 、 リ フ ト が 介 入 群 は ( 2 : 1 - 5 )、 対 照 群 が 3 . 6 ( 3 : 1 - 5 ) ( P
＝ . 0 0 0 )で 、そ れ 以 外 の 福 祉 用 具 の 使 用 は 介 入 群 が 有 意 に 多 か っ た 。自
覚 症 し ら べ は 休 憩 時「 ね む け 感 」が 介 入 群 で（ 1 : 1 - 1 . 5）対 照 群 で ( 1 . 4 : 1 -
1 . 8 ) ( P＝ . 0 0 0 )で あ っ た 。  
夜 勤 帯 の 消 費 カ ロ リ ー 介 入 群 が ( 11 . 9 : 9 . 2 - 1 8 . 4 )  k c a l  、 対 照 群 は
( 8 . 8 : 6 . 5 - 1 5 . 3 )  k c a l  ( P＝ . 3 1 9 )、平 均 歩 数 は 介 入 群 が ( 1 8 6 8 2 : 1 6 2 5 3 - 2 1 3 4 1 )  
歩 、対 照 群 は ( 1 2 2 7 7 : 9 1 8 7 - 1 6 7 7 3 )  歩  ( P＝ . 0 0 5 )で あ っ た 。援 助 回 数 は 排
泄 介 助 で 介 入 群 が ( 4 5 : 3 8 - 5 8 )  、 対 照 群 は ( 2 8 : 1 7 - 3 5 . 5 )  ( P＝ . 0 0 0 )、 ポ ジ
シ ョ ニ ン グ は 介 入 群 が ( 7 : 5 - 1 2 )  、 対 照 群 は ( 0 : 0 - 0 . 5 ) ( P＝ . 0 0 0 )、 福 祉 用
具 の 使 用 回 数 が リ フ ト は 介 入 群 が ( 2 : 0 - 4 )  、 対 照 群 は ( 4 : 3 - 6 ) ( P＝ . 0 1 0 )
で あ っ た 。 ス ラ イ デ ィ ン グ ボ ー ド は 介 入 群 が ( 2 : 1 - 4 . 5 )、 対 照 群 は ( 0 : 0 -
3 )  ( P＝ . 0 4 9 )、グ ロ ー ブ な ど で 介 入 群 が 有 意 に 多 か っ た 。自 覚 症 し ら べ
は 休 憩 時「 ね む け 感 」介 入 群 ( 2 : 1 - 1 . 2 )で 対 照 群 ( 2 . 2 : 1 - 1 . 8 ) ( P = . 0 0 0 )で あ
っ た 。  
職 業 性 ス ト レ ス テ ス ト と S F 3 6 ®、 R D Q、 FA B Q - J は 表 1 0 に 示 し た 。
ス ト レ ス 因 子 と し て 「 心 理 的 な 仕 事 の 負 担 (量 )」 は 介 入 群 で ( 9 : 8 - 11 )、
対 照 群 は ( 8 : 7 - 9 ) ( P＝ . 0 3 3 )、「 職 場 で の 対 人 関 係 ス ト レ ス 」介 入 群 が ( 7 : 5 -
8 )、 対 照 群 は ( 9 : 7 - 9 ) ( P＝ . 0 1 9 )で あ っ た 。 ス ト レ ス に よ っ て お こ る 心 身
の 反 応 、ス ト レ ス 反 応 に 影 響 を 与 え る 他 の 因 子 で は 変 化 が 認 め ら れ な
か っ た 。  
S F 3 6 ® は 「 社 会 生 活 役 割 」 は 介 入 群 が ( 5 7 . 7 : 5 2 . 1 - 5 7 . 7 ) 、 対 照 群 は
( 5 2 . 1 : 4 0 . 8 - 5 7 . 7 ) ( P ＝ . 0 0 6 ) 、「 日 常 生 活 機 能 ( 精 神 ) 」 は 介 入 群 が
( 4 9 . 4 : 3 4 . 5 - 5 6 . 8 )、 対 照 群 は ( 5 6 . 8 : 4 9 . 4 - 5 6 . 8 ) ( P＝ . 0 3 7 )で あ っ た 。 R D Q、
F R B Q - J は 変 化 が 無 か っ た 。  
 こ の よ う に 、 ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー が 導 入 さ れ 1 0 か 月 以 上 継
続 し て い る 介 入 群 は 身 体 活 動 量 、援 助 回 数 、福 祉 用 具 の 使 用 回 数 も 多
か っ た 。心 理 的 負 担 は 量 的 な 仕 事 の 負 担 感 は あ る が 、ス ト レ ス 反 応 や
職 場 の ス ト レ ス は 少 な く 、 腰 痛 に 有 意 差 を 認 め な か っ た 。  
 
5） 研 修 の 効 果  
 研 究 対 象 の 両 施 設 で 実 施 さ れ て い る ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー 研
修 会 は 初 回 か ら 5 回 ま で が 初 級 、 6 回 か ら 1 0 回 が 中 級 と な っ て い た 。
そ こ で 、研 修 回 数 が 9 回 以 下 を 初 級 の 対 象 者 、1 0 回 以 上 を 中 級 の 対 象
者 と し て 、身 体 的 お よ び 心 理 的 負 担 を 比 較 し 、研 修 回 数 に よ る 効 果 を
検 討 し た 。  
 
( 1 )研 修 回 数 別 の 対 象 者 の 概 要  
 対 象 者 は 介 入 群 と 対 照 群 を 問 わ ず 研 修 回 数 別 で 分 別 し た 。基 礎 情 報
は 表 11 に 示 し た 。平 均 年 齢 は 初 級 3 9 . 1 9 ± 9 . 6 5 歳 、中 級 4 7 . 8 7 ± 1 2 . 8 4 歳




護 士 と し て の 平 均 経 験 年 数 は 初 級 6 . 7 5 年 、 中 級 7 . 3 3 年 、 研 修 回 数 は
初 級 3 . 0 2 回 、 中 級 1 0 . 0 0 回 ( P＝ . 0 0 0 )で あ っ た 。 性 別 は 初 級 が 女 性 1 0
名 ( 2 1 . 7 % )、 男 性 3 6 名 ( 7 8 . 3 % )、 中 級 は 女 性 2 4 名 ( 7 5 . 0 % )、 男 性 8 名
( 2 5 . 0 % )で ( P＝ . 0 0 0 )で あ っ た 。腰 痛 は 初 級 で「 あ る 」1 0 名 、「 時 々 あ る 」
2 6 名 、「 以 前 が あ っ た が 今 は な い 」 3 名 、「 な い 」 7 名 で あ っ た 。 中 級
は「 あ る 」5 名 、「 時 々 あ る 」1 5 名 、「 以 前 が あ っ た が 今 は な い 」3 名 、
「 な い 」 9 名 で 有 意 差 は な い が 、中 級 で は「 あ る 」「 時 々 あ る 」が 少 な
い 傾 向 に あ っ た 。 資 格 に つ い て 初 級 は 介 護 福 祉 士 2 1 名 ( 4 5 . 7 % )、 実 務
者 研 修 修 了 者 3 6 名 ( 4 5 . 7 % )、 初 任 者 研 修 修 了 者 4 名 ( 8 . 7 % )、 中 級 は 介
護 福 祉 士 2 3 名 ( 7 1 . 9 % )、実 務 者 研 修 修 了 者 8 名 ( 2 5 . 0 % )、初 任 者 研 修 修
了 者 1 名 ( 3 . 1 % )、 中 級 者 で 介 護 福 祉 士 が 多 か っ た 。  
 
( 2 )研 修 回 数 別 の 援 助 回 数 お よ び 身 体 活 動 量  
 日 勤 帯 の 援 助 と 福 祉 用 具 使 用 等 の 平 均 回 数 を 表 1 2、自 覚 症 し ら べ を
図 7 に 示 し た 。 カ ッ コ 内 は (中 央 値 :四 分 位 範 囲 ） を 示 す 。  
日 勤 帯 の 平 均 消 費 カ ロ リ ー は 初 級 が ( 6 . 0 5 : 4 . 2 7 5 - 8 . 3 )  k c a l  、 中 級 は
( 6 . 2 5 : 5 . 0 - 9 . 2 5 )  k c a l  ( P＝ . 0 5 4 )、平 均 歩 数 は 初 級 が ( 8 0 6 5 : 6 8 0 6 - 9 3 9 5 )  歩  、
中 級 は ( 8 9 1 4 : 8 5 0 2 - 9 9 8 6 )  歩  ( P＝ . 0 0 3 )で あ っ た 。 援 助 回 数 は 排 泄 介 助
で 初 級 が ( 7 : 3 - 1 2 )  、中 級 は ( 1 4 . 5 : 8 - 2 0 . 7 5 )  ( P＝ . 0 0 0 )、福 祉 用 具 使 用 は ス
ラ イ デ ィ ン グ ボ ー ド で 初 級 が ( 1 . 5 : 0 - 4 )  、 中 級 は ( 3 : 1 - 5 )  ( P＝ . 0 0 0 )、 ス
タ ン デ ィ ン グ リ フ ト で 初 級 が ( 0 : 0 - 0 )  、 中 級 は ( 0 . 5 : 0 - 1 )  ( P＝ . 0 0 0 )で あ
っ た 。自 覚 症 し ら べ は 休 憩 時 の「 ね む け 感 」で 初 級 が ( 1 . 2 : 1 - 1 . 8 )、中 級
は ( 1 . 2 : 1 - 1 . 4 ) ( P＝ . 0 4 9 )、 休 憩 時 の 「 不 快 感 」 が 初 級 ( 1 . 0 :  1 - 1 . 4 5 )、 中 級
( 1 . 0 : 1 - 1 . 2 ) ( P＝ . 0 3 8 )だ っ た 。  
夜 勤 帯 の 平 均 消 費 カ ロ リ ー は 初 級 が ( 11 . 3 : 7 . 8 7 5 - 1 3 . 4 7 5 )  k c a l  、 中 級
は ( 11 . 1 : 9 . 1 2 5 - 1 6 . 6 )  k c a l  ( P ＝ . 2 4 1 ) 、 平 均 歩 数 は 初 級 ( 1 4 4 7 3 . 5 : 1 2 1 6 2 -
1 6 8 4 0 )  歩 、中 級 は ( 1 7 9 5 1 : 1 5 5 1 4 - 2 0 9 6 4 )  歩  ( P＝ . 0 0 0 )で あ っ た 。排 泄 介
助 は 初 級 が ( 3 1 . 5 : 2 4 . 7 5 - 4 1 . 2 5 )  、中 級 は ( 4 4 : 3 8 - 5 7 . 7 5 ) ( P＝ . 0 0 0 )、ス ラ イ
デ ィ ン グ ボ ー ド で 初 級 が ( 4 : 0 - 6 )  、中 級 は ( 6 : 3 - 8 ) ( P＝ . 0 0 9 )、グ ロ ー ブ は
初 級 が ( 0 : 0 - 1 . 2 5 )  、 中 級 は ( 2 . 5 : 0 - 5 . 7 5 ) ( P＝ . 0 0 3 )、 ポ ジ シ ョ ニ ン グ で 初
級 が ( 0 : 0 - 4 )  、中 級 は ( 1 0 : 6 - 1 2 ) ( P＝ . 0 0 0 )で あ っ た 。自 覚 症 し ら べ は 休 憩
時 の「 ね む け 感 」で 初 級 が ( 2 . 4：1 . 4 - 3 . 2 5 )、中 級 は ( 3 . 2 : 1 . 4 - 7 . 7 5 ) ( P＝ . 0 4 9 )、
「 不 快 感 」で 初 級 が (１ : 1 - 1 . 8 )、中 級 は ( 1 . 2 : 1 . 0 - 1 . 5 5 ) ( P＝ . 0 3 8 )で あ っ た 。 
 
( 3 )研 修 の 回 数 に よ る 心 理 的 負 担 と 腰 痛 の 状 況 に 関 す る 比 較  
 職 業 性 ス ト レ ス テ ス ト と S F 3 6 ®、 R D Q、 FA B Q - J は 表 1 3 に 示 し た 。
ス ト レ ス 因 子 と し て 、「 心 理 的 な 仕 事 の 負 担 (量 )」は 初 級 が ( 8 . 5 : 7 - 1 0 )中
級 は ( 1 0 : 8 - 11 ) ( P＝ .  0 0 4 )、「 心 理 的 な 仕 事 の 負 担 (質 )」で 初 級 が ( 9 : 8 - 1 0 )  
中 級 は ( 1 0 : 9 - 11 ) ( P＝ . 0 0 6 )、「 自 覚 的 な 身 体 的 負 担 度 」 は 初 級 が ( 3 : 3 - 4 )  




9 )、中 級 は ( 6 : 5 . 2 5 - 7 . 7 5 ) ( P＝ . 0 0 6 )、ス ト レ ス 反 応 に は 差 を 認 め な か っ た 。
ス ト レ ス 反 応 に 影 響 因 子 で は 「 上 司 か ら の サ ポ ー ト 」 で 初 級 が
( 8 . 5 : 7 . 7 5 - 1 0 )、中 級 は ( 7 : 5 - 9 ) ( P＝ . 0 0 1 )で あ っ た 。S F 3 6 ®は ど の 項 目 に も
有 意 差 を 認 め な か っ た 。 R D Q と F R B Q - J は 中 級 者 が 低 か っ た が 有 意 差
は な か っ た 。  
 以 上 か ら 、中 級 者 は 女 性 が 多 く 、平 均 年 齢 が 高 く 、介 護 福 祉 士 の 資
格 を 持 つ 者 が 多 か っ た 。ま た 中 級 者 は 援 助 回 数 や 福 祉 用 具 の 使 用 、平
均 歩 数 と い っ た 身 体 活 動 量 は 初 級 者 よ り も 多 く 、ス ト レ ス 要 因 と し て
の 身 体 的 負 担 は 高 い が 、 ス ト レ ス 反 応 や Q O L に つ い て は 差 が な い こ
と か ら 心 理 的 負 担 は 低 い 。 さ ら に 腰 痛 に つ い て も 差 を 認 め な か っ た 。 
 
6 )  腰 痛 と 身 体 的 負 担 、 心 理 的 負 担 の 関 連 に つ い て  
腰 痛 の 程 度 と 基 本 属 性 、援 助 回 数 や 身 体 活 動 量 、ス ト レ ス 、 Q O L と
の 関 連 を 明 ら か に す る た め に 、 腰 痛 尺 度 の R D Q を 従 属 変 数 と し 、 基
礎 情 報 、 ス ト レ ス 、 Q O L、 身 体 活 動 量 を 独 立 変 数 と し 多 変 量 解 析 を 実
施 し た 。 日 勤 帯 の 対 象 者 の の べ 数 2 3 4 名 で 分 析 し た 。  
日 勤 帯 の 研 修 回 数 、 援 助 回 数 、 福 祉 用 具 の 使 用 、 身 体 的 負 担 (歩 数 、
消 費 カ ロ リ ー )に つ い て は 表 1 4 に 示 し た 。  
R D Q と 身 体 的 負 担 の ス ピ ア マ ン の 相 関 係 数 は 表 1 5 に 示 し た 。 R D Q
と 有 意 な 相 関 を 認 め た 項 目 は 性 別 が ( r＝ . 2 5 9 、 P ＝ . 0 0 0 ) 、 年 齢 が ( r ＝
- . 2 0 2、P＝ . 0 0 2 )、経 験 年 数 は ( r＝ . 2 0 5、P＝ . 0 0 2 )、研 修 回 数 が ( r＝ - . 2 1 6、
P＝ . 0 0 1 )、 ス ラ イ デ ィ ン グ ボ ー ド は ( r＝ . 1 6 3、 P＝ . 0 1 3 )、 カ ロ リ ー が ( r
＝ - . 2 3 4、 P＝ . 0 0 0 )、 歩 数 は ( r＝ - . 1 6 2、 P＝ . 0 1 3 )で あ っ た 。  
表 1 6 に 重 回 帰 分 析 の 結 果 を 示 し た 。性 別 、年 齢 、経 験 年 数 を 共 変 量
と し た 重 回 帰 分 析 の 結 果 は 、有 意 な 項 目 と し て 抽 出 さ れ た の は 経 験 年
数 が ( β＝ 0 . 4 0 7、 P＝ . 0 0 0 )、 性 別 は ( β＝ 0 . 2 5 1、 P＝ . 0 0 1 )、 ス ラ イ デ ィ ン
グ シ ー ト が ( β＝ 0 . 1 8 9、 P＝ . 0 1 0 )、 ス ラ イ デ ィ ン グ ボ ー ド は ( β＝ 0 . 2 0 7、
P＝ . 0 1 0 )で あ っ た 。  
R D Q と 心 理 的 負 担 に つ い て は 表 1 7 に ス ピ ア マ ン の 相 関 係 数 を 示 し
た 。R D Q と 有 意 な 相 関 を 認 め た 項 目 は 身 体 的 負 担 と 同 様 に 性 別 、年 齢 、
経 験 年 数 、 研 修 回 数 、 職 業 ス ト レ ス で は 仕 事 の コ ン ト ロ ー ル 度 が ( r＝
0 . 2 2 5、P＝ . 0 0 1 )、仕 事 の 適 性 度 は ( r＝ - . 1 3 5、P＝ . 0 3 9 )、働 き が い が ( r＝
- . 2 0 4、P＝ . 0 0 2 )、S F 3 6 ®で は 日 常 役 割 機 能 (身 体 )は ( r＝ - . 1 3 8、P＝ . 0 3 5、)
全 体 的 健 康 感 が ( r＝ - . 2 4 1、P＝ . 0 0 0 )、心 の 健 康 は ( r＝ - . 2 0 1、P＝ . 0 0 2 )で
あ っ た 。  
表 1 8 に 重 回 帰 分 析 の 結 果 を 示 し た 。性 別 、年 齢 、経 験 年 数 を 共 変 量
と し 、重 回 帰 分 析 の 結 果 で 抽 出 さ れ た 項 目 は 、心 理 的 な 仕 事 の 負 担 (質 )
が ( β＝ 0 . 2 2 6、P＝ . 0 0 1 )、仕 事 の コ ン ト ロ ー ル 度 は ( β＝ 0 . 3 0 1、P＝ . 0 0 0 )、
技 能 の 活 用 度 が ( β＝ - 0 . 1 5 5、 P＝ . 0 1 4 )、 仕 事 の 適 性 度 は ( β＝ - 0 . 1 6 9、 P




P＝ . 0 0 0 )、 活 力 が ( β＝ 0 . 1 8 2、 P＝ . 0 2 7 )で あ っ た 。  
 
7 )  ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー に 関 す る 認 識  
 グ ル ー プ イ ン タ ビ ュ ー は ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー の 導 入 の 効 果
を 質 的 な デ ー タ と し て 得 る こ と を 目 的 に 実 施 し た 。介 入 群 6 名 、対 照
群 3 名 の 計 9 名 は ラ ン ダ ム に 選 定 し た 。イ ン タ ビ ュ ー 内 容 は ノ ー リ フ
テ ィ ン グ ポ リ シ ー 導 入 前 、導 入 後 の 対 象 者 と 対 象 高 齢 者 の 変 化 に つ い
て と し た 。述 べ ら れ た 内 容 を コ ー ド 化 し 、相 違 性 と 類 似 性 を 検 討 し た
う え で カ テ ゴ リ ー 化 し た 。 大 カ テ ゴ リ ー を 【 】 で 、 サ ブ カ テ ゴ リ ー を
［ ］、 コ ー ド を 「 」、 生 デ ー タ は 斜 体 で 示 し た 。  
 
(1)介 入 群 の イ ン タ ビ ュ ー 結 果  
 ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー 導 入 前 の 認 識 に つ い て は 表 1 9 に 示 す 。
【 援 助 に よ る 影 響 】カ テ ゴ リ ー に［ 接 遇 へ の 影 響 ］、［ 身 体 的 負 担 ］、［ 対
象 者 へ の 負 担 ］、［ 外 傷 ］、【 福 祉 用 具 使 用 の 認 識 】 カ テ ゴ リ ー に は ［ 否
定 的 な 思 い ］が 示 さ れ た 。［ 接 遇 へ の 影 響 ］で は「 移 乗 に 集 中 し て 表 情
な ど が 確 認 で き な い 」、［ 身 体 的 負 担 ］に「 利 用 者 さ ん も 力 が 入 る の で
喧 嘩 し て い る よ う な 援 助 に な る 」 が あ り 、 以 下 の よ う な 語 り を 得 た 。 
ど う し て も そ の リ フ ト 使 う 前 と い う の は 抱 え た り と い う の で い や
な 言 い 方 に は な る け ど 力 ず く に は な る の で … 重 い ん で こ っ ち も 早 く
し た い っ て い う 思 い も あ る の で 、 雑 に な っ て し ま う ん で す ね  
 
【 福 祉 用 具 使 用 の 認 識 】 に は ［ 否 定 的 な 思 い ］ に 「 一 律 機 械 を 使 う
こ と 自 体 が あ ん ま り い い と 思 わ な い 」「 現 状 2 人 で 移 乗 で き る 状 態 で
そ れ を 一 切 や め る の は ど う な の か 」 が 抽 出 さ れ た 。  
ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー 導 入 後 の 認 識 は 表 2 0 に 示 す 。【 自 分 の 変
化 】 の ［ 姿 勢 ］ に は 「 腰 が 曲 が っ て い た ら や っ ぱ り 多 少 は 疲 れ や 張 り
が 出 て し ま う 」、［ 身 体 的 負 担 の 軽 減 ］に「 全 抱 え す る こ と は な い の で 、
体 の 面 で も 軽 減 さ れ て い る 」が あ り 、［ 腰 痛 の 軽 減 ］に つ い て は 以 下 の
よ う に 語 ら れ た 。  
な い 時 の 介 護 を や っ て い た の で 、 リ フ ト と い う の を や っ て み る と 、
慣 れ る ま で は や っ ぱ り て こ づ っ た り と か 慣 れ て く る と だ ん だ ん 時 間
も 短 縮 で き る と い う か 、 た だ 私 の 場 合 は 腰 の 負 担 が 無 い で す 。  
 
【 対 象 者 の 変 化 】の［ A D L の 向 上 ］で は「 ボ ー ド と か 使 っ た ら 楽 に
で き 、 協 力 も い た だ け る ん で 、 A D L も 上 が る 」［ ス ト レ ス の 軽 減 ］ で
は「 機 械 だ と リ ラ ッ ク ス し て い る よ う に 見 え る 」が あ り 、［ 身 体 面 ］で
は 以 下 の 語 り が 得 ら れ た 。  
人 に よ り ま す け れ ど も や っ ぱ り 何 人 か は リ フ ト か ら 全 く 何 も な し




も と も と リ フ ト で カ ッ チ カ チ だ っ た の に グ ニ ャ グ ニ ャ に な っ て 今 普
通 に 立 っ て ト イ レ に 行 っ て ま す 。そ う い う 人 は 何 人 か … 。一 年 も か か
っ て な い で す 。何 か 月 … で あ と フ ロ ア が 違 う 人 な ん で す が 男 性 の 方 で
ず っ と リ フ ト だ っ た の が ボ ー ド で 自 分 一 人 で で き る よ う に な っ て お
家 に 帰 り ま し た 。  
 
ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー 導 入 後 の【 使 用 方 法 】［ 緊 張 ］に は「 事 故
が な い よ う に し な い と 変 な と こ ろ に 力 が 入 っ て る 感 じ が す る 」「 利 用
者 さ ん 個 々 に 片 麻 痺 な ど が あ り 、合 わ せ て 正 し く 使 わ な い と 怖 い 」が
述 べ ら れ た 。［ 情 報 共 有 ］は「 使 い 方 が 適 切 か を P T に 確 認 し て も ら う 」、
［ 難 し さ ］ に は 「 円 背 の 方 に 使 う の が 難 し く 、 装 着 、 移 動 が 難 し い 」
な ど が 抽 出 さ れ た 。  
ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー 導 入 後 の【 メ リ ッ ト 】［ 安 全 性 ］に は「 ち
ゃ ん と 覚 え た ら 機 械 の 方 が 人 間 よ り も 安 全 だ 」、［ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ］
に は「 会 話 し な が ら 顔 を 見 な が ら 移 乗 で き る 」が あ っ た 。【 デ メ リ ッ ト 】
［ 時 間 ］ に は 「 最 初 慣 れ る ま で は ど う し て も 時 間 が か か っ て し ま う 」
な ど や［ 対 象 者 へ の 影 響 ］に「 利 用 者 に 用 具 を 付 け る と き に 痛 く な い
の か な っ て い う 心 配 が あ る 」 が 述 べ ら れ た 。  
ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー 導 入 後 の 【 推 進 要 因 】 は 表 2 1 に 示 す 。
【 導 入 】［ ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー の 周 知 ］［ 研 修 の 継 続 ］、【 モ チ ベ
ー シ ョ ン 】 に は ［ 管 理 者 ］［ ス タ ッ フ ］ が 抽 出 さ れ た 。［ ノ ー リ フ テ ィ
ン グ ポ リ シ ー の 周 知 ］ に つ い て は 以 下 の よ う に 述 べ て い た 。  
僕 み た い に 利 用 者 の 変 化 が 優 先 で 見 る 人 も い れ ば 、自 分 の 体 最 優 先
の 人 も い る し 、業 務 最 優 先 の 人 も い る し 、な の で １ つ の ア プ ロ ー チ に
絞 ら ず 、ま ず 入 っ て も ら う こ と か ら 始 め た 方 が 技 術 的 な 事 よ り も ま ず
体 験 さ せ て も ら っ た り と か 、こ う い う 風 な こ と が 起 こ り 得 る と い う の
を 職 場 で 体 験 し て も ら っ て そ こ か ら 技 術 の ほ う が い い の か な と … 結
構 見 て る と 難 し い と か 、や り 方 が 覚 え ら れ な い と か で ど う し て も 従 来
の や り 方 に 戻 っ て し ま う 人 は 何 人 か 見 て き て る ん で 。  
 
［ 研 修 の 継 続 ］ に つ い て は 以 下 の よ う に 述 べ ら れ た 。  
や っ ぱ り 上 の 方 針 が ち ゃ ん と し て い る の と ,教 え て く れ る 人 が P T の
先 生 も た く さ ん い ら っ し ゃ る の で 、一 緒 に 考 え て 使 い 方 を 指 導 し て く
れ る 方 が い る っ て い う の が す ご く い い と 思 い ま す ね 。マ ニ ュ ア ル 一 個
知 っ て た ら い い っ て わ け で は な い の で 、そ れ は す ご く 大 き い と 思 い ま
す 。  
 
 ［ ス タ ッ フ ］ に つ い て は 以 下 の よ う に 述 べ ら れ た 。  
も し 使 う 意 味 が な い っ て い う が 人 が あ っ た ら み ん な で な ん で っ て




る ん で … や っ ぱ り こ う こ う で 使 っ て る 意 味 が わ か ら な い ん で す よ 。大
体 そ う い う 人 っ て 。こ っ ち の 方 が 早 い っ て 。こ う っ て 言 っ て る 人 は 大
概 そ の 人 に と っ て こ う い う 機 械 は そ の 人 に と っ て ど ん な 風 に い い の
か わ か っ て な い ん で 、 自 分 の や り 方 、 そ れ が P T と か お 話 を い っ し ょ
に し て い た だ く こ と に よ っ て ほ ら 必 要 で し ょ 、っ て 。人 間 の ち ょ っ と
し た 力 で こ の 人 は い ろ ん な 面 で 内 出 血 に な る か ら っ て い う 理 由 が あ
る じ ゃ な い で す か 。そ う い う の を 聞 い て 、そ れ で も や る の ？ あ な た の
意 見 を 通 す の ？  と 聞 き ま す 。  
 
 
(2)対 照 群 の イ ン タ ビ ュ ー 結 果  
ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー 導 入 前 の 認 識 は 表 2 2 に 示 す 。【 援 助 に よ
る 影 響 】［ 体 調 の 把 握 ］［ 身 体 的 負 担 ］［ 接 遇 へ の 影 響 ］［ 対 象 者 へ の 負
担 ］［ 外 傷 ］、【 用 具 使 用 の 認 識 】［ 否 定 的 ］［ 驚 き ］［ 便 利 ］が 示 さ れ た 。
［ 接 遇 へ の 影 響 ］ に つ い て は 以 下 の よ う に 語 ら れ た 。  
基 本 は ニ コ ニ コ で も 体 が 痛 い と 、ど う し て も 、「 早 く し て よ 」と な っ
た と き に 、「 待 っ て く だ さ い ね 」と 言 っ て い た と こ ろ が 、「 あ ん た を 抱
え て い る か ら 腰 が 痛 い の に 、な ん で そ ん な こ と を 言 う の か 」と か あ っ
た ら 「 待 て よ ！ 」 と 。 こ れ は 別 に 怒 り た く て 怒 っ て い る の で は な く 、
こ れ は 体 が し ん ど い と 気 持 ち も し ん ど く な っ て 、接 遇 的 に も 悪 影 響 を
与 え る ん だ な  
 
［ 対 象 者 へ の 負 担 ］に は「 足 に 力 が 入 ら な い 方 を 介 助 す る と 、触 る と
こ ろ に よ っ て は 痛 い と い う 」 が あ っ た 。  
【 福 祉 用 具 使 用 の 認 識 】［ 否 定 的 ］で は「 職 員 も「 あ ん な 機 械 で や る
の ？ 」、 機 械 で や る 、 冷 た い 、 真 心 が な い み た い な イ メ ー ジ が あ る 」、
［ 便 利 ］に は「 そ う い う 機 械 が あ る こ と 自 体 知 ら な か っ た の で 便 利 だ
な 」 と 述 べ ら れ た 。  
 
ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー 導 入 後 の 認 識 の 変 化 は 表 2 3 に 示 す 。【 自
分 の 変 化 】［ 姿 勢 ］［ 身 体 的 負 担 ］［ 腰 痛 の 軽 減 ］［ ス ト レ ス の 軽 減 ］、【 対
象 者 の 変 化 】［ 拘 縮 の 軽 減 ］［ ス ト レ ス の 軽 減 ］、【 使 用 方 法 】［ 安 全 ］［ 時
間 調 整 ］［ 難 し さ ］［ 使 用 の 徹 底 ］、【 デ メ リ ッ ト 】［ 時 間 ］［ 対 象 者 へ の
影 響 ］、【 メ リ ッ ト 】［ 安 全 性 ］［ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ］［ 双 方 の 健 康 ］が
抽 出 さ れ た 。  
 
【 自 分 の 変 化 】の［ 身 体 的 負 担 ］に つ い て 以 下 の よ う に 述 べ ら れ た 。  
機 械 を 使 う こ と で 、利 用 者 さ ん に も 優 し い と 聞 い て い た の で 、実 践
し て い く 中 で 腰 痛 が 減 っ て き た の で 、そ れ は 姿 勢 の 意 識 と 抱 え る 場 面





［ ス ト レ ス の 軽 減 ］ に つ い て は 以 下 の よ う に 述 べ ら れ た 。  
こ っ ち も 健 康 、 利 用 者 さ ん も 健 康 、 そ れ が １ 番 な ん だ よ 、 と 聞 い た
と き は あ ぁ 、そ う か こ っ ち が 犠 牲 に な っ て も う 利 用 者 さ ん の た め に す
ご く 無 理 を し て や る 必 要 は な い ん だ な 、と い う の が わ か っ た ん で 、頑
張 り す ぎ て い る 人 に は ２ 人 で や り ま し ょ う と い う 。  
 
【 対 象 者 の 変 化 】 の ［ 身 体 面 ］ に つ い て は 以 下 の よ う に 語 ら れ た 。  
今 ま で こ ち ら で 1 0 年 働 い て い て 、 利 用 者 さ ん を 見 て い る と 大 体 こ
う ギ ュ ー っ と か な り の 速 度 で 、あ ん な 伸 び て い た 方 が 体 に 引 っ 付 い て
い る と な ん か そ れ は デ ー タ で は な く 、感 覚 な ん で す け れ ど も 、研 修 で
は 拘 縮 に い い よ 、と 聞 い た の で 、も し か し た ら リ ハ ビ リ の 方 が 頑 張 っ
て い る の も あ る し 、ク ッ シ ョ ン で で き る だ け い い 姿 勢 を と っ て く れ て
い る の か と も 思 う し 、 も し か し て リ フ ト も 効 い て い る の か  
 
ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー 導 入 後 の 【 使 用 方 法 】 の ［ 時 間 調 整 ］ に
つ い て は 以 下 の よ う に 述 べ て い た 。  
か か る も ん だ と 思 っ て そ こ に 時 間 を し っ か り 空 け て お い て 、書 き 物 都
下 の 作 業 を ず っ と 短 縮 し て 、部 署 な ん か で 業 務 の 内 容 を チ ェ ッ ク し て 、
そ の 代 わ り に 利 用 者 さ ん と 関 わ る ノ ー リ フ ト に な っ た か ら 、し っ か り
１ ５ 分 か け て じ っ く り 横 に な っ て も ら う 。  
 
［ 使 用 の 徹 底 ］ に つ い て は 以 下 の よ う に 語 ら れ た 。  
う ち の フ ロ ア で も 使 っ た り 使 っ て な か っ た り っ て い う の が あ っ て 、
そ こ は 徹 底 し て 使 お う よ っ て こ う い う 理 由 だ か ら ま し て や 利 用 者 さ
ん を 守 る の も あ る け ど あ な た た ち も 守 る こ と に な る っ て い う 説 明 を
し た う え で 、ち ょ っ と リ ー ダ ー 職 員 が 目 を 光 ら せ て 、見 る っ て い う 感
じ で す か ね 。  
ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー 導 入 後 の 【 メ リ ッ ト 】、【 デ メ リ ッ ト 】 に
つ い て【 メ リ ッ ト 】の サ ブ カ テ ゴ リ ー と し て［ 安 全 性 ］［ コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン ］、【 デ メ リ ッ ト 】の サ ブ カ テ ゴ リ ー と し て［ 時 間 ］［ 対 象 者 へ の
影 響 ］ が 抽 出 さ れ た 。【 デ メ リ ッ ト 】［ 時 間 ］ に つ い て は 以 下 の よ う に
語 ら れ た 。  
や っ て い っ て も 時 間 が か か る な と 実 感 と し て は あ り ま す 。で 、た だ
慣 れ て い く と か な り の 短 縮 、 丁 寧 な ま ま で の 短 縮 が で き る 。  
 
【 メ リ ッ ト 】［ 安 全 性 ］ に つ い て は 以 下 の よ う に 述 べ ら れ た 。  
時 間 は 確 か に か か る な ぁ と 思 い ま す け ど 、腰 痛 も 軽 減 に な っ て き て
い る し 、無 理 な 方 も い る ん で す け れ ど も 、や は り 、安 全 を 取 る の が 一





［ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ］に「 ち ょ っ と 時 間 が か か る 分 コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン が 増 え る 」、［ 双 方 の 健 康 ］ に は 「 こ っ ち も 健 康 、 利 用 者 さ ん も
健 康 、 そ れ が １ 番 で あ る 」 が あ っ た 。  
 
ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー 導 入 後 の 【 推 進 要 因 】 は 表 2 4 に 示 す 。
【 導 入 】 に は ［ 環 境 ］［ ノ ー リ フ テ イ ン グ ポ リ シ ー の 周 知 ］［ 研 修 の 必
要 性 ］、【 モ チ ベ ー シ ョ ン 】に は［ 管 理 者 ］［ ス タ ッ フ ］が 抽 出 さ れ た 。
［ 環 境 ］ に は 「 使 い や す い 環 境 と 時 間 が 必 要 」、［ 研 修 の 必 要 性 ］ に は
「 世 界 基 準 を 知 り 、 施 設 に 導 入 す る と き に 施 設 で ガ ッ ツ リ 研 修 す る 」
な ど が 示 さ れ た 。  
［ 管 理 者 ］は「 い い も の は ど ん ど ん 受 け 入 れ て い こ う と い う 施 設 管
理 者 の 理 解 が い る 」、［ ス タ ッ フ ］に は「 ち ょ っ と リ ー ダ ー 職 員 が 目 を
光 ら せ て 、 見 る っ て い う 感 じ で す 」 が あ っ た 。  
 
5． 考 察  
 介 護 老 人 保 健 施 設 に ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー を 完 全 導 入 す る こ
と に よ る 介 護 士 の 腰 痛 予 防 に 関 す る 身 体 的 ・ 心 理 的 負 担 の 変 化 及 び
福 祉 用 具 を 使 用 し た 援 助 の 実 態 に つ い て 検 証 し た 。 そ の 結 果 、 導 入
を 継 続 し て い る 介 入 群 で は 身 体 活 動 量 の 減 少 は な か っ た が 、 ス ト レ
ス の 軽 減 が 図 ら れ 、 適 切 な 援 助 が 維 持 さ れ 、 腰 痛 の 有 訴 率 は 変 化 が
な か っ た 。 対 照 群 は 1 回 目 の 調 査 開 始 終 了 後 か ら ノ ー リ フ テ ィ ン グ
ポ リ シ ー 研 修 会 が 開 始 さ れ た 。 導 入 後 は 福 祉 用 具 の 使 用 回 数 、 援 助
回 数 も 増 加 し 、 身 体 活 動 量 は 増 加 し た が 、 心 理 的 負 担 は 軽 減 し 、 腰
痛 も 軽 減 し て い た 。 研 修 の 効 果 を 検 討 し た と こ ろ 、 研 修 回 数 の 多 い
者 は 身 体 活 動 量 が 多 い が 、 心 理 的 な 負 担 は 少 な く 、 腰 痛 保 有 率 も 低
い 傾 向 が 認 め ら れ た 。  
 
1) 対 象 施 設 と 対 象 者 に つ い て  
介 入 群 と 対 照 群 2 施 設 の 要 介 護 度 は 介 入 群 が 3 . 1 9、対 照 群 は 3 . 2 2 で
あ り 、全 国 平 均 は 3 . 2 3 で あ る こ と か ら 、両 施 設 と も に 平 均 的 な 施 設 で
(厚 生 労 働 省 2 0 1 8 )、入 居 者 の 日 常 生 活 自 立 度 、提 供 さ れ る 援 助 も 同 様
の 傾 向 で あ る と 考 え ら れ た 。  
岩 切 ら (岩 切 2 0 1 7 b )は 介 護 施 設 に お け る 福 祉 用 具 の 導 入 率 は 、 移 動
式 リ フ ト が 1 8 . 0 %、  ス ラ イ デ ィ ン グ ボ ー ド は 4 0 . 0 %、ス ラ イ デ ィ ン グ
シ ー ト は 2 9 . 1 %で あ っ た と 報 告 し て い る 。 本 研 究 に お け る 2 施 設 は こ
の 報 告 に 比 し て 保 有 率 が 高 か っ た 。 こ れ は 2 0 0 9 年 よ り 福 祉 用 具 導 入
に つ い て 補 助 金 制 度 が 開 始 さ れ た 後 、 2 施 設 の 法 人 管 理 者 が こ れ ら の
購 入 を 積 極 的 に 進 め た こ と が 推 測 さ れ 、介 護 職 員 の 身 体 的 負 担 を 軽 減




フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー の 研 修 が 開 始 さ れ そ の 実 践 が 継 続 さ れ て い る 。前
述 し た ノ ー リ フ ト 協 会 に 加 入 し て い る 法 人 は 未 だ 少 数 で あ る 。 ま た 、
対 照 群 と 比 較 し て 研 修 回 数 が 平 均 8 . 0 回 以 上 で あ り 、 福 祉 用 具 の 使 用
頻 度 も 高 い こ と か っ た 。し た が っ て 、介 入 群 は 全 国 的 に み て も ノ ー リ
フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー が 浸 透 し て い る 施 設 で あ る こ と が 推 測 さ れ る 。そ
の 後 、対 照 群 も ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー 研 修 会 を 開 始 し た 。こ れ ら
施 設 の 法 人 管 理 者 は 、介 護 職 員 の 介 護 負 担 を 軽 減 し 、援 助 の 質 を 向 上
及 び 維 持 す る 方 針 を 持 っ て お り 、施 設 お よ び そ の 職 員 も 先 進 的 な 援 助
を 提 供 し て い る 認 識 が あ る と 考 え る 。  
 介 入 群 と 対 照 群 2 施 設 の 対 象 者 は 、介 護 士 と し て の 勤 務 年 数 や 経 験
年 数 、介 護 福 祉 士 な ど の 所 得 資 格 は 類 似 し て い た 。性 別 に つ い て 介 入
群 は 女 性 が 有 意 に 多 く 、対 照 群 は 男 性 が 多 い 傾 向 に あ っ た 。全 国 労 働
調 査 (厚 生 労 働 省 2 0 1 9 )と 比 較 す る と 2 施 設 と も に 年 齢 、勤 務 年 数 は 平
均 的 で あ っ た 。対 照 群 の 男 性 は 比 率 が 全 国 平 均 2 4 %と 比 し て 高 く 、性
別 に 関 し て 特 徴 的 な 傾 向 を 示 し た 。ま た 、追 跡 期 間 に お い て 2 施 設 と
も に 対 象 者 の 法 人 内 の 異 動 は あ っ た が 、 離 職 に よ る 脱 落 は 無 か っ た 。
前 述 し た よ う に 、介 護 職 員 の 離 職 率 は 1 6％ と 報 告 さ れ て い る 。大 和 ら
は 介 護 士 の 離 職 要 因 を 調 査 し 、介 護 職 員 に 採 用 後 も 継 続 し て 教 育 ・ 研
修 を 実 施 し て い る 施 設 は 離 職 率 が 低 い こ と を 報 告 し て い る （ 大 和 ら
2 0 1 3）。 介 護 職 員 の 仕 事 の 負 担 感 は 高 い が 腰 痛 症 状 が 軽 減 し て い る こ
と 、対 象 者 の 離 職 が 無 い こ と は 、仕 事 内 容 と 職 場 環 境 に 対 す る ス ト レ
ス が 少 な い こ と が 示 さ れ て お り 、ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー 導 入 と そ
の 研 修 会 の 継 続 が 影 響 し て い る こ と も 推 測 で き る 。  
 
2）  身 体 活 動 量 (身 体 的 負 担 )と  福 祉 用 具 の 使 用 と 援 助 回 数 の 比 較  
 介 入 群 の 前 後 比 較 で は 身 体 的 負 担 と し て 日 勤 帯 お よ び 夜 勤 帯 と も
に 消 費 カ ロ リ ー は 変 化 が な か っ た が 、 平 均 歩 数 は 2 回 目 の 1 0 か 月 後
は 増 加 し て い た 。車 い す 移 乗 や 入 浴 介 助 な ど の 援 助 回 数 は 変 化 が な か
っ た 。リ フ ト の 使 用 回 数 は や や 増 加 し た も の の ス タ ン デ ィ ン グ リ フ ト
な ど 使 用 は 横 ば い で あ っ た 。 こ の こ と か ら 、 日 勤 帯 と 夜 勤 帯 と も に 1
回 目 と 同 様 に 1 0 か 月 後 も 福 祉 用 具 の 活 用 が 継 続 さ れ 、 同 レ ベ ル の 援
助 が 提 供 さ れ て い た こ と が 推 測 さ れ る 。し た が っ て 、介 入 群 の 介 護 士
は ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー を 意 識 し た 援 助 を 施 設 全 体 で 共 有 し て
い る と 考 え る 。  
岸 村 ら は 、福 祉 用 具 使 用 の 援 助 を 行 動 分 析 学 視 点 か ら 検 証 し 、抱 え
上 げ に よ る 援 助 よ り も 福 祉 用 具 使 用 の 援 助 は 工 程 が 増 加 す る と 報 告
し て い る (岸 村 ら 2 0 2 0 )。作 業 工 程 の 多 さ は 歩 数 の 多 さ に も 関 連 す る こ
と か ら 、平 均 歩 数 の 増 加 は 、 車 椅 子 移 乗 を 例 に 考 え る と 、人 の 手 に よ
る 移 乗 に 比 べ 、リ フ ト に よ る 移 乗 や ス ラ イ デ ィ ン グ ボ ー ド を 使 用 す る




は「 ね む け 感 」に 関 し て 2 回 目 が 有 意 に 低 く 、他 の 要 因 に 変 化 は な か
っ た 。し た が っ て 、福 祉 用 具 を 使 用 す る こ と で 平 均 歩 数 は 増 加 し た が 、
身 体 活 動 量 に 変 化 を 認 め な か っ た こ と は 、適 切 な 援 助 を 確 保 し な が ら 、
福 祉 用 具 を 活 用 し た 身 体 的 な 負 担 の 軽 減 が 図 ら れ た こ と を 示 唆 し て
い る 。  
 対 照 群 の 前 後 比 較 で は 、身 体 的 負 担 と し て 日 勤 帯 で は 消 費 カ ロ リ ー
は 2 回 目 が 有 意 に 多 く 、体 位 変 換 や 車 い す 移 乗 は 変 化 が な か っ た 。福
祉 用 具 の 使 用 は リ フ ト を は じ め 2 回 目 で は 有 意 に 多 く な っ て い た 。夜
勤 帯 で は 消 費 カ ロ リ ー は 変 化 な く 、平 均 歩 数 が 減 少 し た 。援 助 回 数 に
変 化 は な い が 、リ フ ト の 使 用 回 数 が 有 意 に 多 か っ た 。自 覚 症 調 べ で は
「 ね む け 感 」「 不 安 定 感 」が 2 回 目 で 有 意 に 低 く な っ て い た 。援 助 回 数
に 変 化 な く 福 祉 用 具 の 使 用 が 増 加 し た こ と は 、ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ
シ ー の 研 修 開 始 の 影 響 が 考 え ら れ る 。 福 祉 用 具 使 用 が 動 機 づ け ら れ 、
そ の 必 要 性 が 高 ま り 、施 設 全 体 で 実 践 お よ び 定 着 し て い こ う と す る 意
識 が 生 じ て い る こ と が 推 測 さ れ る 。ま た 、先 進 的 な 援 助 を 導 入 し た と
い っ た ホ ー ソ ン 効 果 の 影 響 も 否 定 で き な い た め 、今 後 の 検 討 が 必 要 で
あ る 。  
 調 査 開 始 時 は ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー の 導 入 中 の 施 設 と 未 導 入
の 施 設 を 比 較 検 討 し た 。 介 入 群 と 対 照 群 の 身 体 的 負 担 を 比 較 す る と 、
日 勤 帯 で は 消 費 カ ロ リ ー と 平 均 歩 数 は 介 入 群 が 有 意 に 多 か っ た 。排 泄
介 助 は 介 入 群 が 有 意 に 多 く 、入 浴 介 助 も 有 意 差 は な い が 多 か っ た 。福
祉 用 具 の 使 用 は リ フ ト 、ス タ ン デ ィ ン グ リ フ ト 、グ ロ ー ブ の 使 用 が 介
入 群 で 有 意 に 多 か っ た 。こ れ は 介 入 群 が ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー の
導 入 に よ り 福 祉 用 具 の 使 用 方 法 を 習 得 し 実 践 し て い た 効 果 を 示 す も
の と 考 え ら れ る 。  
2 回 目 の 1 0 か 月 後 の 調 査 で は 、介 入 群 は ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー
継 続 中 、対 照 群 は ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー 導 入 開 始 直 後 の 比 較 と な
っ て い る 。日 勤 帯 及 び 夜 勤 帯 で 消 費 カ ロ リ ー は 同 様 で 有 意 差 は な か っ
た が 、平 均 歩 数 は 介 入 群 が 有 意 に 多 か っ た 。援 助 回 数 は 体 位 変 換 が 対
照 群 で 有 意 に 多 く 、日 勤 帯 で は 排 泄 介 助 は 介 入 群 が 多 か っ た 。福 祉 用
具 の 使 用 は リ フ ト が 対 照 群 で 有 意 に 多 か っ た が 、ス ラ イ デ ィ ン グ シ ー
ト ・ ボ ー ド 、ス タ ン デ ィ ン グ リ フ ト の 使 用 は 少 な か っ た 。対 照 群 は ノ
ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー が 導 入 さ れ 使 用 に つ い て 理 解 は し て い た が 、
活 用 は 不 十 分 で あ っ た 。こ れ は ス ラ イ デ ィ ン グ ボ ー ド 、ス タ ン デ ィ ン
グ リ フ ト は そ の 操 作 が 複 雑 で あ り ス ム ー ズ に 使 用 す る た め に は 時 間
を 要 す る こ と 、対 照 群 で は ス タ ン デ ィ ン グ リ フ ト の 台 数 の 少 な さ が 影
響 し て い る と 考 え る 。今 後 、用 具 の 整 備 と 技 術 の 習 得 に よ り 、使 用 が
増 加 す る 可 能 性 が あ る 。  
一 般 的 に 援 助 回 数 と 身 体 活 動 量 は 比 例 し 、疲 労 度 も 増 す と 報 告 さ れ




ョ ニ ン グ が 多 く 、 必 然 的 に 平 均 活 動 量 や 平 均 歩 数 も 高 く な っ て い る 。
し か し 介 入 群 は 、体 位 変 換 は 少 な く 排 泄 介 助 の 頻 度 が 高 い こ と は 、福
祉 用 具 を 積 極 的 に 使 用 し 要 介 護 者 の 離 床 を 促 す こ と に よ っ て 、排 泄 の
介 助 が 必 然 的 に 増 え て い る こ と が 推 測 で き る 。ま た 、夜 勤 帯 に お け る
介 入 群 は 、排 泄 介 助 や ポ ジ シ ョ ニ ン グ の 回 数 が 有 意 に 多 か っ た が 、活
動 量 や 歩 数 に 対 照 群 と 有 意 差 は 認 め ら れ な か っ た 。援 助 回 数 の 多 さ に
伴 い 活 動 量 が 必 ず し も 比 例 し な い こ と は 、ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー
の 導 入 に よ り 福 祉 用 具 を 適 切 に 使 用 す る こ と で 、身 体 的 な 負 担 が 軽 減
さ れ て い る 可 能 性 が 推 測 さ れ る 。 以 上 か ら 、 日 勤 帯 と 夜 勤 帯 と も に 、
福 祉 用 具 使 用 の 効 果 が 示 さ れ て い る と 考 え ら れ る 。な お 、入 浴 介 助 の
比 較 は 、測 定 日 時 に よ り 偏 り が あ る が 、介 入 群 の 身 体 活 動 量 の 多 さ の
根 拠 に は な り う る と 考 え る 。  
三 枝 ら は 、福 祉 用 具 の 使 用 が 進 ま な い 要 因 に つ い て 、福 祉 用 具 へ の
知 識 不 足 、使 用 に 関 す る 指 導 の 不 徹 底 や 移 乗 介 助 時 の 作 業 時 間 の 不 足 、
福 祉 用 具 そ の も の の 不 足 な ど を 報 告 し て い る (三 枝 ら 2 0 1 5 )。介 入 群 は
対 照 群 と 比 較 し 、リ フ ト や ス ラ イ デ ィ ン グ シ ー ト 、グ ロ ー ブ の 所 有 台
数 は 少 な か っ た が 、日 勤 帯 と 夜 勤 帯 を 通 し て 、こ れ ら 福 祉 用 具 の 使 用
回 数 が 有 意 に 多 か っ た 。ま た 、対 照 群 も 研 修 会 が 開 始 さ れ た 2 回 目 の
調 査 で は 、福 祉 用 具 の 使 用 が 増 加 し て い る 。夜 勤 帯 は 介 護 士 の 配 置 が
少 な い が 、援 助 の 種 類 や 回 数 は 日 勤 帯 と 変 わ ら ず 福 祉 用 具 を 使 用 し て
い る 。イ ン タ ビ ュ ー 結 果 に も 、使 用 の 徹 底 を 図 る た め に は 、ス タ ッ フ
同 士 で 情 報 を 共 有 し 、勤 務 内 容 を 調 整 す る 、リ ー ダ ー が 使 用 に つ い て
助 言 す る な ど の 行 動 が 示 さ れ て い た 。ま た 多 職 種 と 連 携 し よ り 専 門 的
な ア ド バ イ ス や 対 象 者 へ の 対 応 を 参 考 と す る こ と で ノ ー リ フ テ ィ ン
グ ポ リ シ ー へ の 理 解 が 深 ま っ て い る と 考 え ら れ る 。こ れ ら に よ り 、一
般 に「 時 間 と 人 手 が な い 」多 忙 な 勤 務 帯 で あ る に も か か わ ら ず 、「 時 間
と 手 間 が か か る 」と 敬 遠 さ れ て い る 福 祉 用 具 が 使 用 さ れ て い た こ と は 、
ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー の 浸 透 を 示 す も の で あ る 。対 照 群 に お い て
も ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー の 研 修 を 重 ね 、受 講 者 が 増 加 す る と 施 設
に ね む っ て い る 福 祉 用 具 を 活 用 し よ う と い う 意 識 が 明 確 に な る こ と
が 推 察 さ れ る 。 ま た 、 介 入 群 の 対 象 者 は 研 修 回 数 が 1 0 回 以 上 の 中 級
者 が 大 半 で 、福 祉 用 具 の 使 用 に つ い て 熟 知 し 使 用 に 関 し て 抵 抗 が な く 、
施 設 全 体 で ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー を 推 進 し よ う と す る 体 制 が 影
響 し て い る と 考 え る 。  
 
3） 心 理 的 負 担 に つ い て  
本 研 究 の 1 回 目 の 調 査 に お け る 介 入 群 と 対 照 群 の 比 較 は 、介 入 群 の
消 費 カ ロ リ ー や 平 均 歩 数 、入 浴 介 助 、排 泄 介 助 等 が 有 意 に 多 く 、心 理
的 な 仕 事 の 負 担 (量・質 )、自 覚 的 な 身 体 負 担 度 も 有 意 に 高 か っ た 。2 回




っ た が 、平 均 歩 数 は 介 入 群 が 有 意 に 多 か っ た 。心 理 的 な 仕 事 の 負 担 (量 )
は 介 入 群 が 有 意 に 高 か っ た が 、 仕 事 の 負 担 (質 )や 自 覚 的 な 身 体 負 担 度
は 有 意 差 が な く 、双 方 と も に 質 的 な 負 担 が 低 い 結 果 と な っ て い た 。職
場 に お け る 対 人 関 係 に よ る ス ト レ ス は 対 照 群 が 有 意 に 高 い 結 果 で あ
っ た 。  
看 護・介 護 職 は 他 の 職 種 と 比 較 し て 、心 理 的 な 仕 事 の 負 担 (質・量 )、
対 人 関 係 ・ 職 場 環 境 に よ る ス ト レ ス が 高 い と さ れ て い る (三 徳 2 0 0 8 )。
本 研 究 の 対 象 者 も 同 様 の 傾 向 が あ る と 考 え ら れ る 。職 業 性 ス ト レ ス 簡
易 調 査 票 下 位 尺 度 の 職 種 別 の 平 均 値 は 、販 売 サ ー ビ ス 職 の 心 理 的 な 仕
事 の 負 担 (量 )は 男 性 で 9 . 2 点 、女 性 が 8 . 6 点 、心 理 的 な 仕 事 の 負 担 (質 )
は 男 性 が 8 . 6 点 、 女 性 は 8 . 2 点 、 対 人 関 係 ス ト レ ス は 男 性 と 女 性 共 に
6 . 2、 職 場 環 境 ス ト レ ス で は 男 性 で 2 . 1 点 、 女 性 が 2 . 3 点 、 仕 事 の コ ン
ト ロ ー ル 度 は 男 性 が 7 . 9 点 、女 性 7 . 1 点 、上 司 の サ ポ ー ト は 男 性 が 7 . 7
点 、 女 性 が 6 . 5 点 で あ っ た (東 京 医 科 大 学 公 衆 衛 生 学 講 座 2 0 1 4 )。 本 研
究 の 対 象 者 の 平 均 値 は 、 心 理 的 な 仕 事 の 負 担 (量 ) 8 . 6～ 9 . 2 点 、 心 理 的
な 仕 事 の 負 担 (質 )は 1 0～ 8 . 6 点 、対 人 関 係 ス ト レ ス は 5 . 3 ~ 7 . 1 点 、職 場
環 境 が 1 . 9～ 3 . 0 点 、 仕 事 の コ ン ト ロ ー ル 度 は 6 . 9 ~ 8 . 5 点 、 上 司 の サ ポ
ー ト が 6 . 5～ 9 . 0 点 で あ っ た 。 比 較 す る と 心 理 的 な 仕 事 の 負 担 (量 )で 高
い 傾 向 が み ら れ た が 、他 の 項 目 で は ほ ぼ 同 様 の 結 果 で あ っ た 。し た が
っ て 、本 研 究 の 対 象 者 は 対 人 関 係 ・ 職 場 環 境 の ス ト レ ス は 低 い 傾 向 に
あ っ た と い え る 。  
前 述 の 介 護 労 働 実 態 調 査 で は 、 離 職 の 要 因 と し て 福 祉 用 具 の 不 足 、
使 用 機 器 の 不 慣 れ ・ 不 安 が 挙 げ ら れ て い る 。職 場 の ス ト レ ス に は 多 様
な 要 因 が あ る が 、福 祉 用 具 活 用 が 習 慣 化 し て い る 介 入 群 の 現 状 に は 注
目 す る 必 要 が あ る 。介 入 群 は 、職 場 の 人 的 ・ 物 的 環 境 の ス ト レ ス が 低
か っ た 。こ れ に よ り 、 ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー の 導 入 は 、同 僚 や 理
学 療 法 士 、対 象 者 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 質 や 量 が 増 加 し 、関 係 性
が 良 好 で あ る こ と も 心 理 的 負 担 の 軽 減 に つ な が っ て い る こ と が 推 測
さ れ る 。  
心 理 的 な 仕 事 の 負 担 (質 )は 介 入 群 が 1 回 目 で は 高 い 値 を 示 し て い た
が 研 修 を 開 始 し た 2 回 目 で は 対 照 群 と 有 意 差 が な く 、前 後 比 較 で は 減
少 し て い た 。 対 照 群 に お い て は 1 0 か 月 後 で 減 少 し て い た 。 本 研 究 の
施 設 入 所 者 は 、要 介 護 3 以 上 で あ り 、日 常 的 に 身 体 介 助 を 必 要 と す る 。
入 浴 介 助 や 排 泄 介 助 、車 椅 子 移 乗 介 助 は 身 体 的 な 負 担 が 高 く 、さ ら に
入 所 者 の 安 全 を 最 優 先 す る た め に 細 心 の 注 意 を 払 い 援 助 す る こ と か
ら 、心 理 的 な 負 担 が 多 く な る 。さ ら に イ ン タ ビ ュ ー 結 果 か ら 、福 祉 用
具 の 使 用 方 法 に お い て「 事 故 が な い よ う に し な い と 変 な と こ ろ に 力 が
は い っ て る 感 じ が す る 」「 利 用 者 を あ げ た と き に 表 皮 剝 離 が あ っ た ん
で 、常 に 緊 張 す る 」と 安 全 を 確 保 す る た め に 緊 張 を 強 い ら れ て い る こ




す る た め に 、常 に 緊 張 も 強 い ら れ 、心 理 的 な ス ト レ ス が 生 じ る こ と が
推 測 で き る 。  
ス ト レ ス 要 因 と し て の 仕 事 の コ ン ト ロ ー ル 度 、す な わ ち 、仕 事 内 容
や そ の 手 順 を 自 身 で コ ン ト ロ ー ル す る こ と を 意 味 す る が 、介 入 群 で は
前 後 の 変 化 は な く 、対 照 群 で は 2 回 目 が 有 意 に 高 く な っ て い た 。こ れ
は 、介 入 群 は ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー を 継 続 し て 活 用 す る こ と が 定
着 し て お り 、仕 事 内 容 の 配 分 な ど が あ る 程 度 確 立 し て い る こ と を 示 し
て い る 。一 方 で 、対 照 群 は ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー の 導 入 が 開 始 さ
れ た こ と で 、今 ま で の 仕 事 上 の 時 間 配 分 に 変 更 が あ っ た こ と が 影 響 し
て い る と 考 え る 。イ ン タ ビ ュ ー 結 果 で も「 余 分 に 時 間 が か か る か ら 忙
し い 」と 時 間 を 要 す る こ と を 指 摘 し て い る 。さ ら に 、 上 司 か ら の サ ポ
ー ト は 、 1 回 目 は 介 入 群 が 有 意 に 低 か っ た 。 上 司 か ら の サ ポ ー ト が 低
い こ と は 、介 護 士 の 自 立 度 が 高 く 、福 祉 用 具 を 使 用 し て 積 極 的 に 介 助
が 可 能 で あ り ス ト レ ス も 低 く 、上 司 か ら の 介 入 を 必 要 と し て い な い 結
果 で あ る こ と が 推 測 さ れ る 。そ の 一 方 、対 照 群 で は 高 い 状 況 が 継 続 し
て い た 。上 司 か ら の サ ポ ー ト は 、職 場 環 境 を 好 転 さ せ る 要 因 で も あ り 、
対 照 群 に お い て は 今 後 ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー を 推 進 し て い く た
め に は 、 重 要 で あ る と 考 え る 。  
ス ト レ ス 反 応 の 各 項 目 に つ い て 、介 入 群 で は 前 後 の 変 化 が な く 、対
照 群 は「 い ら い ら 感 」が 軽 減 し て い た 。イ ン タ ビ ュ ー 結 果 に お い て 導
入 前 で は 「 腰 が 痛 い の に 、 抱 え な く て は い け な く て 怒 り っ ぽ く な る 」
と い っ た 接 遇 へ の 影 響 が 述 べ ら れ て い た が 、導 入 後 は「 無 理 し な く も
い い こ と が 分 か っ た 」 と 負 担 の 軽 減 に 言 及 し て い た 。 こ れ ら か ら も 、
心 理 的 な 負 担 は 腰 痛 が 改 善 に 伴 っ て 、軽 減 さ れ て い る こ と が 考 え ら れ
る 。看 護 職 や 介 護 職 は 理 学 療 法 士 な ど に 比 べ 職 業 性 ス ト レ ス が 高 い と
報 告 さ れ て い る (林 ら 2 0 1 5 )。こ の 調 査 結 果 と 比 較 す る と 、対 照 群 の 値
は 平 均 的 で あ り 、介 入 群 に お い て は 低 い 傾 向 に あ っ た 。イ ン タ ビ ュ ー
結 果 で は「 世 界 水 準 の 援 助 を し て い る 」と い っ た 意 見 も 語 ら れ て い た 。
本 研 究 の 対 象 者 の ス ト レ ス が 低 値 を 示 す 理 由 は 、ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ
リ シ ー 導 入 が 腰 痛 予 防 に 効 果 が あ る と 研 修 を 受 け て い る こ と な ど に
よ り 、 心 理 的 な 負 担 を 軽 減 し て い る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た と 考 え る 。  
Q O L を 測 定 す る S F 3 6 ®は ，各 尺 度 の 国 民 標 準 値 が 性 別 お よ び 年 代 別
に 算 出 さ れ て い る こ と が 大 き な 特 徴 の 一 つ で あ る 。標 準 値 の 平 均 値 と
標 準 偏 差 を 使 用 し て 偏 差 得 点 を 算 出 す る こ と に よ り 、 調 査 対 象 群 の  
Q O L の 特 徴 を 全 国 標 準 値 と の 比 較 に よ っ て 解 釈 す る こ と が 可 能 で あ
る 。 得 点 が 高 い ほ ど 良 い 状 態 で あ る こ と を 示 し て い る 。  
本 研 究 の 介 入 群 と 対 照 群 は 国 民 標 準 値 ( 4 0 歳 代 )と 比 較 す る と「 身 体
機 能 」、「 全 体 的 健 康 感 」、「 社 会 的 役 割 」が 全 国 標 準 よ り 上 位 で あ っ た 。
一 方 で「 体 の 痛 み 」は 低 く な っ て い た 。こ の 項 目 は 身 体 的 苦 痛 が 仕 事




可 能 性 を 示 唆 し て い る 。 病 棟 勤 務 看 護 師 の Q O L を 調 査 し た 研 究 で は
体 の 痛 み 4 2 . 1 点 、全 体 健 康 感 4 6 . 1 点 、活 力 3 8 . 7 点 、心 の 健 康 3 9 . 8 点  
で あ り ， 国 民 標 準 値 の 5 0 点 と 比 較 し 全 て に お い て 下 回 る 報 告 も あ っ
た (上 田 2 0 0 6 )。こ の 値 と 比 較 す る と 本 研 究 の 対 象 者 は 高 い 値 を 保 っ て
い る 。介 入 群 の 前 後 比 較 で は 体 の 痛 み 、対 照 群 の 前 後 比 較 で も「 体 の
痛 み 」「 活 力 」が 有 意 に 上 昇 し て い た 。さ ら に 1 回 目 の 比 較 で も「 体 の
痛 み 」が 介 入 群 で 有 意 に 高 か っ た 。し た が っ て 、本 研 究 の 対 象 者 の Q O L
は ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー 導 入 に よ り 維 持 さ れ て お り 、特 に 対 照 群
に 関 し て は こ の 導 入 が 向 上 を 推 進 し た 可 能 性 も 考 え ら れ 、腰 痛 な ど の
軽 減 に よ り 一 定 水 準 に 保 つ 可 能 性 を 示 唆 し て い る 。  
 
4） 対 象 者 の 腰 痛 の 実 態  
本 研 究 の 対 象 者 の 腰 痛 が あ る 者 (あ る 、 時 々 あ る )は 1 回 目 の 調 査 に
お い て 介 入 群 で 1 3 名 、対 照 群 で 1 8 名 、2 回 目 の 介 入 群 1 4 名 、対 照 群
11 名 と 深 刻 な 状 況 が 続 い て い る 。し か し 、1 0 か 月 後 に は 対 照 群 の 3 名
が 腰 痛 の 消 失 を 報 告 し て い る 。要 因 の 詳 細 を 追 跡 し て い な い が 、筆 者
の 意 図 し な い 個 人 的 な 要 因 も 影 響 し て い る 可 能 性 も あ る 。ま た 、介 入
群 に つ い て は 腰 痛 の 保 有 に つ い て は 変 化 が な い こ と か ら 、研 修 を 重 ね
日 常 的 に ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー を 実 践 し て い る 効 果 が 推 測 さ れ
る 。  
R D Q (腰 痛 に よ る 日 常 生 活 へ の 障 害 度 )は 腰 痛 が 日 常 生 活 に 与 え る 影
響 度 を 表 し 、腰 痛 有 訴 者 の 全 国 平 均 値 ( 2 0 ~ 7 0 歳 代 )は 3 . 9 7 点 、 3 0 歳 代
男 性 3 . 7 2 点 、 4 0 歳 代 男 性 2 . 1 0 点 、 4 0 代 第 女 性 3 . 6 2 点 、 5 0 歳 代 3 . 3 0
点 と 報 告 し て い る (鈴 鴨 ら 2 0 0 9 )。 井 上 ら は 介 護 職 員 の 腰 痛 の 強 さ と
Q O L に つ い て 調 査 し 、そ の 結 果 6 1 %に 腰 痛 が あ り R D Q 得 点 は 2 . 8± 3 . 8
点 で あ っ た と し て い る (井 上 ら 2 0 1 2 )。 本 研 究 の 対 象 者 は 介 入 群 で は 1
回 目 で は 2 . 8 1 点 、 2 回 目 で は 2 . 7 4 点 、 対 照 群 は 1 回 目 3 . 5 5 点 、 2 回
目 2 . 4 7 点 で 、有 意 差 は な い が 平 均 値 は 低 下 し て い る 。腰 痛 に よ る 障 害
度 は 時 間 の 経 過 と と も に 少 な く な っ て い る こ と が あ き ら か と な っ た 。
こ れ は 、 ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ― を 導 入 し た 対 照 群 が 1 0 ヶ 月 余 り
で 腰 痛 が 低 下 し た こ と な ど に つ い て 今 後 継 続 し た 調 査 が 必 要 で あ る
が 、 腰 痛 予 防 と 軽 減 に 関 し て 影 響 が あ る 可 能 性 が あ る と 考 え る 。  
R D Q と 基 本 情 報 、援 助 回 数 、福 祉 用 具 の 使 用 の 相 関 関 係 は 性 別 、年
齢 、 経 験 年 数 、 研 修 回 数 、 ス ラ イ デ ィ ン グ シ ー ト 、 ス ラ イ デ ィ ン グ ボ
ー ド 、 消 費 カ ロ リ ー 、 歩 数 が 抽 出 さ れ た 。 重 回 帰 分 析 で は 、 性 別 、 経
験 年 数 、ス ラ イ デ ィ ン グ シ ー ト 、ス ラ イ デ ィ ン グ ボ ー ド が 抽 出 さ れ た 。
腰 痛 の 発 生 要 因 の う ち 、前 述 し た よ う に 、個 人 的 要 因 は 年 齢 差 や 性 差
な ど で あ り 、一 般 的 に 女 性 は 男 性 よ り も 筋 肉 量 が 少 な く 体 重 も 軽 い こ
と か ら 、作 業 負 担 が 大 き く な る (厚 生 労 働 省 2 0 1 5 )。経 験 年 数 は 年 齢 と




と 考 え る 。ス ラ イ デ ィ ン グ シ ー ト お よ び ボ ー ド の 使 用 が 抽 出 さ れ た こ
と は こ れ ら の 使 用 に よ る 腰 痛 と の 関 連 に は 今 後 検 討 を 続 け る 必 要 が
あ る 。  
R D Q と 職 業 ス ト レ ス の 相 関 関 係 は 仕 事 の コ ン ト ロ ー ル 度 と 仕 事 の
適 性 度 、働 き が い で 抽 出 さ れ 、S F 3 6 ®と は 日 常 役 割 機 能 (身 体 )、全 体 健
康 感 、心 の 健 康 で 相 関 を み た 。重 回 帰 分 析 の 結 果 は 職 業 ス ト レ ス の ス
ト レ ス 要 因 の う ち 心 理 的 な 仕 事 の 負 担 (質 )、 仕 事 の コ ン ト ロ ー ル 度 、
技 能 の 活 用 度 、 仕 事 の 適 正 度 が 抽 出 さ れ た 。 仕 事 の 負 担 (質 )を 除 く こ
の 3 項 目 は 得 点 が 低 い ほ ど ス ト レ ス が な い と い う 逆 転 項 目 で あ る こ と
か ら 除 外 さ れ る 。 し た が っ て 、 S F 3 6 ®す な わ ち Q O L と 仕 事 の 負 担 (質 )
に 関 し て 関 連 が あ り 、身 体 活 動 量 の 多 さ は 影 響 が 少 な い 可 能 性 が あ る
と 考 え る 。  
日 常 生 活 上 の Q O L を 測 定 す る S F 3 6 ®で は 身 体 機 能 、 全 体 健 康 感 、
活 力 と 関 連 が み ら れ た 。各 項 目 は 過 去 1 か 月 間 の 状 態 を 質 問 し て お り 、
身 体 機 能 は「 激 し い 活 動 を 含 む 、あ ら ゆ る タ イ プ の 活 動 が で き る 」、全
体 健 康 感 は「 健 康 状 態 は 非 常 に 良 い 」、活 力 は「 い つ で も 活 力 に あ ふ れ
て い た 」 で あ り 、 日 常 生 活 に お け る 状 態 を 示 す 項 目 で あ る 。 一 方 、 体
の 痛 み は「 体 の 痛 み の た め に 仕 事 が 妨 げ ら れ る こ と が な か っ た 」、日 常
役 割 機 能 (身 体 )「 仕 事 や ふ だ ん の 活 動 を し た 時 に 身 体 的 な 理 由 で 問 題
は な か っ た 」 を 示 し 、 こ れ ら に は 関 連 が な か っ た 。 し た が っ て 、 体 の
痛 み や 介 護 業 務 が 腰 痛 に よ る 日 常 生 活 へ の 支 障 が 少 な い こ と を 示 唆
し て い る 。  
FA B Q - J は 腰 痛 回 避 思 考 と い う 腰 痛 を 怖 が る と い う 意 識 が 腰 痛 の 認
識 や 作 業 ・ 行 動 の 考 え 方 へ の 影 響 を 評 価 し 、  1 5  点 以 上 を 腰 痛 の 恐 怖
回 避 思 考 の 陽 性 と す る (高 野 2 0 1 6 )。高 野 ら の 調 査 に よ る と 事 務 職 員 に
腰 痛 予 防 対 策 を 導 入 し た 結 果 、 FA B Q－ J が 1 5 点 以 上 の 者 が 減 少 し た
と 報 告 し て い る 。本 研 究 の 平 均 得 点 は 介 入 群 が 1 回 目 で 1 4 . 1 3 点 、2 回
目 が 11 . 2 1 点 、 対 照 群 が 1 回 目 で 1 6 . 3 点 2 回 目 は 1 2 . 4 1 点 で あ っ た 。
介 入 群 は 調 査 開 始 時 か ら 恐 怖 感 は 少 な く 、対 照 群 は ノ ー リ フ テ ィ ン グ
ポ リ シ ー 研 修 会 開 始 後 に 1 5 点 を 下 回 っ て い た 。 以 上 の 結 果 か ら 、 ノ
ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー の 導 入 は 腰 痛 が 仕 事 や 自 身 の 健 康 に 与 え る
不 安 感 や 恐 怖 感 を 緩 和 し て い る 可 能 性 が 考 え ら れ る 。  
 
5)研 修 回 数 に よ る 比 較  
 研 修 の 効 果 を 検 討 す る た め に 、 研 究 回 数 で 層 化 し 分 析 し た 。  
そ の 結 果 、基 本 情 報 と し て は 中 級 者 で は 女 性 が 多 く 、平 均 年 齢 や 経
験 年 数 が 高 く 、 介 護 福 祉 士 が 多 か っ た 。 介 護 福 祉 士 は 1 9 8 7 年 に 制 定
さ れ た「 社 会 福 祉 及 び 介 護 福 祉 士 法 」に よ っ て 定 め ら れ た 国 家 資 格 で
あ る 。介 護 福 祉 士 は 専 門 知 識 と 技 術 を 生 か し て 、利 用 者 の 身 体 上 ・ 精




う 。 実 務 者 研 修 の 正 式 名 称 は 「 介 護 福 祉 士 実 務 者 研 修 」 と い い 、 質 の
高 い 介 護 サ ー ビ ス を 安 定 的 に 提 供 し て い く こ と を 目 標 に 、基 本 的 な 介
護 提 供 能 力 の 修 得 を 目 的 と し た 資 格 と な り 、か つ て の「 ホ ー ム ヘ ル パ
ー 1 級 」 の 後 継 資 格 と し て 位 置 づ け ら れ る 。 最 短 2 ヶ 月 程 度 で 実 務 者
研 修 の 資 格 を 取 得 す る こ と が で き る 。初 任 者 研 修 は 介 護 職 員 初 任 者 研
修 と は 、介 護 の 基 礎 知 識 ・ ス キ ル を 証 明 す る た め の 入 門 資 格 と し て 位
置 づ け ら れ 、「 ホ ー ム ヘ ル パ ー 2 級 」か ら 名 称 変 更 さ れ た 。自 宅 学 習 ( 3 6
～ 3 7 時 間 )、 ス ク ー リ ン グ (  1 5 日 前 後 )で 取 得 が 可 能 で あ る 。 こ の よ う
に 、 資 格 に よ り 教 育 内 容 や 研 修 時 間 が 大 き く 相 違 し て い る こ と か ら 、
知 識 と 援 助 技 術 に 関 し て 差 が 生 じ る と 考 え る 。  
ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー は 知 識 だ け を 修 得 す れ ば 実 践 で き る も
の で は な く 、繰 り 返 し の 学 修 と 実 践 を 必 要 と し 、そ の 内 容 を 理 解 す る
こ と が 重 要 で あ る 。ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ― は 対 象 者 の 身 体 状 況 や
心 理 状 況 を 適 切 に と ら え た う え で 、福 祉 用 具 の 使 用 を 進 め て い く 必 要
が あ る 。つ ま り 、介 護 士 と し て 経 験 を 積 み 、高 齢 者 に 対 す る ア セ ス メ
ン ト 力 や コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 方 法 を 修 得 し て い る 中 級 者 は 初 級 者 に
比 べ 、そ の 実 践 が 比 較 的 容 易 で あ る 可 能 性 が あ る 。ま た 、施 設 に 介 護
福 祉 士 が 多 い こ と は 、実 務 者 研 修 や 初 任 者 研 修 の 介 護 士 と 比 べ 、よ り
多 く の 知 識 や の 援 助 技 術 の ノ ウ ハ ウ を 活 か し て 質 の 高 い 介 護 が 実 践
で き る こ と を 意 味 し て い る 。し た が っ て 、中 級 者 は ノ ー リ フ テ ィ ン グ
ポ リ シ ー を 熟 知 し 、 実 践 が 可 能 な 状 況 に あ る と 考 え ら れ る 。  
中 級 者 は 身 体 活 動 量 で は 消 費 カ ロ リ ー や 平 均 歩 数 、援 助 回 数 、福 祉
用 具 の 使 用 も 有 意 に 多 か っ た 。心 理 的 な 負 担 は ス ト レ ス 要 因 で あ る 心
理 的 な 仕 事 の 負 担 (量・質 )、自 覚 的 な 身 体 的 負 担 度 も 有 意 に 高 か っ た 。
し か し 、 ス ト レ ス 反 応 に は 有 意 差 は 認 め ら れ な か っ た 。 こ の こ と は 、
前 述 の よ う に 女 性 は 作 業 負 担 が 多 い こ と に よ り 身 体 活 動 量 は 増 加 し 、
ス ト レ ス へ の 影 響 が 考 え ら れ る が 、ス ト レ ス に よ る 身 体 の 反 応 に 差 が
な い こ と は 、ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー 導 入 に よ り 心 理 的 な 負 担 が 軽
減 さ れ て い る 可 能 性 も 考 え ら れ る 。今 後 の 検 討 が 必 要 で あ る 。さ ら に
上 司 の サ ポ ー ト は 初 級 者 と 比 べ 有 意 に 低 か っ た こ と か ら 、ス タ ッ フ に
お け る リ ー ダ ー 的 存 在 の 可 能 性 が 考 え ら れ る 。ま た 、習 得 し た 技 術 に
よ り 援 助 者 と し て 自 律 し た 業 務 を 進 め る こ と が 可 能 な 状 況 も 窺 え る 。 
初 級 者 は 有 意 に 上 司 の サ ポ ー ト を 受 け 、有 意 差 は な い が 同 僚 か ら の
サ ポ ー ト を 得 る こ と が 出 来 て い た 。 腰 痛 の 要 因 は 多 様 で あ り 、 心 理 ・
社 会 的 要 因 の 中 で 、職 場 環 境 に 起 因 す る 仕 事 へ の 満 足 感 や 働 き が い が
得 に く い 、上 司 や 同 僚 か ら の 支 援 不 足 、職 場 で の 対 人 ト ラ ブ ル 、仕 事
上 の 対 人 サ ー ビ ス の 対 象 者 と の ト ラ ブ ル 等 、ス ト レ ス の 高 い 職 場 は 腰
痛 の 発 生 率 も 高 く 、 腰 痛 に な っ た 時 の 苦 痛 も 大 き い と さ れ る ( 垰 田
2 0 1 3 )。今 回 の 結 果 で は 、職 場 の 対 人 関 係 で の ス ト レ ス 、職 場 環 境 の ス




て 、初 級 者 は 上 司 や 同 僚 の サ ポ ー ト を 受 け な が ら 援 助 を 実 施 す る こ と
が 可 能 と な り 、中 級 者 も 適 切 に サ ポ ー ト し て い る と い う 職 場 環 境 を 作
り あ げ て い る と 考 え ら れ る 。  
Q O L 尺 度 で あ る S F 3 6 ®で は 全 項 目 で 有 意 差 が な か っ た 。つ ま り 、身
体 活 動 量 が 多 く 、身 体 的 な 負 担 を ス ト レ ス と 感 じ な が ら も 、Q O L は 維
持 さ れ て い る 。 さ ら に 、 腰 痛 の 状 況 を 示 す R D Q は 中 級 者 の 方 が 低 値
で あ っ た こ と か ら 、 腰 痛 の 軽 減 も 図 れ て い る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。  
 こ れ ら か ら 、ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー は 研 修 を 重 ね る こ と で 、福
祉 用 具 の 使 用 や 援 助 回 数 が 増 え 、対 象 者 に 質 の 高 い 援 助 を 提 供 す る こ
と が 可 能 と な る 。さ ら に 、身 体 活 動 量 は あ る 一 定 程 度 が 維 持 さ れ る が 、
ス ト レ ス な ど の 心 理 的 負 担 や 腰 痛 症 状 の 軽 減 に は 寄 与 で き る こ と が
示 唆 さ れ た 。  
 
6） イ ン タ ビ ュ ー 結 果  
ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー 導 入 前 の 福 祉 用 具 使 用 に つ い て は「 一 律
機 械 を 使 う こ と 自 体 が あ ん ま り い い と 思 わ な い 」、「 冷 た い 介 護 、利 用
者 も 不 審 が る 」な ど が 否 定 的 な 思 い が 語 ら れ た 。さ ら に 、使 用 後 で あ
っ て も「 時 間 が か か る 」を デ メ リ ッ ト と し て 捉 え て い た 。本 研 究 の 対
象 者 が 実 施 し て い た 援 助 の 結 果 は 、日 勤 帯 の 車 椅 子 移 乗 介 助 は 1 日 当
た り 3 0 回 を 超 え 、夜 勤 帯 で は 排 泄 介 助 が 1 日 当 た り 約 4 0 回 以 上 と い
う 、非 常 に 多 忙 な 業 務 を こ な し て い た 。榎 ら は 介 護 負 担 感 と 福 祉 用 具
の 使 用 に つ い て の 認 識 を 調 査 し 、時 間 を 優 先 し 身 体 的 な 負 担 を 犠 牲 に
す る こ と や 身 体 的 な 負 担 は 我 慢 す る の が 当 た り 前 と い っ た 特 徴 が あ
り 、 福 祉 用 具 使 用 へ の 不 安 や 抵 抗 感 に つ い て も 報 告 し て い る ( 榎 ら  
2 0 1 9 )。し た が っ て 、福 祉 用 具 を 使 用 す る こ と に は 心 理 的 な 抵 抗 が あ る
と い う 点 に お い て 、本 研 究 の 対 象 者 は 一 般 的 な 特 徴 を 持 っ て い る と 考
え る 。  
導 入 後 の 認 識 と し て 自 身 の 変 化 で は 、「 腰 痛 が ま し に な っ た 」、「 用 具
を 使 っ て い な か っ た ら も っ と ひ ど く な っ て い た 」と 腰 痛 の 軽 減 や「 体
が 楽 に な っ て き た 」と い う 身 体 的 な 負 担 の 軽 減 も 実 感 し て い る 。さ ら
に 、「 自 分 の 姿 勢 が 難 し い 」や「 ベ ッ ド の 高 さ を 調 整 し な い と 腰 が 疲 れ
る 」と い っ た 援 助 姿 勢 の 適 切 さ に つ い て も 言 及 し て い た 。前 述 し た オ
ー ス ト ラ リ ア の ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー 導 入 に よ る 腰 痛 症 状 の 軽
減 と 同 様 の 結 果 が 示 さ れ て い る 。ま た 、ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー は
福 祉 用 具 の 使 用 だ け で な く 、援 助 姿 勢 の 適 切 さ も 重 要 と さ れ る こ と か
ら 、自 身 の 援 助 姿 勢 を 振 り 返 り 、ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー を 効 果 的
に 活 用 し よ う と す る 意 識 も う か が え た 。  
ま た 、導 入 後 の 使 用 方 法 で は 介 入 群 で「 事 故 が な い よ う に し な い と
い け な い と 思 い 変 な と こ ろ に 力 が 入 る 」や「 慣 れ が 一 番 怖 い 」「 用 具 の




用 具・生 活 支 援 用 具 協 会 に よ る と リ フ ト 使 用 時 の 事 故 事 例 が 報 告 さ れ
て お り 、そ の 内 容 は 、介 護 用 リ フ ト 使 用 中 に ア ー ム が 要 介 護 者 の 頭 部
に 当 た り 軽 傷 を 負 っ た な ど で あ る (日 本 福 祉 用 具 ・ 生 活 支 援 用 具 協 会  
2 0 2 0 )。福 祉 用 具 の 安 全 な 利 用 に は 、製 品 の 安 全 性 向 上 と と も に 、利 用
者 に 適 合 し た 用 具 を 選 定 、導 入 し 継 続 的 に 利 用 状 況 を 確 認 、利 用 者 側
の 意 識 喚 起 も 重 要 と さ れ 安 全 マ ニ ュ ア ル が 作 成 さ れ 周 知 さ れ て い る
(日 本 福 祉 用 具 供 給 協 会 2 0 1 0 )。こ の よ う に 福 祉 用 具 使 用 に は 危 険 を 伴
い や す い 。 介 入 群 の 介 護 士 は 日 々 の 援 助 で 福 祉 用 具 を 使 用 す る 際 に 、
危 険 な 場 面 に 遭 遇 し て い る 可 能 性 が あ る 。ま た 、介 護 老 人 保 健 施 設 は
障 害 の あ る 高 齢 者 が 入 居 し 、転 倒 ・ 転 落 リ ス ク が 高 く 、転 倒 に 外 傷 な
ど は 生 命 に か か わ る こ と も あ る 。し た が っ て 、対 象 者 は 安 全 意 識 が 高
く 福 祉 用 具 の 使 用 に つ い て も 細 心 の 注 意 を 払 い 、転 倒 ・ 転 落 や 福 祉 用
具 使 用 に よ る 外 傷 な ど の 予 防 に 配 慮 し て い る と 推 測 さ れ る 。  
森 谷 ら は リ フ ト な ど の 福 祉 用 具 を 対 象 高 齢 者 の 個 別 性 に 合 わ せ 、適
切 に 選 択 し 使 用 す る こ と で 日 常 生 活 行 動 や 認 知 機 能 の 向 上 が 図 れ た
と 報 告 し て い る (森 谷 ら 2 0 11 )。ま た 、前 述 し た 保 田 も 同 様 に 福 祉 用 具
使 用 の 対 象 者 へ の 効 果 を 述 べ て い た (保 田 2 0 1 7 )よ う に 、ノ ー リ フ テ ィ
ン グ ポ リ シ ー で 対 象 高 齢 者 へ の 効 果 が 示 さ れ て い る 。同 様 に 、本 研 究
の 介 入 群 で は「 筋 緊 張 が す ご い 人 が ま し に な っ た 」や「 拘 縮 が 少 な い
印 象 が あ る 」と ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー 導 入 後 の 対 象 者 の 変 化 に つ
い て 述 べ て お り 、 福 祉 用 具 使 用 に よ る 対 象 高 齢 者 の A D L の 向 上 を 実
感 し て い た 。一 方 、対 照 群 で は こ れ ら に つ い て 具 体 的 な 言 及 は な か っ
た 。対 象 高 齢 者 の 変 化 は 時 間 的 な 経 過 も 必 要 で あ る こ と が 推 測 さ れ る 。
援 助 者 と 被 援 助 者 双 方 の 健 康 を 守 る た め に も ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ
シ ― に つ い て の 実 践 の 受 け て 側 の 検 証 が 必 要 で あ る と 考 え る 。  
ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー の 推 進 要 因 と し て 「 ノ ー リ フ テ ィ ン グ
ポ リ シ ー の 周 知 」 と し て 介 入 群 と 対 照 群 と も に 、 ま ず は 体 験 す る こ
と や 知 識 を 知 る こ と で あ る と 述 べ て い た 。 そ の う え で 「 研 修 の 必 要
性 」 と 「 研 修 の 継 続 性 」 の 重 要 性 を 示 し て い る 。 前 述 し た 榎 ら の 調
査 結 果 で は 福 祉 用 具 の 使 用 に つ い て 十 分 な 説 明 や 継 続 し た 指 導 や サ
ポ ー ト を 介 護 士 た ち は 期 待 し て い る と 報 告 し て い た 。 ま た 、 市 川 は
作 業 療 法 士 に は 、 本 来 福 祉 用 具 の 活 用 方 法 を 指 導 す る 役 割 が あ る と
述 べ て い る (市 川 2 0 0 6 )。 本 研 究 で は 、 心 理 的 負 担 に お い て 同 僚 や 上
司 の サ ポ ー ト が さ れ て い る と い う 結 果 が 示 さ れ た 。 さ ら に 、 イ ン タ
ビ ュ ー 結 果 に お い て は 理 学 療 法 士 の 指 導 に よ り 安 心 し て 福 祉 用 具 が
使 用 で き 、 継 続 し た 研 修 に よ り 使 用 方 法 が 浸 透 し て い る 可 能 性 が 述
べ ら れ て い た 。 本 研 究 の 研 究 対 象 施 設 は 多 職 種 の 連 携 や 研 修 の 継 続
と い っ た ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー の 推 進 要 因 と し て の 人 的 お よ び
物 理 的 環 境 が 整 備 さ れ て い た こ と に よ り 定 着 が 進 ん で い る 可 能 性 が




療 法 士 の 協 力 が 重 要 で あ る こ と が 明 ら か と な っ た 。 今 後 は 理 学 ・ 作
業 療 法 士 の ノ ー リ フ テ イ ン グ ポ リ シ ー に 関 す る 認 識 に つ い て も 解 明
す る 必 要 性 も あ る と 考 え る 。  
推 進 要 因 に は 管 理 者 の モ チ ベ ー シ ョ ン に つ い て 「 ト ッ プ の 思 い が
大 切 」、「 現 場 の ト ッ プ と い う 人 が 進 め て い く 」 と 言 及 さ れ て い た 。
福 祉 用 具 の 整 備 に は 経 済 的 な 問 題 も あ り 、 施 設 の 管 理 者 や 法 人 の 管
理 者 の 理 解 が 必 要 で あ る 。 さ ら に 、 現 場 リ ー ダ ー の リ ー ダ ー シ ッ プ
が 重 要 で あ る と 考 え る 。 モ チ ベ ー シ ョ ン に は ス タ ッ フ に つ い て 「 仲
間 を 作 っ て 徐 々 に や る し か な い 」「 時 間 は 作 ろ う と 思 え ば 作 れ る 」 や
援 助 に 必 要 な 十 分 な 時 間 を 確 保 す る な ど が 述 べ ら れ た 。 福 祉 用 具 を
使 用 す る 援 助 に は 時 間 を 要 し 、 安 全 確 保 の た め に 緊 張 を 強 い ら れ る
こ と も あ る が 、 ス タ ッ フ 間 で 協 力 す る こ と で ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ
シ ー を 進 め 、 腰 痛 を 予 防 し よ う と い う 意 識 が う か が え た 。 そ し て 、
「 徹 底 し て 使 う こ と が 利 用 者 と 職 員 た ち を 守 る こ と に な る こ と を 伝
え る 」 と の べ て い た 。 こ の よ う に 、 ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー の 理




























第 2 節 ： 看 護 系 大 学 教 員 の ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー に 関 す る 認 識  
 
1． 研 究 目 的  
 看 護 基 礎 教 育 に 携 わ る 教 員 に お け る ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー の
認 識 と そ の 指 導 内 容 の 実 態 を 明 ら か に す る 。  
 
2． 用 語 の 操 作 的 定 義  
1)看 護 基 礎 教 育：文 部 科 学 大 臣 ま た は 厚 生 労 働 大 臣 が 指 定 す る 保 健 師
助 産 師 看 護 師 学 校 養 成 所 に お け る 保 健 師 ・ 助 産 師 ・ 看 護 師 免 許 取 得 の
た め の 教 育 を い う 。  
2)現 任 教 育 (継 続 教 育 )： 看 護 資 格 を も っ て 看 護 実 践 現 場 に お い て 、 看
護 業 務 に 従 事 し て い る 者 に 対 す る 教 育 を い う 。看 護 の 専 門 職 と し て 常
に 最 善 の ケ ア を 提 供 す る た め に 必 要 な 知 識 、技 術 、態 度 の 向 上 を 促 す
た め の 臨 地 に お け る 学 習 を 支 援 す る 活 動 で あ る 。現 任 教 育（ 継 続 教 育 ）
は 、看 護 基 礎 教 育 で の 学 習 を 基 盤 と し 体 系 的 に 計 画 さ れ た 学 習 や 個 々
人 が 自 律 的 に 積 み 重 ね る 学 習 、 研 究 活 動 を 通 じ た 学 習 な ど  さ ま ざ ま
な 形 態 を と る 学 習 を 支 援 す る よ う に 計 画 さ れ る も の で あ る (日 本 看 護
協 会 2 0 1 0 b )。  
 
3． 研 究 方 法  
 
1)調 査 期 間 は 2 0 1 8 年 8 月 ～ 1 2 月 と し た 。  
 
2)選 定 条 件  
対 象 は 日 本 看 護 系 大 学 協 議 会 の 会 員 校 2 7 7 校 ( 2 0 1 8 年 3 月 1 日 現 在 )
と し た 。 対 象 大 学 の 基 礎 看 護 学 、 成 人 看 護 学 、 老 年 看 護 学 、 在 宅 看 護
論 領 域 に 所 属 す る 各 領 域 教 員 1 名 の 計 4 名 、 総 数 1 , 1 0 8 名 の 看 護 教 員
に 研 究 協 力 を 要 請 し た 。こ れ ら の 領 域 を 選 定 し た 理 由 は 移 乗 ・ 移 動 援
助 に つ い て 指 導 し て い る と 考 え た た め で あ る 。  
 
3)サ ン プ ル サ イ ズ の 決 定  
対 象 の サ ン プ ル サ イ ズ は 、母 集 団 か ら 抽 出 し た サ ン プ ル に 含 ま れ る
条 件 を 満 た す 対 象 の 比 率 (サ ン プ ル 比 率 )が  母 集 団 の そ れ と 近 い 値 と
し 、サ ン プ ル 比 率 を 誤 差 範 囲 内 で 収 め る た め に 必 要 な 値 と し た 。そ こ
で 、サ ン プ ル サ イ ズ を 誤 差 、信 頼 度 、母 比 率 を 指 定 す る こ と で 求 め た 。
し た が っ て 、 本 研 究 で は 、 誤 差 は 5、 信 頼 度 9 5％ 、 母 比 率 5 0％ で 3 8 5
名 、母 比 率 3 0％ 3 2 3 名 と し た 。な お 、事 前 に G＊ p o w e r 3 ( H e i n r i c h－ H e i n e
－ U n i v e r s i t y  f r e e  s o f t w a r e )を 用 い て 、 検 出 力 分 析 を 行 っ た (有 意 水 準 α





4)調 査 依 頼 方 法  
看 護 系 大 学 協 議 会 の 名 簿 に 記 載 の あ る 大 学 の 所 属 長 宛 に 研 究 目 的
と 研 究 協 力 依 頼 を 書 面 に て 郵 送 し 、 研 究 協 力 の 承 諾 を 得 た 。 そ の 後 、
協 力 可 能 な 基 礎 ・ 成 人 ・ 老 年 ・ 在 宅 看 護 論 領 域 に 所 属 す る 教 員 の う ち
各 1 名 ず つ に 対 し て 、研 究 依 頼 文 書 と 調 査 票 の 配 布 を 依 頼 し た 。調 査
票 の 配 布 を 受 け た 教 員 に は 、調 査 票 の 返 信 を 回 答 後 2 週 間 以 内 と し て
依 頼 し た 。  
 
5)調 査 方 法  
郵 送 式 自 記 式 質 問 紙 調 査 と し た 。  
 
6)調 査 内 容  
 調 査 票 の 内 容 は 以 下 の と お り で あ る 。  
基 礎 情 報 と し て 、 性 別 、 年 齢 、 取 得 学 位 、 担 当 領 域 、 職 位 、 教 員 お
よ び 臨 床 経 験 年 数 、 担 当 領 域 の 経 験 年 数 、 腰 痛 の 有 無 と し た 。  
ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー の 認 識 に つ い て 知 識 の 有 無 、知 識 を 得 た
場 所 ・ 場 面 、ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー の 教 育 へ の 反 映 と し て 講 義 お
よ び 臨 地 実 習 で の 指 導 に つ い て と し た 。  
福 祉 用 具 の 使 用 方 法 等 に 関 す る 認 識 の 有 無 と そ の 指 導 内 容 や 指 導
場 面 に つ い て 、 看 護 援 助 時 の 姿 勢 (ボ デ ィ メ カ ニ ク ス )に 関 す る 指 導 に
つ い て 、 腰 痛 予 防 方 法 に 対 す る 認 識 や 授 業 へ の 取 り 組 み な ど と し た 。  
教 員 の 学 習 へ の 姿 勢 を 評 価 す る 尺 度 と し て「 学 習 ニ ー ド ア セ ス メ ン
ト ツ ー ル 看 護 教 員 用 」 (舟 島 2 0 1 5 )を 使 用 し 、学 習 ニ ー ド の 得 点 と ノ ー
リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー の 認 識 や 腰 痛 予 防 対 策 の 関 心 の 高 さ を 検 討 し
た 。「 学 習 ニ ー ド ア セ ス メ ン ト ツ ー ル 看 護 教 員 用 」は 使 用 許 諾 を 受 け 使
用 し た 。  
さ ら に 、ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー が 推 進 し な い 要 因 に つ い て 文 献
検 討 を 基 に 以 下 の よ う に 項 目 を 設 定 し た 。「 福 祉 用 具 の 使 用 方 法 が わ
か ら な い 」「 福 祉 用 具 が 整 備 さ れ て い な い 」「 法 律 な ど で 義 務 化 さ れ て
い な い 」「 研 修 会 な ど の 機 会 が 少 な い 」「 施 設 ・ 病 院 の 管 理 者 の 理 解 が
不 足 し て い る 」「 援 助 者 自 身 の 安 全 を 考 え な い 」「 対 象 者 が 怖 が り 、嫌
が る 」「 対 象 者 や 家 族 の 同 意 が 得 ら れ な い 」「 器 械 を 使 用 す る の は 非 人
間 的 な 援 助 で あ る 」「 福 祉 用 具 を 使 用 す る こ と は 危 険 で あ る 」「 腰 痛 が
あ る の は 仕 方 が な い 」「 福 祉 用 具 を 使 う と 時 間 が か か る 」「 ス タ ッ フ 間
の 連 携 が な い 」「 多 職 種 の 連 携 が 不 足 し て い る 」「 看 護 基 礎 教 育 に お け
る 指 導 が 不 足 し て い る 」「 現 任 教 育 で の 指 導 が 不 足 し て い る 」を 設 定 し 、
リ ッ カ ー ト 7 件 法 で 質 問 し た 。  
 
7)分 析 方 法  




ポ リ シ ー の 認 識 の 有 無 な ど に つ い て ク ロ ス 集 計 を し 、 P e a r s o n  c h i -
s q u a r e d  t e s t 、 F i s h e r ' s  e x a c t  t e s t を 行 っ た 。 教 員 年 数 や 年 齢 な ど を
S h a p i r o - Wi l k  t e s t で 正 規 性 を 確 認 し 、 正 規 分 布 が 確 認 で き た 項 目 に つ
い て o n e - w a y  A N O VA を 実 施 し 、 有 意 差 を 確 認 し た 。  
 ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー の 知 識 の 有 無 と 福 祉 用 具 の 使 用 お よ び
ボ デ ィ メ カ ニ ク ス や 腰 痛 予 防 の 知 識 と 対 策 を 教 育 内 容 と す る か に つ
い て P e a r s o n  c h i - s q u a r e d  t e s t を 行 っ た 。  
ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー の 認 識 の 有 無 目 的 変 数 と し 、福 祉 用 具 の
認 識 、腰 痛 予 防 に つ い て の 認 識 の 有 無 、基 本 情 報 な ど を 説 明 変 数 と し
て ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析 を 行 っ た 。ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー の 推
進 阻 害 要 因 に つ い て は 探 索 的 因 子 分 析 を 行 っ た 。ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ
リ シ ー の 認 識 と 学 習 ニ ー ド の レ ベ ル に つ い て 多 変 量 解 析 を 行 い 、そ の
関 係 性 を 検 討 し た 。  
調 査 用 紙 の 自 由 記 述 に つ い て は 文 章 を 熟 読 し 、内 容 の 類 似 性 と 相 違
性 を 検 討 し 、研 究 者 以 外 の 内 容 に 精 通 し た 研 究 者 と と も に 、検 討 し た
う え で 信 頼 性 と 妥 当 性 を 確 保 し 、 カ テ ゴ リ ー 化 し た 。  
 
8)倫 理 的 配 慮  
筆 者 の 所 属 す る 森 ノ 宮 医 療 大 学 研 究 支 援 セ ン タ ー 研 究 倫 理 審 査 部
会 に 以 下 の 内 容 を 申 請 し 、承 認 が 得 ら れ た う え で 、本 研 究 を 実 施 し た
(承 認 番 号 ： 2 0 1 8 - 0 6 6 )。  
研 究 協 力 対 象 施 設 の 長 に 対 し て 研 究 概 要 を 文 書 に て 説 明 し 、自 由 意
思 に よ る 研 究 協 力 を 文 書 に て 承 諾 を 得 た 。施 設 の 長 か ら 研 究 に 協 力 を
得 る こ と が 出 来 る 研 究 対 象 候 補 者 の 紹 介 を 受 け 、そ の 候 補 者 に 対 し 本
研 究 の 目 的 と 方 法 等 を 明 示 し た 文 書 に て 研 究 概 要 に つ い て 十 分 な 説
明 を 提 示 し た 。自 由 意 思 に よ っ て 同 意 が な さ れ た 場 合 、無 記 名 の ア ン
ケ ー ト 用 紙 の 提 出 を 持 っ て 同 意 を 得 た こ と と し た 。な お 、協 力 が 得 ら
れ な い 場 合 も な ん ら の 不 利 益 を 被 る こ と は な い こ と 、研 究 参 加 へ の 途
中 辞 退 を 認 め 、撤 回 に よ り 業 務 上 の 不 利 益 を 被 る こ と は な い こ と を 確
約 し た 。  
研 究 協 力 に あ た り 、匿 名 性 を 確 保 す る こ と 、研 究 で 得 ら れ た デ ー タ
は 厳 重 に 管 理 し 、研 究 終 了 後 に 確 実 な 破 棄 を す る こ と 、ま た 本 研 究 以
外 の 目 的 で 使 用 す る こ と は な い こ と を 確 約 し た 。デ ー タ の 管 理 に つ い
て は 研 究 代 表 者 が 責 任 を 持 っ て 行 い 、鍵 の か か る 場 所 に 厳 重 に 管 理 し
た 。  
研 究 成 果 は 研 究 協 力 施 設 名 と 研 究 参 加 者 名 な ど が 特 定 さ れ な い よ
う に 匿 名 性 を 高 め る 配 慮 を し 、研 究 成 果 を 看 護 教 育 の 向 上 を 目 的 と す





4． 結 果  
 
1)調 査 票 回 収 結 果  
 調 査 票 配 布 数 1 , 1 0 8 名 、 回 収 数 は 2 3 2 名 、 有 効 回 答 数 は 2 3 0 名 、 回
収 率 は 1 6 . 6％ で あ っ た 。  
 
2)対 象 者 の 基 礎 情 報  
 対 象 者 の 基 礎 情 報 は 表 2 5、2 6 に 示 し た 。以 後 、領 域 別 名 は 看 護 学 領
域 を 省 略 す る 。 看 護 教 員 の 性 別 は 女 性  2 2 3 名 、 男 性 7 名 で あ っ た 。
学 位 別 の 構 成 割 合 は 博 士 4 3 . 9％ 、修 士 4 6 . 5 %、学 士 3 . 9 %、年 代 別 の 構
成 割 合 は 、 5 0 歳 代 4 0 . 4％ 、 4 0 歳 代 3 3 . 9％ 、 6 0 歳 以 上 1 6 . 9％ 、 3 0 歳 代
8 . 3％ 、2 0 歳 代 0％ で あ っ た 。領 域 別 は 基 礎 8 9 名 、成 人 5 4 名 、老 年 5 4
名 、 在 宅 3 2 名 で あ っ た  
対 象 者 別 の 職 位 ・ 学 位 ・ 領 域 人 数 と 平 均 年 齢 及 び 標 準 偏 差 、 領 域 担
当 、教 員 経 験 、臨 床 経 験 年 数 は 表 2 6 に 示 す 。平 均 年 齢 は 学 位 別 で は 有
意 差 が な か っ た 。 職 位 別 で は 教 授 5 7 . 5 ± 7 . 7 歳 、 助 手 4 1 . 5 ± 6 . 5 歳 ( P
＝ . 0 0 1 )で あ っ た 。領 域 別 も 有 意 差 は な か っ た 。領 域 別 担 当 年 数 は 学 位
別 で 博 士 が 1 2 . 4± 7 . 8 年 ( P＝ . 0 0 1 )、職 位 別 は 教 授 1 6 . 3± 8 . 5 年 ( P＝ . 0 0 0 )、
領 域 別 は 基 礎 11 . 9±8 . 6 年 ( P＝ . 0 4 1 )で 基 礎 領 域 が 有 意 に 長 か っ た 。 教
員 経 験 年 数 は 博 士 が 1 6 . 9 ± 8 . 2 年 ( P ＝ . 0 0 0 ) 、 教 授 は 2 0 . 9 ± 8 . 3 年 ( P
＝ . 0 0 0 )で あ っ た 。 臨 床 経 験 年 数 は 学 士 が 1 9 . 1 ± 1 3 . 1 年 ( P＝ . 0 0 0 )。 博 士
と 修 士 で は 臨 床 経 験 の な い 教 員 も い た 。職 位 別 の 臨 床 経 験 年 数 は 助 教
が 1 2 . 8 ± 8 . 2 年 ( P＝ . 0 0 8 )で あ っ た 。  
  
3)ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー の 知 識 に つ い て  
ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー の 知 識 の 有 無 と 対 象 者 の 基 礎 情 報 、腰 痛
の 有 無 、腰 痛 予 防 の 知 識 、福 祉 用 具 の 使 用 方 法 、な ど の 関 連 は 表 2 7 に
示 し た 。学 位 別 に よ る ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー の 知 識 を 有 す る 者 は
学 位 別 、 職 位 別 で は 有 意 差 が な か っ た 。 領 域 別 は 基 礎 5 4 名 ( 4 3 . 9 % )、
成 人 1 8 名 ( 1 4 . 6 % )、老 年 3 2 名 ( 2 5 . 2 % )、在 宅 2 0 名 ( 1 6 . 3 % ) ( P＝ . 0 0 4 )で 、
基 礎 看 護 学 領 域 の 教 員 の 知 識 率 が 高 い こ と が 明 ら か と な っ た 。  
知 識 を 得 た 場 所 で 最 も 多 か っ た の は 研 修 会 ・ 研 修 会 3 1 名 、 学 会 2 7
名 、 現 職 場 2 1 名 、 臨 床 現 任 教 育 1 3 名 、 基 礎 教 育 課 程 8 名 で あ っ た 。
そ の 他 と し て 、「 大 学 内 で 他 の 教 員 よ り 聞 い た 」な ど が 11 名 、「 海 外 研
修 で 知 っ た 」、「 学 術 誌 、 看 護 雑 誌 」 が 各 6 名 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 、 図 書
な ど が あ っ た 。  
腰 痛 を 有 し 、ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー の 知 識 が あ る 者 、 腰 痛 予 防
の 知 識 の 有 す る 者 は 有 意 差 が 無 か っ た 。  
ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー の 知 識 の 有 無 と 福 祉 用 具 の 使 用 方 法 の




移 乗 用 リ フ ト の 知 識 の あ る 者 は あ る 者 1 0 1 名 ( 8 1 . 5 % )、 な い 者 2 3 名
( 1 8 . 5 % ) ( P＝ . 1 5 3 )、 ト ラ ン ス フ ァ ー ボ ー ド で は 有 る 者 が 9 4 名 ( 7 5 . 8 % )、 
な い 者 は 3 0 名 ( 2 4 . 2 % )  ( P＝ . 0 0 5 )で あ っ た 。ス ラ イ デ ィ ン グ シ ー ト で は
知 識 の あ る 者 が 11 8 名 ( 9 5 . 2 % )、 無 い 者 は 6 名 ( 4 . 8 % )  ( P＝ . 0 0 3 )で あ っ
た 。ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー の 知 識 を 有 す る 者 が 福 祉 用 具 の 使 用 方
法 の 知 識 が あ る こ と が 明 ら か に な っ た 。  
 教 育 内 容 と の 関 連 に つ い て も 表 2 8 に 示 し た 。 ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ
リ シ ー の 知 識 を 有 し 、 指 導 し て い る 者 は 4 8 名 ( 3 8 . 3 % )、 し て い な い 者
が 7 5 名 ( 6 1 . 7 % ) ( P＝ . 0 0 0 )で あ っ た 。腰 痛 予 防 対 策 を 指 導 し て い る 者 4 9
名 ( 4 2 . 6 % )、し て い な い 者 6 6 名 ( 5 4 . 2 % ) ( P＝ . 0 3 8 )、ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ
リ シ ー の 知 識 を 有 し て い て も 、腰 痛 予 防 対 策 や ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ
シ ― を 教 育 内 容 に 反 映 し て い な い 実 態 が 明 ら か と な っ た 。  
 教 育 内 容 に し な い 理 由 の 自 由 記 述 は 表 2 9 に 示 す 。［ 担 当 領 域 で は な
い ］で は「 担 当 教 育 内 容 に 関 係 が な い た め 」「 リ フ ト な ど に 関 し て は 在
宅 、 老 年 で 教 授 し て い る か ら 」、［ 授 業 内 容 と し て い な い ］ で は 「 内 容
と し て 入 れ ら れ な い 」「 教 育 内 容 に 入 れ る か 迷 っ て い る 」［ 時 間 が な い ］
「 担 当 科 目 の 時 間 数 が 不 足 し て い る 」、［ 知 識 が な い ］「 詳 し い 知 識 、技
術 が な い 」「 言 葉 を 知 ら な か っ た 」「 学 び が 浅 く 、 賛 同 者 が 少 な い 」 な
ど が あ っ た 。［ テ キ ス ト に な い ］で は「 一 般 的 な テ キ ス ト 等 に 記 載 が な
く 、 現 段 階 に お け る 基 本 的 内 容 の 教 育 内 容 を 中 心 に 行 っ て い る た め 」
「 他 に 優 先 し な け れ ば な ら な い も の が あ る 」が 記 載 さ れ た 。［ 用 具 が な
い ］は「 ハ ー ド 面 の 充 実 が 追 い つ い て い な い 」「 物 が な く 難 し い 」が あ
り 、［ 必 要 性 が な い ］ で は 「 必 要 と 感 じ な い 」「 緊 急 性 が な い 」 と さ れ
た 。［ そ の 他 ］「 用 語 を 用 い て い な い 」「 福 祉 機 器 の 説 明 を 中 心 に 行 っ て
い る 」「 使 っ て は い な い が 、腰 痛 と の 関 連 等 は 伝 え て い る 」が 記 載 さ れ
て い た 。  
ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー の 知 識 の 有 無 を 従 属 変 数 に し 、年 齢 、担
当 領 域 、現 担 当 経 験 年 数 、教 員 経 験 年 数 、臨 床 経 験 年 数 を 独 立 変 数 と
し て 強 制 投 入 法 に よ る ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析 を 表 3 0 に 示 す 。ま た 、
年 齢 、 学 位 、 担 当 領 域 、 現 担 当 経 験 年 数 、 教 員 経 験 年 数 、 臨 床 経 験 年
数 を 共 変 量 と し て 、腰 痛 の 有 無 、腰 痛 予 防 の 知 識 、ボ デ ィ メ カ ニ ク ス
の 知 識 と 教 育 内 容 に し て い る 、福 祉 用 具 (リ フ ト 、ス ラ イ デ ィ ン グ シ ー
ト 、ス ラ イ デ イ ン グ ボ ー ド ス タ ン デ ィ ン グ リ フ ト )の 使 用 方 法 の 知 識 の
有 無 、な ど を 分 析 し た 。そ の 結 果 、現 担 当 年 数 の み オ ッ ズ 比 0 . 9 4、信
頼 区 間 ( 0 . 8 9－ 0 . 9 9 )、 ( P＝ . 0 3 2 )が 抽 出 さ れ た 。  
 
4)福 祉 用 具 の 使 用 方 法 に つ い て の 知 識  
 福 祉 用 具 の 使 用 方 法 の 知 識 の 有 無 に つ い て は 表 3 1 に 示 し た 。 知 識
の あ っ た 者 で は リ フ ト は 1 7 9 名 ( 7 7 . 8 % )、ス ラ イ デ ィ ン グ ボ ー ド が 2 0 6




ー ト 2 0 6 名 ( 8 9 . 5 % )、ス タ ン デ ィ ン グ リ フ ト 6 7 名 ( 2 9 . 1 % )で あ っ た 。知
識 を 得 た 場 所 は 現 在 の 職 場 7 7 名 、 臨 床 現 場 7 0 名 、 学 会 3 6 名 、 研 修
会 6 1 名 、 基 礎 教 育 課 程 3 8 名 で あ っ た 。  
 福 祉 用 具 の 使 用 方 法 を 教 育 内 容 に し て い る 教 員 数 は 11 3 名 、指 導 教
科 目 は 講 義 7 2 名 、 演 習 9 1 名 、 臨 地 実 習 3 9 名 で あ っ た 。 教 育 内 容 に
し な い 理 由 の 自 由 記 述 は 表 3 2 に 示 し た 。［ 時 間 が な い ］で は「 教 育 時
間 数 の 不 足 」「 教 育 内 容 が 多 い 」、［ 担 当 で な い ］で は「 単 元 担 当 で は な
い 」「 基 礎 看 護 分 野 に 任 せ て い る 」「 他 領 域 に 任 せ て い る 」が 記 載 さ れ
て い た 。［ テ キ ス ト に な い ］で は「 直 接 関 連 す る 教 育 内 容 が な い た め 」
「 学 習 目 標 に 入 ら な い 」、［ 用 具 が な い ］は「 物 品 が な い か ら 」「 用 具 が
校 内 に な い 」が あ っ た 。［ そ の 他 ］で は「 福 祉 用 具 に つ い て ふ れ る 機 会
が な い 」が 記 載 さ れ て い た 。し た が っ て 、福 祉 用 具 の 知 識 は 有 し て い
る が 教 育 内 容 に し て い な い 教 員 は 半 数 近 く で あ り 、そ の 理 由 は 学 修 項
目 に な っ て い な い と 回 答 し た 者 が 多 か っ た 。  
 
5)ボ デ ィ メ カ ニ ク ス に つ い て  
 ボ デ ィ メ カ ニ ク ス を 教 育 内 容 に つ い て は 表 3 3 に 示 し た 。 教 育 し て
い る 教 員 は 7 2 . 2 %、 指 導 教 科 目 は 講 義 1 0 0 名 、 演 習 1 4 6 名 、 臨 地 実 習
11 8 名 で あ っ た 。 教 育 内 容 と し て い る 教 員 の う ち ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ
リ シ ー を 指 導 内 容 と し て い る 者 は 4 5 名 ( 3 4 . 4 % )、 し て い な い 者 は 1 2 1
名 ( 6 5 . 6 % ) ( P＝ . 0 4 0 )、 福 祉 用 具 の 使 用 方 法 を 指 導 す る 者 9 8 名 ( 6 0 . 4 % )  
し な い 者 7 4 名 ( 3 9 . 6 % )  ( P＝ . 0 0 3 )、 腰 痛 予 防 対 策 を 指 導 す る 者 は 7 1 名
( 4 7 . 3 % )、し な い 者 が 7 9 名 ( 5 2 . 7 % ) ( P＝ . 0 0 0 )で あ っ た 。し た が っ て 、ボ
デ ィ メ カ ニ ク ス は 教 授 し て い る が 、ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー は 教 授
し て い な い こ と が 示 さ れ た 。  
 
6)腰 痛 予 防 の 知 識 に つ い て  
 腰 痛 予 防 対 策 の 知 識 と ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー な ど の 関 係 に つ
い て は 表 3 4 に 示 し た 。腰 痛 予 防 の 知 識 を 有 す る 者 は 9 2 . 2 %、知 識 を 得
た 場 所 は 臨 床 現 場 が 最 も 多 か っ た 。そ の 他 と し て 自 身 の 研 究 、自 己 学
習 、 メ デ ィ ア (イ ン タ ー ネ ッ ト 、 新 聞 、 テ レ ビ 、 雑 誌 )、 テ キ ス ト 、 医
師 、 通 院 し た 病 院 、 病 院 の リ ハ ビ リ 室 、 整 体 院 、 ア メ リ カ 、 実 習 先 な
ど が あ っ た 。教 育 内 容 と す る 教 員 は 3 4 . 8％ 、使 用 方 法 を 指 導 す る 教 科
目 は 講 義 5 4 名 、 演 習 6 1 名 、 臨 地 実 習 4 2 名 で あ っ た 。  
腰 痛 予 防 の 知 識 を 有 す る 教 員 の う ち ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー を
指 導 す る 者 は 4 9 名 ( 3 0 . 6 % )、し な い 者 111 名  ( 6 9 . 4 % ) ( P = . 0 3 9 )、予 防 対
策 を 指 導 す る 、 福 祉 用 具 の 使 用 方 法 を 指 導 す る に は 有 意 は な か っ た 。
こ の よ う に 、腰 痛 予 防 の 知 識 を 有 し て い て も ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ
― の 教 育 が さ れ て い な い こ と が 示 さ れ た 。  




［ 担 当 で な い ］は「 該 当 す る 科 目 を 担 当 し な い 」「 基 礎 看 護 学 で の 教 育
内 容 に あ る た め 」、［ 単 元 に な い ］ で は 「 カ リ キ ュ ラ ム に な い 」、［ 知 識
が な い ］は「 あ ま り 理 解 し て い な い 」が あ っ た 。［ 必 要 性 が な い ］は「 教
育 内 容 に 含 め る 必 要 性 を 感 じ な い 」「 学 生 が 単 独 あ る い は 主 と し て ト
ラ ン ス フ ァ ー 技 術 を 用 い る こ と が な く 教 育 の 機 会 が な い 」、［ ボ デ ィ メ
カ ニ ク ス で 予 防 で き る ］で は「 予 防 法 と し て 特 別 に 行 っ て い な い 、ボ
デ ィ メ カ ニ ク ス の 中 に 意 義 と 効 果 と し て 含 め て い る 」が あ っ た 。［ そ の
他 ］で は「 腰 痛 が 多 い 理 由 は 教 育 し て い る 」「 腰 痛 予 防 を 目 的 と し た 授
業 を 担 当 し て い る 」 な ど が 記 述 さ れ て い た 。  
 
7)「 学 習 ニ ー ド ア セ ス メ ン ト ツ ー ル 」 に つ い て  
看 護 教 員 の 学 習 へ の 姿 勢 を 評 価 す る 尺 度 と し て「 学 習 ニ ー ド ア セ ス
メ ン ト ツ ー ル 看 護 教 員 用 」を 使 用 し 、そ の 平 均 点 を 比 較 し た 。表 3 6 に
示 す 。学 位 別 で は 博 士 が 最 も 低 い 値 で あ っ た が 有 意 差 は な か っ た 。職
位 別 で は 講 師 が 最 も 高 か っ た 。領 域 別 で は 在 宅 看 護 論 領 域 が 最 も 高 い
値 で あ っ た 。  
ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー の 認 識 と の 関 係 に つ い て は 表 3 7 に 示 す 。
知 っ て い る か の 問 い に「 は い 」が 5 3 名 1 3 6 . 7 9 ± 3 7 . 3 1 点 、「 い い え 」が
1 7 6 名 1 3 9 . 0 6 ± 2 5 . 6 3 点 ( P＝ . 6 8 0 )、福 祉 用 具 の 使 用 方 法 は「 は い 」が 11 3
名 1 3 9 . 6 1 ± 3 1 . 0 4 点 、「 い い え 」 が 11 3 名 1 3 7 . 5 4 ± 2 6 . 6 2 点 ( P＝ . 5 9 3 )、 ボ
デ ィ メ カ ニ ク ス は 「 は い 」 が 11 6 名 1 3 9 . 0 7 ± 2 9 . 0 5 点 、「 い い え 」 は 6 4
名 1 3 6 . 9 2 ± 2 7 . 7 1 点 、( P＝ . 5 2 9 )で 有 意 差 は 認 め な か っ た 。ノ ー リ フ テ ィ
ン グ ポ リ シ ー の 認 識 と 学 習 ニ ー ド の 高 さ に つ い て は 、職 位 ・ 学 位 ・ 領
域 別 で 関 連 は 認 め な か っ た 。  
 
8)ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ― 推 進 阻 害 要 因 に つ い て  
 ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ― の 推 進 阻 害 要 因 に つ い て 因 子 分 析 の 結
果 は 表 3 8、 3 9 に 示 す 。  
 ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー の 知 識 が あ る 教 員 11 0 名 に 対 し 、そ の 推
進 要 因 に つ い て 質 問 内 容 を リ ッ カ ー ト 5 件 法 で 回 答 を 得 た 。質 問 内 容
は 文 献 検 討 で 抽 出 し た 1 6 項 目 と し た 。分 析 方 法 は 因 子 抽 出 法 を  最 尤
法 と し 、 回 転 法 は  K a i s e r  の 正 規 化 を 伴 う プ ロ マ ッ ク ス 法 と し た 。  
ま ず 、1 6 項 目 に つ い て 得 点 分 布 を 確 認 し た と こ ろ 、い く つ か の 質 問
項 目 で 得 点 分 布 の 偏 り が 見 ら れ た 。し か し な が ら ，得 点 分 布 の 偏 り が
見 ら れ た 項 目 の 内 容 を 吟 味 し た と こ ろ ，推 進 阻 害 要 因 と い う 概 念 を 測
定 す る 上 で 不 可 欠 な も の で あ る と 考 え ら れ た た め 、項 目 を 除 外 せ ず に
全 て の 質 問 項 目 を 以 降 の 分 析 対 象 と し た 。  
次 に 1 6 項 目 に 対 し て 最 尤 法 に よ る 因 子 分 析 を 行 っ た ． 固 有 値 の 変
化 は 4 . 5 0、 2 . 2 2、 1 . 0 7… と い う も の で あ り 、 因 子 の ス ク リ ー プ ロ ッ ト




こ で 再 度 ３ 因 子 を 仮 定 し て 最 尤 法・P r o m a x 回 転 に よ る 因 子 分 析 を 行 っ
た 。そ の 結 果 、十 分 な 因 子 負 荷 量 を 示 さ な か っ た 4 項 目 を 分 析 か ら 除
外 し 、 再 度 最 尤 法 ・ P r o m a x 回 転 に よ る 因 子 分 析 を 行 っ た 。 P r o m a x 回
転 後 の 最 終 的 な 因 子 パ タ ー ン と 因 子 間 相 関 を 表 3 9 に 示 す 。   
第 1 因 子 は 7 項 目 で 構 成 さ れ て お り 、「 看 護 基 礎 教 育 が 不 足 し て い
る 」、「 現 任 教 育 が 不 足 し て い る 」「 福 祉 用 具 が 整 備 さ れ て い な い 」な ど
の 教 育 と 用 具 の 整 備 環 境 に つ い て 内 容 の 項 目 が 高 い 負 荷 量 を 示 し て
い た 。 そ こ で 「 教 育 と 環 境 整 備 の 不 足 」 と 命 名 し た 。  
第 2 因 子 は 項 目 で 構 成 さ れ て お り 、「 対 象 者 が 嫌 が る 」「 対 象 者 や 家
族 の 同 意 が 得 ら れ な い 」な ど 福 祉 用 具 使 用 に 対 す る 否 定 的 な 内 容 の 項
目 が 高 い 負 荷 量 を 示 し て い た 。そ こ で「 対 象 者 へ の 説 明 不 足 」と 命 名
し た 。  
 第 3 因 子 は 2 項 目 で 構 成 さ れ て お り 、「 ス タ ッ フ の 連 携 が な い 」
「 多 職 種 連 携 が 不 足 し て い る 」と い う ス タ ッ フ 間 の 連 携 が 少 な い と い
う 内 容 の 項 目 が 高 い 負 荷 量 を 示 し て い た 。そ こ で「 連 携 の 不 足 」と 命
名 し た ．   
看 護 教 員 は 、教 育 の 不 足 や 環 境 整 備 の 不 十 分 さ を 認 識 し 、福 祉 用 具
の 使 用 に 関 す る 対 象 者 へ の 説 明 の 不 足 、職 場 環 境 に お け る 人 的 な 連 携
の 不 足 を 阻 害 要 因 と 認 識 し て い る 現 状 が 明 ら か と な っ た 。  
 
5． 考 察  
 本 研 究 は 看 護 系 大 学 教 員 に お け る ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー の 認
識 、福 祉 用 具 使 用 や 教 育 方 法 な ど を 明 ら か に し た も の で あ る 。そ の 結
果 、教 員 の ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー の 認 識 は 50％ 、教 育 内 容 に し て
い る 者 は 20％ 程 度 で あ っ た 。し か し 、腰 痛 予 防 の 知 識 に つ い て は 90％
の 者 が 有 し て い た が 、そ の 教 育 し て い る 者 は 3 0％ で あ っ た 。し た が っ
て 、腰 痛 予 防 の 認 識 は あ る が 、腰 痛 予 防 対 策 の 教 育 、そ の 具 体 策 と し
て の ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー が 認 識 さ れ て い な い こ と が 明 ら か と
な っ た 。  
 
1)  対 象 者 の 概 要  
日 本 看 護 系 大 学 協 議 会 と 日 本 私 立 看 護 系 大 学 協 会 と の 協 働 実 施 に
よ る 実 態 調 査 で は 、 教 員 の 最 終 修 得 学 位 は 、 博 士 が 2 , 9 4 5 名 ( 3 4 . 2％ )、
修 士 が 4 , 8 5 6 名 ( 5 6 . 5％ )、 学 士 5 8 2 名 ( 6 . 8％ )で あ っ た 。 教 員 を 年 代 別
に み る と 、5 0 歳 代 ( 3 2 . 4％ )、4 0 歳 代 ( 3 2 . 1％ )、6 0 歳 以 上 ( 1 5 . 6％ )、3 0 歳
代 ( 1 8 . 1％ )、 2 0 歳 代 ( 1 . 8％ )の 順 で 多 く 、 高 齢 化 の 傾 向 に あ る と 報 告 さ
れ て い る (日 本 看 護 系 大 学 協 議 会 2 0 1 8 a / b )。本 研 究 に お け る 看 護 教 員 の
学 位 別 の 構 成 割 合 は 博 士 が 4 3 . 9 %、修 士 4 6 . 5 %、学 士 9 名 3 . 9 %で あ り 、
本 調 査 と 比 較 す る と 博 士 が 多 い 傾 向 に あ っ た 。こ れ は 昨 今 の 看 護 系 大




本 研 究 の 年 代 別 の 構 成 割 合 は 5 0 歳 代 4 0 . 4％ 、4 0 歳 代 3 3 . 9％ 、6 0 歳 以
上 1 6 . 9％ 、 3 0 歳 代 8 . 3％ 、 2 0 歳 代 0％ の 順 に 多 く 、 上 記 の 調 査 結 果 と
比 較 し さ ら に 高 齢 化 の 傾 向 に あ っ た 。し た が っ て 、看 護 系 大 学 教 員 の
構 成 と し て は 博 士 が 多 く 年 齢 的 に は 高 齢 化 が 進 ん で い る と 考 え ら れ
る 。  
本 研 究 の 対 象 者 の 教 員 経 験 年 数 は 2 0 年 未 満 が 最 も 多 く 、 次 い で 1 0
年 未 満 、 領 域 別 で は 1 0 年 未 満 が 最 も 多 く 、 2 0 年 未 満 が 次 い で 多 か っ
た 。看 護 系 大 学 は 1 9 9 1 年 に は 11 校 で あ っ た が 、2 0 2 0 年 現 在 は 2 8 7 校
と 激 増 し て い る (日 本 看 護 系 大 学 協 議 会 2 0 2 0 )。 こ れ は 1 9 9 1 年 の 「 看
護 師 等 の 人 材 確 保 の 促 進 に 関 す る 法 律 」の 制 定 と 、そ れ を 受 け て 1 2 月
に 文 部 省 (当 時 )、厚 生 省 (当 時 )、労 働 省 (当 時 )の 省 合 同 で「 看 護 師 等 の
確 保 を 促 進 す る た め の 措 置 に 関 す る 基 本 的 な 指 針 」の 制 定 に よ り 、高
齢 化 に 伴 う 医 療 職 の 需 要 増 加 が 推 測 さ れ た こ と に よ る と 報 告 さ れ て
い る (上 畠 2 0 1 7 )。し た が っ て 、大 学 の 新 設 と と も に 看 護 系 大 学 の 教 員
数 も 増 加 し た こ と に よ り 、 教 員 経 験 年 数 も 2 0 年 未 満 が 多 い と い う 、
同 様 の 結 果 と な っ た と 考 え ら れ る 。 し た が っ て 、 本 研 究 の 対 象 者 は 、
看 護 系 大 学 教 員 と し て 一 般 的 な 特 徴 を 持 っ て い る と 考 え る 。  
 
2) ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー の 認 識 の 実 態  
 本 研 究 の 対 象 者 に お け る ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー の 認 識 の あ る
者 は 約 5 0％ 、教 育 方 法 と し て い る 者 は 2 0％ で あ っ た 。ま た 、福 祉 用 具
の 使 用 方 法 を 知 っ て い る 者 は 5 0％ 、教 育 内 容 と し て い る と 回 答 し た 者
2 8％ で あ っ た 。 西 田 ら は 、 看 護 教 員 (看 護 専 門 学 校 及 び 看 護 系 大 学 )に
対 し 、 厚 労 省 に よ る 「 改 訂 職 場 に お け る 腰 痛 予 防 対 策 指 針 」 と 「 ノ ー
リ フ テ ィ ン グ 原 則 」に 関 す る 看 護 教 員 の 知 識 の 有 無 、福 祉 用 具 の 使 用
方 法 な ど に つ い て 調 査 し 、原 則 に つ い て は 2 8 . 5％ 、知 識 を 得 た 場 所 は
主 に 研 修 会 と 報 告 し て い る (西 田 ら 2 0 2 0 )。こ れ と 比 較 す る と 本 研 究 の
対 象 者 の 知 識 率 は 高 い 傾 向 に あ っ た 。ま た 、知 識 を 得 た 場 所 は 研 修 会
や 講 習 会 、 学 会 、 海 外 研 修 、 学 術 誌 な ど で あ っ た 。 前 述 の 研 究 に は 看
護 学 校 教 員 も 含 ま れ て い た 。看 護 系 大 学 の 教 員 の 役 割 と し て 学 生 の 看
護 実 践 力 を 向 上 の み な ら ず 、看 護 実 践 の エ ビ デ ン ス の 蓄 積 の た め に 研
究 活 動 も 重 要 視 さ れ て い る 。本 研 究 に お け る 看 護 系 大 学 教 員 は 、教 育
だ け で な く 研 究 活 動 の た め に も 、様 々 な 機 会 か ら 知 識 を 得 る 姿 勢 が 特
徴 と し て 示 さ れ て い る と 考 え る 。  
 ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー の 認 識 と 学 習 ニ ー ド の 高 さ に つ い て は 、
職 位 ・ 学 位 ・ 領 域 別 で 有 意 差 は な か っ た 。ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー
の 知 識 が あ る 教 員 は 特 に 学 習 意 欲 が 高 い と い う わ け で は な く 、一 般 的
な 教 員 の 特 徴 を 示 し て い る 。さ ら に 、ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー の 認
識 と 教 員 の 属 性 お よ び 福 祉 用 具 の 使 用 方 法 の 知 識 や 腰 痛 予 防 の 知 識




テ ィ ン グ ポ リ シ ー も 知 識 は 特 に 学 習 ニ ー ド の 高 い 教 員 が 有 し て い る
わ け で は な か っ た 。腰 痛 予 防 対 策 は 、あ ら ゆ る 看 護 援 助 の 基 盤 と な る
内 容 と し て 、他 の 援 助 技 術 と 同 様 に 取 り 組 む べ き 学 習 項 目 で あ る と 考
え る 。  
 ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー の 認 識 は 学 位 お よ び 職 位 別 な ど の 有 意
差 は 無 か っ た が 、担 当 領 域 別 に お い て 有 意 差 が あ っ た 。最 も 多 か っ た
基 礎 看 護 学 領 域 で は 、移 乗 ・ 移 動 援 助 が 基 礎 看 護 技 術 の 一 つ と さ れ て
お り 、 関 心 が 高 い こ と が 推 察 で き る 。 そ の 一 方 で 、 成 人 、 老 年 、 在 宅
の 知 識 率 が 低 い こ と が 明 ら か に な っ た 。こ れ ら の 領 域 で も 、老 年 看 護
学 お よ び 在 宅 看 護 論 領 域 が 援 助 の 対 象 と す る の は 高 齢 者 が 多 い 。健 康
障 害 を 持 ち 、日 常 生 活 に 支 障 を き た し て い る 対 象 者 を ア セ ス メ ン ト し 、
必 要 な 看 護 技 術 を 提 供 す る こ と が 学 修 目 標 と さ れ 、そ の 技 術 の 会 得 を
求 め ら れ て い る 。し か し 、老 年 看 護 学 領 域 の 教 科 書 に は 、一 部 リ フ ト
の 利 用 に つ い て 記 述 さ れ て い る も の は あ る が (北 川 2 0 2 0、百 瀬  2 0 2 0 )、
ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー の 概 念 を 述 べ て い る 教 科 書 は 見 あ た ら な
い 。 在 宅 看 護 領 域 に お い て も 同 様 の 結 果 で あ っ た (秋 山 2 0 2 0 )。  
 教 育 内 容 と し な い 理 由 に は 、「 基 礎 看 護 分 野 に 任 せ て い る 」「 テ キ ス
ト に な い 」な ど が あ り 、移 乗 ・ 移 動 援 助 技 術 は 主 と し て 基 礎 看 護 領 域
の 教 育 項 目 で あ る 意 識 が み ら れ る 。ま た 、「 用 具 が な い 」「 福 祉 用 具 に
つ い て 触 れ る 機 会 が な い 」で は 移 乗 ・ 移 動 技 術 を 学 ぶ 環 境 に も 課 題 が
見 い だ さ れ た 。ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー は 人 力 で の 移 乗 ・ 移 動 援 助
か ら 福 祉 用 具 を 使 用 し な が ら 、無 理 な 姿 勢 に よ る 援 助 を 避 け て い く こ
と を 推 奨 し て い る 。適 切 な 姿 勢 の 必 要 性 を 伝 え つ つ 、福 祉 用 具 を 実 際
に 使 用 す る 教 育 が 必 要 で あ り 、福 祉 用 具 の 配 置 な ど の 学 習 環 境 を 整 備
に つ い て も 関 心 を も ち 、勧 め る 必 要 が あ る と 考 え る 。 移 乗 ・ 移 動 援 助
は 、対 象 者 の 日 常 生 活 行 動 を 維 持 、向 上 す る た め に は 重 要 な 援 助 で あ
る こ と か ら 、領 域 を 超 え て 、積 極 的 に 取 り 組 み 、腰 痛 予 防 を 進 め て い
く 必 要 が あ る と 考 え る 。  
 
3) 腰 痛 予 防 の 認 識 に つ い て  
 本 研 究 の 対 象 者 の 腰 痛 保 有 者 は 1 2 0 名 、保 有 率 は 5 0％ で あ っ た 。腰
痛 予 防 対 策 の 知 識 に つ い て は 2 1 2 名 、 9 0％ が あ る と 回 答 し て い た が 、
教 育 内 容 と し て い る は 8 0 名 、3 3％ で あ っ た 。そ の 一 方 で 、ボ デ ィ メ カ
ニ ク ス を 教 育 内 容 と し て い る 者 は 1 6 6 名 、 7 0％ で あ っ た 。  
 看 護 職 の 腰 痛 に つ い て は か な り 以 前 よ り 問 題 提 起 さ れ て き た 。 1 9 9 5
年 に 、北 西 ら が 看 護 師 を 対 象 に 腰 痛 の 保 有 率 と 発 症 時 期 を 調 査 し た 研
究 で は 、約 7 0％ の 看 護 師 が 腰 痛 を 保 有 、発 症 時 期 は 入 職 後 2 年 以 内 に
3 割 、移 乗・移 動 援 助 が そ の 7 0％ を 占 め て い る と 報 告 し て い る (北 西 ら
1 9 9 5 )。以 降 、様 々 な 腰 痛 の 実 態 や 腰 痛 予 防 対 策 に つ い て 、臨 床 を 中 心




識 が 高 い こ と は 必 然 で あ る と 考 え ら れ る 。に も か か わ ら ず 、そ れ を 教
育 内 容 と し て い る 者 は 少 な い 傾 向 に あ る こ と は 、腰 痛 予 防 対 策 に 対 す
る 意 識 の 希 薄 さ が 窺 え る 。  
 腰 痛 予 防 対 策 に つ い て 教 育 内 容 と し な い 理 由 で は「 基 礎 看 護 学 で の
教 育 内 容 に あ る た め 、基 礎 看 護 で 教 え る こ と で あ る た め 」と 移 乗 ・ 移
動 援 助 同 様 に 基 礎 看 護 領 域 の 担 当 と 考 え て い た 。ま た 、「 ボ デ ィ メ カ ニ
ク ス が で き れ ば 予 防 で き る 」、「 ボ デ ィ メ カ ニ ク ス の 基 本 を 教 授 し て い
る が 、腰 痛 を 特 に し て い な い 」と ボ デ ィ メ カ ニ ク ス の 活 用 に よ り 、腰
痛 は 予 防 で き る と 考 え て い た 。ボ デ ィ メ カ ニ ク ス は 援 助 姿 勢 の 基 本 で
あ り 、 動 作 時 の 重 心 の 位 置 や 支 持 規 定 面 の 確 保 な ど は 重 要 で 、 移 乗 ・
移 動 援 助 時 に も 大 切 な 考 え 方 で あ る 。水 戸 ら は 、車 椅 子 移 乗 介 助 に お
け る ボ デ ィ メ カ ニ ク ス の 活 用 に つ い て 未 熟 練 者 で あ る 看 護 学 生 と 熟
練 者 で あ る 看 護 師 の 動 作 を 分 析 し 、熟 練 者 が 有 意 に 腰 部 へ の 負 担 が 少
な か っ た と 報 告 し て い る (水 戸 ら 1 9 9 8 )。ま た 、伊 丹 ら は ボ デ ィ メ カ ニ
ク ス 活 用 に つ い て 看 護 学 生 は 3 年 以 上 臨 床 経 験 の あ る 教 員 と 比 較 す る
と 作 業 時 前 傾 姿 勢 や 腰 部 疲 労 が 有 意 に 高 か っ た と 述 べ て い る (伊 丹 ら
2 0 0 1 )。こ の よ う に 、ボ デ ィ メ カ ニ ク ス の 習 熟 と そ の 活 用 に は 時 間 を 要
す る と 考 え る 。さ ら に 、前 述 し た 研 究 で は 入 職 後 3 年 以 内 に 腰 痛 が 発
生 し て い る こ と 、古 株 ら は 看 護 学 生 の 腰 痛 の 実 態 を 明 ら か に し 、腰 痛
予 防 は ，看 護 職 者 と な っ て か ら そ の 対 策 を 行 う の で は な く 腰 痛 発 症 以
前 に 実 施 さ れ な け れ ば な ら な い こ と が 示 唆 し て い る (古 株 ら 2 0 0 1 )。し
た が っ て 、腰 痛 予 防 対 策 に は ボ デ ィ メ カ ニ ク ス の 活 用 の み で な く 、適
切 に 福 祉 用 具 を 使 用 す る ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー を 導 入 す る 必 要
性 が 示 唆 さ れ た 。  
 
4) ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ― を 推 進 す る た め の 看 護 教 員 の 役 割  
 舟 越 は 腰 痛 予 防 対 策 が 推 進 し な い 理 由 に 腰 痛 の 発 生 は 未 熟 な 看 護
技 術 の 問 題 と 置 き 換 え ら れ て い る 傾 向 、す な わ ち 、適 切 な 看 護 技 術 で
あ れ ば 腰 痛 を 発 症 し な い と し 、そ の 場 合 に は 福 祉 用 具 を 活 用 し た 本 質
的 な 問 題 解 決 に つ な が ら な い と 報 告 し て い る 。さ ら に 要 介 護 者 の 多 い
施 設 で は 、介 護 職 員 に 重 度 の 腰 痛 が 多 発 し 離 職 の 原 因 に も な り 社 会 的
問 題 と し て 注 目 を 集 め 、類 似 の 介 護 業 務 に 従 事 し て い る に も か か わ ら
ず 、  医 療 機 関 で の 看 護 職 の 腰 痛 問 題 が 過 小 評 価 さ れ て き た こ と を 示
唆 し て い る (舟 越 2 0 1 4 )。  
本 研 究 で は 、ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー が 推 進 し な い 理 由 に つ い て  
「 教 育 と 環 境 整 備 の 不 足 」、「 対 象 者 へ の 説 明 不 足 」、「 連 携 の 不 足 」が
抽 出 さ れ た 。第 1 因 子 は 基 礎 教 育 課 程 に お け る 教 育 の 不 足 に つ い て 言
及 し て い る 。看 護 教 員 は 看 護 技 術 を 教 授 す る た め に は 、自 身 で 技 術 を
修 得 す る 必 要 が あ り 、さ ら に そ の 根 拠 を 把 握 す る こ と が 重 要 だ と 考 え




が 必 要 で あ り 、積 極 的 に 研 修 な ど に 参 加 す る こ と が 望 ま れ る 。し か し 、
看 護 教 員 は そ の カ リ キ ュ ラ ム の 過 密 さ か ら 、十 分 な 時 間 が 取 れ な い こ
と も 多 い 。そ れ に は 、日 本 看 護 技 術 学 会 な ど が 進 め て い る 、オ ン ラ イ
ン に よ る 移 乗 ・ 移 動 援 助 技 術 の 研 修 会 な ど を 利 用 し 、理 解 を 深 め て い
く 必 要 が あ る 。  
 「 対 象 者 が 嫌 が る 」 や 「 家 族 の 同 意 が 得 ら れ な い 」 な ど の 「 対 象 者
へ の 説 明 不 足 」に つ い て は 、福 祉 用 具 を 使 用 す る 際 の 安 全 性 や そ の メ
リ ッ ト を 十 分 に 説 明 す る 必 要 性 が 示 さ れ て い る 。第 1 研 究 の イ ン タ ビ
ュ ー 結 果 に も あ る よ う に 、リ フ ト な ど へ の 恐 怖 心 を 理 解 し 、安 全 性 を
確 保 し な が ら 援 助 を 進 め る 必 要 が あ る 。そ の た め に は 、看 護 教 員 が ノ
ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー の 概 念 や そ の 技 術 を 学 修 し 、学 生 に そ の 必 要
性 が 教 授 す る こ と の 重 要 性 が 示 唆 さ れ て い る 。  
 渡 辺 は 介 護 老 人 保 健 施 設 の 看 護 管 理 者 の 役 割 を 調 査 し た 研 究 に お
い て 、そ の 役 割 は「 入 所 者 の 健 康 を 維 持・向 上 す る た め の 援 助 」「 施 設
内 他 職 種  と の 連 携 」な ど と 報 告 し て い る (渡 辺 2 0 0 1 )。ノ ー リ フ テ ィ ン
グ ポ リ シ ー の 推 進 に は 福 祉 用 具 の 専 門 知 識 を 持 つ 理 学・作 業 療 法 士 と
介 護 士 を つ な ぎ 、対 象 者 の 情 報 を 共 有 し 、安 全 が 十 分 に 確 保 で き る 援
助 の 展 開 を 進 め 、 対 象 と な る 高 齢 者 の 健 康 と A D L の 維 持 を 守 る こ と

























第 ３ 章  全 体 考 察  
 
1． 研 究 の 統 括  
 本 研 究 の 目 的 は 、現 任 教 育 と し て ノ ー リ フ ト ポ リ シ ー を 導 入 し て い
る 高 齢 者 施 設 に お け る 腰 痛 予 防 の 効 果 、援 助 者 の 認 識 の 変 化 と 援 助 へ
の 効 果 、対 象 者 の 変 化 な ど に つ い て 明 ら か に し 、看 護 基 礎 教 育 に 携 わ
る 教 員 に お け る ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー に 関 す る 認 識 と そ の 指 導
内 容 の 実 態 を 明 ら か に し た 。こ れ ら の 課 題 を 明 ら か と す る た め に 本 研
究 は 2 段 階 の 調 査 で 構 成 し た 。  
 第 1 研 究 で は ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー を 完 全 導 入 し て い る 介 護 老
人 保 健 施 設 に お け る 介 護 士 と 未 導 入 施 設 の 介 護 士 に 対 し 、ノ ー リ フ テ
ィ ン グ ポ リ シ ー 導 入 に よ る 、腰 痛 な ど の 身 体 的 ・ 心 理 的 負 担 と 福 祉 用
具 の 使 用 に 関 す る 効 果 に つ い て 検 討 し た 。  
動 作 要 因 と し て 疲 労 や 身 体 的 な 負 担 を 身 体 活 動 量 と し て 検 討 し た
と こ ろ 、介 入 群 で は 身 体 活 動 量 と し て の 消 費 カ ロ リ ー や 平 均 歩 数 は 減
少 せ ず 維 持 さ れ て い た 。対 照 群 に お い て は ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー
研 修 会 が 開 始 さ れ 実 践 が 始 ま っ た 以 降 で は 、 身 体 活 動 量 が 増 加 し た 。
車 椅 子 移 乗 援 助 や 排 泄 介 助 、入 浴 介 助 な ど が 援 助 回 数 は 維 持 も し く は
増 加 し て い る こ と か ら 、対 照 群 は 入 所 高 齢 者 の 離 床 を 勧 め 、日 常 生 活
動 作 の 維 持 と 向 上 に 努 め ら れ て い た と 考 え ら れ る 。さ ら に 、イ ン タ ビ
ュ ー の 結 果 か ら 、入 所 高 齢 者 の「 拘 縮 が 軽 減 し た 」「 A D L が 向 上 し た 」
と の 意 見 も あ り 、援 助 の 質 が 高 い レ ベ ル で 保 た れ て い る こ と が 考 え ら
れ た 。  
 心 理 的 負 担 に 対 し て は 、ス ト レ ス 要 因 と し て の 身 体 活 動 量 の 多 さ を
認 め て い る が 、そ れ に 対 す る 身 体 的 な 反 応 は 少 な か っ た 。さ ら に 、仕
事 の コ ン ト ロ ー ル が 可 能 で あ り 、職 場 や 人 間 関 係 に よ る ス ト レ ス も 少
な い 状 況 に あ っ た 。S F 3 6 ®で 検 討 し た 日 常 生 活 に お け る Q O L に つ い て
は 介 入 群 で は 維 持 さ れ 、対 照 群 は 向 上 を 示 し て い た 。し た が っ て 、ノ
ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー が 心 理 的 な 負 担 を 軽 減 す る 可 能 性 が 示 唆 さ
れ た と 考 え る 。  
 さ ら に 、腰 痛 に つ い て は 、対 照 群 で ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー 研 修
会 の 開 始 後 で は 症 状 の 軽 減 が 示 さ れ て お り 、介 入 群 に お い て も 増 加 の
傾 向 は 無 か っ た 。腰 痛 が 仕 事 や 自 身 の 健 康 に 悪 影 響 を 与 え る 恐 怖 感 に
つ い て も 増 加 は 無 か っ た 。し た が っ て 、ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー を
導 入 す る こ と が 腰 痛 予 防 と 改 善 に 寄 与 し て い る と 考 え ら れ る 。  
ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー の 導 入 に は 、管 理 者 の 意 識 が 重 要 で あ る 。
イ ン タ ビ ュ ー 結 果 か ら も 管 理 者 の 意 識 の 高 さ が 影 響 す る と 述 べ ら れ
て い た 。職 員 の 健 康 や 入 所 高 齢 者 の 安 全 や 健 康 の 維 持 の た め に リ ス ク
マ ネ ジ メ ン ト を 実 施 し 、必 要 な 福 祉 用 具 な ど を 整 備 す る た め に は 、管




と な っ た 。そ れ に 加 え 、ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー の 導 入 を 受 け 入 れ
る 介 護 士 の 意 識 も 非 常 に 重 要 で あ る 。従 来 、人 の 手 に よ る 移 乗 ・ 移 動
援 助 を 学 修 、そ し て 実 践 す る こ と を 継 続 し 、ま し て や そ れ を 美 徳 の よ
う に 感 じ て い た 介 護 士 に と っ て 、 福 祉 用 具 と い っ た 機 械 を 使 用 す る
「 冷 た い 介 護 」を 習 得 す る こ と は 容 易 で は な い 。し か し 、研 修 を 受 け 、
そ の 必 要 性 を 学 び 、自 身 の 健 康 が 対 象 者 の 安 全 や 健 康 の 維 持 に 寄 与 す
る こ と が 理 解 で き 、日 々 の 援 助 で 入 所 高 齢 者 の 日 々 の 変 化 や 受 け 入 れ
を 目 に す る こ と で 、 行 動 が 変 容 し た と 考 え る 。  
そ し て 、そ れ ら を 維 持 す る た め に は 、多 職 種 間 の 連 携 が 重 要 で あ る
こ と も 明 ら か と な っ た 。福 祉 用 具 の 使 用 方 法 は 、そ の 理 解 と 使 用 方 法
修 得 に は 時 間 を 要 し 、周 囲 か ら の サ ポ ー ト が 必 要 で あ る 。福 祉 用 具 の
使 用 方 法 や 援 助 方 法 に 対 す る 知 識 が 豊 富 な 理 学 療 法 士 や 作 業 療 法 士
の サ ポ ー ト が あ る こ と で 、介 護 士 は 安 心 し て 援 助 が 展 開 で き る 。介 護
士 は 入 所 高 齢 者 の A D L の 変 化 を 理 学 療 法 士 な ど と 情 報 を 共 有 し て い
た 。介 護 士 と し て の 視 点 か ら 、入 所 高 齢 者 の 変 化 を 捉 え 、よ り 良 い 援
助 方 法 が 展 開 で き る よ う に 、理 学 療 法 士 と 連 携 し て い く 必 要 性 を 認 識
し て い た 。さ ら に 、研 修 回 数 の 少 な い 介 護 士 は 、上 司 の サ ポ ー ト の 手
厚 さ が ス ト レ ス 調 査 か ら 明 ら か と な っ て い た こ と か ら 、施 設 全 体 の サ
ポ ー ト 環 境 が 十 分 に 整 備 さ れ て い た と 考 え ら れ る 。  
 第 2 研 究 で は 日 本 全 国 に 設 置 さ れ て い る 看 護 系 大 学 に 勤 務 す る 基 礎
看 護 学 、成 人 看 護 学 、老 年 看 護 学 、在 宅 看 護 論 の 教 員 を 対 象 に ノ ー リ
フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー の 認 識 と 福 祉 用 具 の 使 用 方 法 、腰 痛 予 防 対 策 の 認
識 に つ い て 明 ら か に し た 。  
 本 研 究 の 対 象 者 に お け る ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー の 認 識 の あ る
者 は 全 体 の 約 5 0％ 、 教 育 方 法 と し て い る 者 は 2 0％ で あ っ た 。 ノ ー リ
フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー の 認 識 は 学 位 お よ び 職 位 別 な ど と の 有 意 差 は な
か っ た が 、担 当 領 域 に お い て 有 意 差 が あ っ た 。最 も 多 か っ た 基 礎 看 護
学 領 域 で は 、移 乗 ・ 移 動 援 助 が 基 礎 看 護 技 術 の 一 つ と さ れ て お り 、関
心 が 高 い こ と が 推 察 で き る 。し か し 、主 に 高 齢 者 に 対 す る 援 助 を 担 当
す る 老 年 看 護 学 や 在 宅 看 護 論 領 域 に 関 心 が 低 い こ と が 示 さ れ た 。ノ ー
リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー の 認 識 と 学 習 ニ ー ド の 高 さ に つ い て は 、 職 位 ・
学 位 ・ 領 域 別 で 有 意 差 は な く 、教 員 の 腰 痛 予 防 対 策 へ の 関 心 の 薄 さ を
示 し て い る 。  
ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー に 関 連 し て 、福 祉 用 具 の 使 用 方 法 を 知 っ
て い る 者 は 全 体 の 約 5 0％ 、 教 育 内 容 と し て い る 者 2 8％ と ノ ー リ フ テ
ィ ン グ ポ リ シ ー の 知 識 率 と 同 様 の 傾 向 が み ら れ た 。ま た 、対 象 者 の 腰
痛 保 有 率 は 5 0％ 、 腰 痛 予 防 対 策 の 知 識 の あ る 者 は 9 0％ で あ っ た が 、
教 育 内 容 と し て い る 者 は 3 3％ で あ っ た 。し た が っ て 、自 身 も 腰 痛 の 保
有 も し く は 既 往 が あ り 、腰 痛 予 防 対 策 の 知 識 も 持 っ て い る が 、教 育 内




動 援 助 技 術 は 主 と し て 基 礎 看 護 領 域 の 教 育 項 目 で あ る と い う 認 識 と
文 科 省 が 推 奨 す る 学 習 項 目 と さ れ て お ら ず 、教 科 書 等 に 記 載 が な い こ
と が 示 さ れ た 。ま た 、看 護 基 礎 教 育 課 程 に お け る 、講 義 お よ び 演 習 な
ど 授 業 科 目 の 多 さ に よ り 時 間 が 無 い 状 況 も 明 ら か と な っ た 。ま た 、福
祉 用 具 の 整 備 の 不 十 分 さ な ど 、移 乗 ・ 移 動 技 術 を 学 ぶ 学 修 環 境 に も 課
題 が 見 い だ さ れ た  
そ の 一 方 で 、ボ デ ィ メ カ ニ ク ス を 教 育 内 容 と し て い る 者 は 1 6 6 名 で
全 体 の 7 0％ で あ り 、ボ デ ィ メ カ ニ ク ス の 活 用 に よ り 、腰 痛 は 予 防 で き
る と い う 認 識 も 示 さ れ た 。ボ デ ィ メ カ ニ ク ス は 援 助 姿 勢 の 基 本 で あ り 、
動 作 時 の 重 心 の 位 置 や 支 持 規 定 面 の 確 保 な ど は 重 要 で 、移 乗 ・ 移 動 援
助 時 に も 大 切 な 考 え 方 で あ る 。し か し 、そ の 習 得 に は 時 間 を 要 し 、初
学 者 や 新 人 看 護 師 に と っ て は 、 常 に そ の ボ デ ィ メ カ ニ ク ス を 意 識 し 、
援 助 す る こ と は 難 し く 、さ ら に 入 職 の 3 年 以 内 に 腰 痛 を 発 症 す る こ と
も 多 い 。病 院 な ど で は 福 祉 用 具 の 導 入 は 進 ん で お ら ず 、知 識 が あ っ て
も 、 そ の 活 用 は 難 し い と も 考 え ら れ る が 、 自 身 の 健 康 を 守 る こ と が 、
良 い 看 護 援 助 を 提 供 す る 一 つ の 要 因 と も な る と 考 え る 。 し た が っ て 、
基 礎 看 護 教 育 課 程 で ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー の 概 念 を 習 得 す る こ
と は 、 腰 痛 を 予 防 す る た め に は 重 要 で あ る と 考 え る 。  
こ れ に よ り 、基 礎 看 護 教 育 課 程 に お け る ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー
の 実 態 が あ き ら か と な り 、腰 痛 予 防 対 策 を 推 進 す る た め の 課 題 が 抽 出
さ れ た 。  
 
2． 看 護 へ の 示 唆  
看 護 職 ・ 介 護 職 な ど の 医 療 関 係 者 の 腰 痛 予 防 対 策 は 、喫 緊 の 課 題 で
あ る 。特 に 高 齢 者 は 加 齢 に よ る 身 体 的 ・ 心 理 的 ・ 社 会 的 な 変 化 を 持 つ
こ と か ら 、援 助 に よ る 影 響 を 受 け や す い 。援 助 者 の 身 体 的 な 不 調 や 心
理 的 な 不 安 は ケ ア の 質 を 低 下 さ せ 、 対 象 と な る 高 齢 者 の A D L の 低 下
や 転 倒・転 落 な ど の 危 険 リ ス ク を 増 大 さ せ る な ど 大 き な 影 響 を 与 え る
可 能 性 が あ る 。援 助 者 が 腰 痛 を 恐 れ る こ と な く 、援 助 を 安 全 に 提 供 す
る こ と に よ り 、対 象 者 は 日 常 生 活 に 安 寧 を も た ら す こ と が 可 能 と な り 、
対 象 者 と 援 助 者 の Q O L の 改 善 を も 図 る こ と が 可 能 と な る と 考 え る 。  
看 護 ・ 介 護 に お け る 教 育 は 、基 礎 教 育 か ら 現 任 教 育 へ の 継 続 性 が 重
要 視 さ れ て い る 。し た が っ て 、看 護 職 ・ 介 護 職 を 目 指 す 者 に と っ て 基
礎 教 育 課 程 で 学 修 す る 内 容 は 、生 涯 に わ た っ て 少 な か ら ず 影 響 を 与 え
る も の と な る 。  
本 研 究 で は 、現 任 教 育 と し て 、ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー の 導 入 に
よ る 介 護 士 の 身 体 的・心 理 的 変 化 と 腰 痛 予 防 対 策 と し て の 有 用 性 を 明
ら か に し た 。そ し て 、基 礎 教 育 課 程 に お け る ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ
ー の 教 員 の 認 識 と そ の 教 育 内 容 、腰 痛 予 防 対 策 の 実 態 は 、不 十 分 で あ




 ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー に よ る 福 祉 用 具 の 使 用 方 法 や 援 助 姿 勢
の 習 得 に は 、基 礎 看 護 教 育 と 現 任 教 育 で の 学 修 の 反 復 と そ の 実 践 が 重
要 で あ る 。し か し 、依 然 と し て 臨 床 現 場 で は 福 祉 用 具 の 整 備 は 不 十 分
で あ り 、基 礎 課 程 で 学 ん だ 知 識 を 実 践 す る 機 会 に 遭 遇 し な い 可 能 性 も
あ る 。し か し 、ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー は 福 祉 用 具 を 使 用 す る こ と
の み が 重 要 で は な く 、そ の 概 念 を 知 り 、自 身 の 援 助 姿 勢 を 振 り 返 る こ
と が 大 切 で あ る 。腰 痛 の 予 防 は 、自 身 の 健 康 と 安 全 を 守 り 、キ ャ リ ア
を 継 続 す る 事 に も 大 き な 影 響 を 及 ぼ す 。  
 ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー 推 進 の た め に 看 護 教 員 は 、ノ ー リ フ テ ィ
ン グ ポ リ シ ー へ の 理 解 を 深 め 、腰 痛 予 防 に 関 す る 認 識 を 高 め 、そ の 根
拠 と な る エ ビ デ ン ス の 収 集 に 努 め る 必 要 が あ る 。そ し て 、人 の 手 に よ
る 援 助 の 重 要 性 を 十 分 に 把 握 し な が ら も 、福 祉 用 具 を 使 用 し た 安 全 な
移 乗 ・ 移 動 援 助 が 看 護 現 場 実 践 で き る よ う に 、行 政 や 病 院 施 設 、大 学
に も 働 き か け る 姿 勢 を 持 ち 続 け る こ と が 重 要 で あ る と 考 え る 。  
 
3． 本 研 究 の 限 界 と 課 題  
 本 研 究 の 第 1 研 究 の 目 的 は ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー 完 全 導 入 し て
い る 施 設 と 未 導 入 の 比 較 検 討 し 、そ の 効 果 を 明 ら か に す る こ と で あ っ
た 。調 査 開 始 時 に お い て 介 入 群 は 以 前 よ り ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ―
を 導 入 し て お り 、ベ ー ス ラ イ ン に お い て 2 群 は 腰 痛 症 状 や 援 助 に 向 か
う 姿 勢 に 相 違 が あ っ た 可 能 性 が あ る 。 ま た 、 対 照 群 は 2 回 目 調 査 後 、
ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー 研 修 会 を 開 始 し た こ と か ら 、当 初 に 設 定 し
て い た 比 較 検 討 が 不 十 分 と な っ た 。今 後 は ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー
が 未 導 入 の 施 設 と の 比 較 を 目 的 と し 、新 た に 施 設 の 協 力 を 得 て 調 査 を
し た い と 考 え る 。  
今 回 は 、援 助 と 福 祉 用 具 の 回 数 等 を 調 査 し た が 、福 祉 用 具 が 使 用 対
象 と な る 高 齢 者 数 は 項 目 と し な か っ た 。福 祉 用 具 の 使 用 に は 対 象 数 も
重 要 で あ り 、今 後 は 調 査 項 目 に 追 加 す る 必 要 が あ る 。さ ら に 、 イ ン タ
ビ ュ ー 結 果 で 示 さ れ た 、A D L の 変 化 や 拘 縮 の 軽 減 な ど の 対 象 者 の 変 化
に つ い て も 調 査 を す る 必 要 が あ る 。  
現 在 、ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー を 完 全 導 入 し て い る 施 設 が 少 数 で
あ る が 、新 た な に 導 入 し て い る 施 設 の 協 力 を 得 、対 象 者 を 増 や し 、よ
り 根 拠 の あ る デ ー タ の 収 集 に 努 め た い と 考 え る 。  
 ま た 、今 回 は 高 齢 者 施 設 の 介 護 士 を 対 象 と し た が 、看 護 師 の 腰 痛 の
実 態 も 深 刻 で あ る 。今 後 は 病 院 施 設 の 看 護 師 を 対 象 者 と し た 研 究 計 画
を 作 成 し 、 検 討 し て い き た い と 考 え る 。  
 身 体 的 負 担 に つ い て 活 動 量 を 測 定 し た が 、性 別 や 年 齢 別 に よ る 比 較
に つ い て は 今 回 の 研 究 で は 検 証 が 及 ば な か っ た 。性 差 や 年 齢 は 身 体 活
動 量 に は 影 響 が あ る た め 、 今 後 十 分 に 検 討 し た い 。  




り が 生 じ た 可 能 性 が あ る 。今 後 は 母 性 ・ 小 児 ・ 公 衆 衛 生 領 域 な ど も 視
野 に 入 れ 、調 査 す る 必 要 が あ る 。ま た 、対 象 者 を 看 護 系 大 学 教 員 と し
た が 、全 日 制 看 護 専 門 学 校 の 教 員 も 対 象 と し 、看 護 基 礎 教 育 課 程 全 体
と し て の 認 識 を 捉 え る 必 要 が あ る 。 さ ら に 、 回 収 率 が 1 3 . 6 %と 低 く 、
結 果 の 一 般 化 は 難 し い 。今 後 は ア ン ケ ー ト 回 収 方 法 を 郵 送 の み で な く 、
プ ラ イ バ シ ー の 保 護 に 努 め な が ら We b ア ン ケ ー ト な ど も 検 討 し た い 。 
さ ら に 、 介 護 士 教 育 に つ い て も 検 討 が 必 要 で あ る と 考 え る 。  
ま た 、ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー と い う 用 語 に つ い て の 認 識 を 調 査
し た が 教 育 に お け る そ の 必 要 性 、腰 痛 対 策 に 関 す る 教 育 の 必 要 性 に つ
い て は 言 及 し な か っ た 。今 後 は そ の 教 育 の 必 要 性 か ら も 、こ れ ら に つ
い て も 調 査 す る 必 要 性 が あ る と 考 え る 。さ ら に 、介 護 士 教 育 に お け る
こ の 用 語 の 認 識 や 、病 棟 看 護 師 に お け る 認 識 、未 導 入 施 設 の 介 護 士 の
ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー 認 識 に つ い て も 検 討 す る 必 要 性 が あ る と






























第 ４ 章  結 論  
 
本 研 究 の 目 的 は 、ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー の 教 育 の 必 要 性 を 現 任
教 育 と 基 礎 教 育 の 両 側 面 か ら 解 明 す る こ と と し た 。現 任 教 育 と し て ノ
ー リ フ ト ポ リ シ ー を 導 入 し て い る 高 齢 者 施 設 に お け る 腰 痛 予 防 の 効
果 、 援 助 者 の 認 識 の 変 化 と 援 助 へ の 効 果 、 対 象 者 の 変 化 を 検 討 し た 。
方 法 と し て は ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ― 完 全 導 入 し た 施 設 と 未 導 入
の 施 設 の 介 護 士 を 対 象 と し 、身 体 活 動 量 と 援 助 回 数 や 福 祉 用 具 の 使 用
回 数 を 日 勤 帯 3 日 間 と 夜 勤 帯 １ 日 間 を 調 査 し た 。心 理 的 負 担 と し て ス
ト レ ス 、 Q O L、 腰 痛 症 状 な ど を 調 査 し た 。 基 礎 教 育 と し て は 、 看 護 基
礎 教 育 に 携 わ る 教 員 の ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー に 関 す る 認 識 と そ
の 指 導 内 容 の 実 態 を 明 ら か に し た 。方 法 と し て 郵 送 式 自 記 式 調 査 法 と
し 、ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ― の 認 識 や 福 祉 用 具 の 使 用 方 法 、教 育 内
容 な ど に つ い て 質 問 し た 。  
ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ―の 導 入 に よ り 、 介 護 士 の 身 体 活 動 量 と し
て 消 費 カ ロ リ ー や 平 均 歩 数 は 減 少 し な か っ た 。そ の 一 方 、福 祉 用 具 の
使 用 率 は 高 く 、車 椅 子 移 乗 援 助 や 排 泄 介 助 、入 浴 介 助 な ど が 援 助 回 数
は 維 持 も し く は 増 加 し て い た こ と か ら 、入 所 高 齢 者 の 離 床 を 勧 め 、日
常 生 活 動 作 の 維 持 と 向 上 に 努 め ら れ お り 、援 助 の 質 が 維 持 さ れ て い た
と 考 え ら れ る 。  
心 理 的 負 担 で は 、ス ト レ ス 要 因 と し て 身 体 活 動 量 の 多 さ の 影 響 を 認
め た が 、そ れ に 対 す る 身 体 的 な 反 応 は 認 め ら れ な か っ た 。さ ら に 、仕
事 の コ ン ト ロ ー ル が 可 能 で あ り 、職 場 や 人 間 関 係 に よ る ス ト レ ス も 少
な い 状 況 に あ っ た 。 介 護 士 の 健 康 状 態 や 日 常 生 活 に お け る Q O L に つ
い て は 維 持 さ れ 、 対 象 者 に よ っ て は 向 上 を 示 し て い た 。 し た が っ て 、
ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー が 心 理 的 な 負 担 を 軽 減 す る 可 能 性 が 示 唆
さ れ た 。  
 腰 痛 に つ い て は 、ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー 研 修 会 の 開 始 さ れ た 施
設 で は 症 状 の 軽 減 が 示 さ れ 、 ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ―の 導 入 が 継 続
中 の 施 設 も 増 加 を 認 め な か っ た 。ま た 、腰 痛 が 仕 事 や 自 身 の 健 康 に 悪
影 響 を 与 え る 恐 怖 感 に つ い て も 増 加 は 無 か っ た 。し た が っ て 、 ノ ー リ
フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー を 導 入 す る こ と が 腰 痛 予 防 と 改 善 に 寄 与 し て い
る と 考 え る  
第 2 研 究 で は 全 国 の 看 護 系 大 学 に 勤 務 す る 基 礎 看 護 学 、成 人 看 護 学 、
老 年 看 護 学 、在 宅 看 護 論 の 教 員 を 対 象 に ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー の
認 識 と 福 祉 用 具 の 使 用 方 法 、 腰 痛 予 防 対 策 の 認 識 を 調 査 し た 。  
 そ の 結 果 、ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー の 認 識 の あ る 教 員 は 全 体 の 約
5 0％ 、教 育 方 法 と し て い る 者 は 2 0％ で あ り 、学 位 お よ び 職 位 別 な ど の
有 意 差 は 無 か っ た が 、担 当 領 域 別 の 基 礎 看 護 学 領 域 で 有 意 差 を 認 め た 。




さ に よ る 時 間 の 確 保 の 難 し さ や 福 祉 用 具 の 整 備 の 不 十 分 さ な ど 移 乗 ・
移 動 技 術 を 学 ぶ 学 修 環 境 に も 課 題 が 明 確 と な っ た 。  
 看 護 教 員 の 9 割 は 腰 痛 予 防 策 の 知 識 が あ っ た が 、指 導 し て い る 者 は
3 割 で あ っ た 。 福 祉 用 具 の 使 用 方 法 の 認 識 は 5 割 、 指 導 も 2 割 程 度 で
あ っ た 。し た が っ て 、腰 痛 予 防 は ボ デ ィ メ カ ニ ク ス に よ り 可 能 で あ る
と い う 認 識 も あ り 、ボ デ ィ メ カ ニ ク ス の 活 用 の う え で 福 祉 用 具 を 使 用
す る と い う 意 識 が 不 十 分 で あ る こ と が 明 ら か と な っ た 。  
こ れ ら か ら 、 現 任 教 育 と し て ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ―の 導 入 は 援
助 者 の 身 体 的 ・ 心 理 的 負 担 を 軽 減 で き る 可 能 性 が 明 ら か と な り 、基 礎
看 護 教 育 課 程 で ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー の 実 態 が あ き ら か と な り 、
腰 痛 予 防 対 策 を 推 進 す る た め の 課 題 が 抽 出 さ れ た 。  
ノ ー リ フ テ ィ ン グ ポ リ シ ー を 習 得 し 活 用 す る こ と は 、腰 痛 を 予 防 す
る た め に は 重 要 で あ り 、基 礎 看 護 教 育 か ら 現 任 教 育 へ の 継 続 が 必 要 で
あ る こ と が 示 唆 さ れ た 。  
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  ( 2 0 1 9 年 1 月 3 1 日 )  
平 井 康 仁 ( 2 0 1 6 ) .  職 業 性 ス ト レ ス 調 査 票 に つ い て ～ 職 業 性 ス ト レ ス 簡   
易 調 査 票 の 特 徴 活 用 方 法 課 題 .  こ こ ろ の 健 康 ， 3 1 ( 2 )， 1 7 - 1 9 .  
平 松 知 子 ,泉 キ ヨ 子 ( 2 0 11 ) .  高 齢 者 施 設 に お け る 看 護 ・ 介 護 管 理 者 の ス  
タ ッ フ の 職 業 性 腰 痛 に 対 す る 問 題 意 識 と 対 策 .  看 護 実 践 学 会 誌   
2 3 ( 1 ) ,  6 6 - 7 2 .  
垰 田 和 史 ( 2 0 1 3 )  .  新 「 職 場 に お け る 腰 痛 予 防 対 策 指 針 」 後 の 腰 痛 問 題   
へ の 取 り 組 み .  医 療 労 働 ,  5 6 3 .  
市 川 冽 ( 2 0 0 6 ) .  高 齢 者 施 設 で の 福 祉 用 具 活 用 の 問 題 点 － 施 設 で は 適 合  
技 術 を 担 う 人 材 を 揃 え 、福 祉 用 具 を 利 用 し た 介 護 技 術 教 育 を す べ  
て の ス タ ッ フ に ー . G P n e t  5 2 ( 1 2 ) : 3 9 - 4 2  
井 上 由 里 ,長 倉 寿 子 ,上 杉 雅 之 ,小 枝 英 輝 ,成 瀬 進 ,宮 崎 純 弥 ( 2 0 1 2 ) .  介 護   
職 員 の 腰 痛 の 強 さ お よ び 機 能 障 害 と 健 康 関 連 Q O L の 関 係 .  理 学  
療 法 科 学 ,  2 7 ( 1 ) ,  11 - 1 3 .  
I S O / T R 1 2 2 9 6  ( 2 0 1 2 ) .  E r g o n o m i c s  －  M a n u a l  h a n d l i n g  o f  p e o p l e  i n  t h e   
h e a l t h c a r e  s e c t o r ,  A r j o H u n t l e i g h - S u m m a r y - I S O - T R - 1 2 2 9 6 . p d f .  
( 2 0 2 0 年 1 月 1 5 日 )  
伊 丹 君 和 ,藤 田 き み ゑ ,寄 本 明 ,古 株 ひ ろ み ,横 井 和 美 ,藤 迫 奈 々 重 ,  …森  
下 妙 子 ( 2 0 0 1 ) .  看 護 作 業 姿 勢 か ら み た 腰 部 負 担 の 少 な い ベ ッ ド の  
高 さ に 関 す る 研 究 (第 2 報 )  作 業 時 姿 勢 に お け る 教 員 ・ 学 生 間 の  
ボ デ ィ メ カ ニ ク ス 活 用 の 比 較 分 析 .  滋 賀 県 立 大 学 看 護 短 期 大 学 部  
学 術 雑 誌 ,  5 ,  3 9 - 4 4 .  
岩 切 一 幸 ,高 橋 正 也 ,外 山 み ど り ,平 田 衛 ,久 永 直 見 ( 2 0 0 7 ) .  高 齢 者 介 護 施   
設 に お け る 介 護 機 器 の 使 用 状 況 と そ の 問 題 点 .  産 業 衛 生 学 雑 誌 ,   
4 9 ( 1 ) ,  1 2 - 2 0 .  
岩 切 一 幸 ,高 橋 正 也 ,外 山 み ど り ,劉 欣 欣 ,甲 田 茂 樹 ( 2 0 1 4 ) .  介 護 施 設 に お  
け る 安 全 衛 生 活 動 が 介 護 者 の 腰 痛 に 及 ぼ す 影 響 .  人 間 工 学  
( 5 0 ) , 2 9 0－ 2 9 1  
岩 切 一 幸 ,高 橋 正 也 ,外 山 み ど り ,劉 欣 欣 ,甲 田 茂 樹 ( 2 0 1 6 ) .  福 祉 用 具 を 導




学 雑 誌 ,  5 8 ( 4 ) ,  1 3 0 - 1 4 2 ,  
岩 切 一 幸 , 松 平 浩 , 市 川 洌 , 高 橋 正 也 ( 2 0 1 7 a ) .  高 齢 者 介 護 施 設 に お け る
組 織 的 な 福 祉 用 具 の 使 用 が 介 護 者 の 腰 痛 症 状 に 及 ぼ す 影 響 .  産
業 衛 生 学 雑 誌 ,  5 9 ( 3 ) ,  8 2 - 9 2 .  
岩 切 一 幸 ,高 橋 正 也 ,外 山 み ど り ,劉 欣 欣 ,甲 田 茂 樹 ( 2 0 1 7 b ) .  介 護 者 の 腰  
痛 予 防 に つ な が る 介 護 施 設 の 安 全 衛 生 活 動 と 介 助 方 法 に 関 す る     
全 国 調 査 .  労 働 安 全 衛 生 総 合 研 究 所 特 別 研 究 報 告 ,  4 7 ,  1 0 5 - 11 0 .  
岩 切 一 幸 ,高 橋 正 也 ,外 山 み ど り ,劉 欣 欣 ,甲 田 茂 樹 ,市 川 洌 ( 2 0 1 7 c )． 介 助    
方 法 や 福 祉 用 具 の 使 用 方 法 に 関 す る 安 全 衛 生 活 動 が 介 護 者 の 腰  
痛 症 状 に 及 ぼ す 影 響  労 働 安 全 衛 生 総 合 研 究 所 特 別 研 究 報 告 ,   
4 7 , 111 - 1 2 6 .  
J a n e t  M a y e d a - L e t o u r n e a u ( 2 0 1 4 ) .  S a f e  P a t i e n t  H a n d l i n g  a n d  M o v e m e n t :  
A L i t e r a t u r e  R e v i e w,  R e h a b i l i t a t i o n  N u r s i n g , 3 9 ,  1 2 3 - 1 2 9 .  
上 畠 洋 佑 ( 2 0 1 7 ) .  日 本 の 私 立 看 護 系 大 学 に 関 す る 研 究 -文 部 科 学 省 政  
策 に 着 目 し た 私 立 看 護 系 大 学 増 加 要 因 分 析 の 知 見 と 限 界 - .  
h t t p s : / / w w w. w a s e d a . j p / f l a s / g l a s / a s s e t s / u p l o a d s / 2 0 1 7 / 0 3 / 2 0 1 7 _ u e h  
a t a _ 0 9 9 - 111 . p d f .  ( 2 0 2 1 年 1 月 3 0 日 )  
加 藤 正 明 ( 2 0 0 0 ) .  労 働 省 平 成 11 年 度「 作 業 関 連 疾 患 の 予 防 に 関 す る 研   
究 」労 働 の 場 に お け る ス ト レ ス お よ び そ の 健 康 影 響 に 関 す る 研 究   
報 告 書 .  1－ 3 6 7 .   
北 川 公 子 編 ( 2 0 2 0 ) .  系 統 基 礎 看 護 学 講 座  専 門 分 野 Ⅱ  老 年 看 護 学 .  東  
京 :  医 学 書 院 .  
岸 村 厚 志 ,飛 田 伊 都 子 ( 2 0 2 0 ) .  介 護 労 働 者 の 腰 痛 の 現 況 か ら み た 課 題  
と 行 動 分 析 学 を 用 い た 予 防 教 育 の 有 用 性 .  作 業 療 法 3 9 ( 4 ) ,  3 9 5 -  
4 0 5 .  
高 知 県 /日 本 ノ ー リ フ ト 協 会 高 知 支 部 ( 2 0 1 8 ) .  ノ ー リ フ  テ ィ ン グ ケ ア  
の 必 要 性 と そ の 効 果  i n  ノ ー リ フ テ ィ ン グ ケ ア 宣 言 , 高 知 県 地 域
福 祉 部 地 域 福 祉 政 策 課 .  5 – 6 .  
公 益 財 団 法 人 テ ク ノ エ イ ド 協 会 ( 2 0 1 5 ) .  福 祉 用 具 シ リ ー ズ  Vo l . 1 5  
(腰 を 痛 め な い 介 護 ・ 看 護 )  w w w. t e c h n o - a i d s . o r. j p  r e s e a r c h  v o l 1 5  
( 2 0 2 0 年 1 0 月 1 日 )  
古 株 ひ ろ み 北 村 隆 子 森 下 妙 子 ( 2 0 0 1 ) .  看 護 婦 の 腰 痛 予 防 に 関 す る 研 究  
看 護 女 子 学 生 の 腰 痛 実 態 調 査 .  滋 賀 県 立 大 学 看 護 短 期 大 学 部 学 術
雑 誌 ,  5  ,  4 5 - 5 1．  
小 島 ブ ン ゴ ー ド 孝 子 ( 2 0 0 6 ) .  つ ら い 介 護 か ら や さ し い 介 護 へ .  東 京 :  
株 式 会 社 ワ ー ル ド プ ラ ン ニ ン グ .  
厚 生 省 ( 1 9 9 4 ) .  職 場 に お け る 腰 痛 予 防 対 策 の 推 進   
h t t p s : / / w w w. m h l w. g o . j p / n e w i n f o / k o b e t u / r o u d o u / g y o u s e i / a n z e n / d l / 1 9
11 - 1 _ 2 f . p d f  ( 2 0 1 9 年 5 月 3 1 日 )  




等 特 殊 附 帯 工 事 の 取 扱 い に つ い て  
h t t p s : / / w w w. m h l w. g o . j p / w e b / t _ d o c ? d a t a I d = 0 0 t a 8 3 7 3 & d a t a Ty p e = 1 &  
p a g e N o = 1 ( 2 0 1 9 年 5 月 3 1 日 )  
厚 生 労 働 省 ( 1 9 9 6 ) .  人 材 確 保 等 支 援 助 成 金 ( 介 護 福 祉 機 器 助 成 コ ー
ス ) h t t p s : / / w w w. m h l w. g o . j p / s t f / s e i s a k u n i t s u i t e / b u n y a / 0 0 0 0 1 9 9 2 9 2 _ 0
0 0 0 6 . h t m l  ( 2 0 1 9 年 5 月 3 1 日 )  
厚 生 労 働 省 ( 2 0 1 3 a ) .  職 場 に お け る 腰 痛 予 防 指 針
h t t p s : / / w w w. j i s h a . o r. j p / r e s e a r c h / p d f / 2 0 1 4 0 3 _ 0 2 _ A l l . p d f  ( 2 0 1 9 年
1 0 月 1 日 )  
厚 生 労 働 省 ( 2 0 1 3 b ) .  職 場 に お け る 腰 痛 予 防 対 策 指 針 及 び 解 説  -   
h t t p s : / / w w w. m h l w. g o . j p / s t f / h o u d o u / 2 r 9 8 5 2 0 0 0 0 0 3 4 e t 4 a t t / 2 r 9 8 5 2 0 0 0  
0 0 3 4 m t c . p d f ( 2 0 1 9 年 5 月 3 1 日 )  
厚 生 労 働 省 ( 2 0 1 4 ) .  社 会 福 祉 施 設 の 労 働 災 害 防 止 ( 介 護 従 事 者 の 腰 痛
予 防 対 策 )  h t t p s : / / w w w. m h l w. g o . j p / c o n t e n t / 11 3 0 0 0 0 0 / 0 0 0 5 6 4 0 5 3 . p d f  
   ( 2 0 1 9 年 1 0 月 1 日 )  
厚 生 労 働 省 、 中 央 労 働 災 害 防 止 協 会 ( 2 0 1 5 )： 医 療 保 健 業 の 労 働 災 害 防    
止 ( 看 護 従 事 者 の 腰 痛 予 防 対 策 ) h t t p s : / / w w w. m h l w. g o . j p / f i l e / 0 6 -
S e i s a k u j o u h o u - 11 2 0 0 0 0 0 - R o  ( 2 0 1 9 年 1 0 月 1 日 )  
厚 生 労 働 省 ( 2 0 1 6 )平 成  2 8  年  国 民 生 活 基 礎 調 査 の 概 況  -  
h t t p s : / / w w w. m h l w. g o . j p / t o u k e i / s a i k i n / h w / k - t y o s a / k t y o s a 1 6 / d l / 1 6 . p d f    
( 2 0 1 9 年 5 月 3 1 日 )  
厚 生 労 働 省 ( 2 0 1 8 ) .  平 成 2 9 年 介 護 サ ー ビ ス 施 設 ・ 事 業 所 調 査 の 概 況  
w w w. m h l w. g o . j p / t o u k e i / s a i k i n / h w / k a i g o / . . . / i n d e x . h t m l ( 2 0 1 9 年 5 月     
3 1 日 )  
厚 生 労 働 省 ( 2 0 1 9 a ) .  医 療 と 介 護 の 一 体 的 な 改 革  
h t t p s : / / w w w. m h l w. g o . j p / s t f / s e i s a k u n i t s u i t e / b u n y a / 0 0 0 0 0 6 0 7 1 3 . h t m l  
( 2 0 1 9 年 5 月 3 1 日 )  
厚 生 労 働 省 ( 2 0 1 9 b ) .  介 護 職 員 数 の 推 移   
h t t p s : / / w w w. m h l w. g o . j p / c o n t e n t / 1 2 6 0 2 0 0 0 / 0 0 0 4 8 9 0 2 6 . p d f    
  ( 2 0 2 0 年 1 月 5 日 )  
厚 生 労 働 省 ( 2 0 1 9 c ) .  介 護 分 野 の 現 状 な ど に つ い て  
h t t p s : / / w w w. m h l w. g o . j p / c o n t e n t / 1 2 6 0 2 0 0 0 / 0 0 0 4 8 9 0 2 6 . p d f  
( 2 0 1 9 年 1 0 月 1 日 )  
厚 生 労 働 省 ( 2 0 1 9 )看 護 基 礎 教 育 検 討 会 報 告 書  
h t t p s : / / w w w. m h l w. g o . j p / c o n t e n t / 1 0 8 0 5 0 0 0 / 0 0 0 5 5 7 4 11 . p d f   
( 2 0 2 0 年 11 月 1 日 )  
久 留 島 美 紀 子 ,伊 丹 君 和 ,藤 田 き み ゑ ,森 下 妙 子 ,安 徳 ち づ 子 ,石 橋 美 年 子 ,  
柴 崎 さ と 子 ,塚 本 京 子 ( 2 0 0 3 ) .  看 護 ・ 介 護 作 業 時 の ボ デ ィ メ カ ニ ク
ス 活 用 状 況 に 関 す る 一 考 察 .  滋 賀 県 立 大 学 看 護 短 期 大 学 部 学 術 雑




松 平 浩 , 犬 塚 恭 子 , 菊 池 徳 昌 , 寒 河 江 千 鶴 , 有 阪 真 由 美 , 磯 村 達 也 ( 2 0 11 ) .  
日 本 語 版 F e a r - Av o i d a n c e  B e l i e f s  Q u e s t i o n n a i r e ( FA B Q - J ) の 開 発  
言 語 的 妥 当 性 を 担 保 し た 翻 訳 版 の 作 成 .  整 形 外 科 ,  6 2 ( 1 2 ) ,  1 3 0 1 -
1 3 0 6 .  
三 上 れ つ ,小 松 万 喜 子 編 ( 2 0 1 5 ) .  演 習 ・ 実 習 に 役 立 つ 基 礎 看 護 技 術 .第     
4  版 .  東 京 :ヌ ー ヴ ェ ル ヒ ロ カ ワ .  
三 枝 康 雄 ( 2 0 1 5 ) .  介 護 用 具 ・ 機 器 活 用 の 現 状 と 課 題 .  経 営 論 集 ,  4 ,  4 9 -  
5 7 .  
三 徳 和 子 ,森 本 寛 訓 ,矢 野 香 代 ,小 河 孝 則 ,長 尾 光 城 ,森 繁 樹 ,簑 輪 眞 澄  
( 2 0 0 8 ) .  施 設 に お け る 高 齢 者 ケ ア 従 事 者 の 職 業 性 ス ト レ ス 要 因  
と そ の 特 徴 .  川 崎 医 療 福 祉 学 会 誌 ,  1 8 ( 1 ) ,  1 2 1 - 1 2 8 .  
水 戸 優 子 ,  金 壽 子 ,  武 未 希 子 ,  城 生 弘 美 ,  志 自 岐 康 子 ,  福 士 政 広 …齋  
藤 宏 ( 1 9 9 8 ) .  看 護 婦 に よ る 患 者 の 車 椅 子 か ら ベ ッ ド へ の 移 乗 介 助  
の 分 析 ( 3 ) .  東 京 保 健 科 学 学 会 誌 ,  1 ( 1 ) ,  2 1 - 2 7 .  
三 宅 真 理 , 上 田 照 子 ,  E m m a n u e l  C l a i r e , 下 埜 敬 紀 , 神 田 靖 士 , 西 山 利 正
( 2 0 1 5 ) .  日 豪 の 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム に お け る 介 護 労 働 の 比 較 研 究 .   
厚 生 の 指 標 ， 6 2 ( 8 ) ,  
宮 崎 千 恵 ( 2 0 1 3 ) .床 走 行 式 リ フ ト 導 入 へ の ア プ ロ ー チ  意 識 教 育・技 術   
指 導 後 の ス タ ッ フ の 意 識 の 変 化 か ら の 考 察 .  日 本 精 神 科 看 護 学 術  
集 会 誌 ,  5 6 ( 3 ) ,  2 3 2 - 2 3 6 .  
百 瀬 由 美 子 ,箕 浦 哲 嗣 白 石 知 子 ( 2 0 0 9 ) .  高 齢 者 施 設 に お け る ケ ア 提 供 者  
の 健 康 状 態 と 介 護 機 器 利 用 に 関 す る 研 究 .  日 本 看 護 福 祉 学 会 誌 ，
1 4 ( 2 ) ,  8 7 - 9 9 .  
百 瀬 由 美 子 編 ( 2 0 2 0 ) .  老 年 看 護 学 第 6  版 .  東 京 :ヌ ー ヴ ェ ル ヒ ロ カ ワ .  
文 部 科 学 省 ( 2 0 0 9 ) .  大 学 設 置 基 準  看 護 師 等 養 成 所 の 運 営 に 関 す る 指   
導 要 領 に つ い て .  
h t t p s : / / w w w. w a m . g o . j p / w a m a p p l / b b 1 3 G S 4 0 . n s f / 0 / f 9 8 6 9 0 a 6 5 4 c f c 3 0 c     
4 9 2 5 7 5 3 5 0 0 2 1 6 8 b 4 / $ F I L E / 2 0 0 9 0 1 0 5 _ 4 s a n k o u . p d f    
( 2 0 1 9 年 5 月 3 1 日 )          
森 谷 陽 一 ,木 之 瀬 隆 ( 2 0 11 ) .  リ フ ト 活 用 と 腰 痛 予 防 ( 2 )国 内 で の 車 い す  
シ ー テ ィ ン グ と 合 わ せ た リ フ ト 活 用 状 況  介 護 福 祉  :  介 護 専 門 職  
情 報 誌 - ( 8 4 ) ,  1 2 3 - 1 3 4 .  
向 井 通 郎 ( 2 0 11 ) .  介 護 業 務 お よ び そ の 実 践 方 法 と ケ ア ワ ー カ ー の 腰 痛   
の 関 連 性 に つ い て .老 年 社 会 科 学 ,  3 3 ( 3 ) ,  4 2 6 - 4 3 5 .  
内 藤 理 英 ,畠 山 義 子 ( 2 0 0 2 ) .  日 本 に お け る 患 者 移 動 技 術 の 腰 痛 対 策 状  
況 .  山 梨 県 立 看 護 大 学 短 期 大 学 部 紀 要 ,  8 ( 1 ) ,  11 3 - 1 2 0 .  
縄 井 清 志 ,小 林 聖 美 ,佐 藤 和 典 ( 2 0 1 3 ) .超 高 齢 化 社 会 に お け る 福 祉 用 具 活  
用 の 現 状 と 課 題 .医 療 保 健 学 研 究 , 4 ,  1 - 8 .  
中 野 千 香 子 ( 2 0 1 3 ) .  急 性 期 一 般 病 院 に お け る 看 護 職 員 の 腰 痛 ・ 頸 肩 腕  




縄 井 清 志 編 ( 2 0 1 2 ) .  福 祉 用 具  標 準 理 学 療 法 学 地 域 理 学 療 法 学 ．第 ３ 版 ． 
東 京 :医 学 書 院 .  
日 本 看 護 系 大 学 協 議 会 ( 2 0 1 8 a ) .  看 護 系 大 学 に 関 す る 実 態 調 査  2 0 1 8 年  
度 状 況 調 査  
h t t p s : / / w w w. j a n p u . o r . j p / w p / w p - c o n t e n t / u p l o a d s / 2 0 2 0 / 0 5 / 2 0 1 9 D B . p d f     
( 2 0 2 0 年 1 2 月 1 日 )  
日 本 看 護 系 大 学 協 議 会 ( 2 0 1 8 b ) .「 看 護 系 大 学 に 関 す る 実 態 調 査 」  2 0 1 7   
年 度 状 況 調 査  
h t t p s : / / w w w. s p c n j . j p / a p p l i c a t i o n / f i l e s / 7 2 1 5 / 6 1 0 1 / 3 1 2 4 / H P. p d f ( 2 0 2 0  
年 1 2 月 1 日 )  
日 本 看 護 系 大 学 協 議 会 ( 2 0 2 0 a ) .  日 本 看 護 系 大 学 協 議 会 2 0 2 0 年 度 会 員  
校 h t t p s : / / w w w. j a n p u . o r. j p / n e w s /  ( 2 0 2 0 年 1 2 月 1 日 )  
日 本 看 護 系 大 学 協 議 会 ( 2 0 2 0 b ) .  ｢看 護 系 大 学 に 関 す る 実 態 調 査 の 年 次  
比 較 ｣2 0 0 3 年 度 、 2 0 0 8 年 度 、 2 0 1 3 年 度 ～ 2 0 1 7 年 度  
h t t p s : / / w w w. j a n p u . o r . j p / w p / w p c o n t e n t / u p l o a d s / 2 0 2 0 / 0 2 / 2 0 1 9 D B 5 y e a  
r C o m p a r i s o n . p d f ( 2 0 2 0 年 1 2 月 1 日 )  
日 本 看 護 協 会 ( 2 0 1 0 a ) .  病 院 看 護 職 の 夜 勤 ・ 交 代 制 勤 務 等 実 態 調 査  
h t t p s : / / w w w. n u r s e . o r . j p / n u r s i n g / s h u r o a n z e n / y a k i n k o t a i / c h o s a / i n d e x .       
h t m l  ( 2 0 1 9 年 5 月 3 1 日 )  
日 本 看 護 協 会 ( 2 0 1 0 b )：『 継 続 教 育 の 基 準 v e r . 2』 活 用 の た め の ガ イ ド  
h t t p s : / / w w w. n u r s e . o r . j p / n u r s i n g / e d u c a t i o n / k e i z o k u / p d f / v e r 2 -
g u i d e -  2 - a l l - 0 8 0 5 . p d f  ( 2 0 2 0 年 1 2 月 1 日 )  
日 本 看 護 協 会 ( 2 0 1 8 ) .  平 成 2 9 年 看 護 関 係 統 計 資 料 集  日 本 看 護 協 会 出   
版 会 編 集 h t t p s : / / w w w. n u r s e . o r . j p / h o m e / s t a t i s t i c s / p d f / t o u k e i 0 4 . p d f   
( 2 0 2 0 年 1 2 月 1 日 )  
日 本 看 護 協 会 ( 2 0 2 0 ) .  2 0 1 9  病 院 看 護 実 態 調 査  -  日 本 看 護 協 会  
h t t p s : / / w w w. n u r s e . o r . j p / h o m e / p u b l i c a t i o n / p d f / r e s e a r c h / 9 5 . p d f  
( 2 0 2 0 年 1 2 月 1 日 )  
日 本 整 形 外 科 学 会 /日 本 腰 痛 学 会 ( 2 0 1 9 )腰 痛 診 療 ガ イ ド ラ イ ン  
h t t p s : / / s s l . j s s r . g r. j p / a s s e t s / f i l e / m e m b e r / t o p i c s / g u i d e l i n e . p d f  ( 2 0 1 9
年 1 2 月 1 日 )  
日 本 医 療 総 合 研 究 所 ( 2 0 1 2 ) .  急 性 期 一 般 病 棟 に お け る 看 護 職 員 の 腰
痛 ・ 頸 肩 腕 痛 の 実 態 調 査 .  
日 本 福 祉 用 具・生 活 支 援 用 具 協 会 ( 2 0 2 0 ) .  事 故 情 報：製 品 評 価 技 術 基 盤   
機 構 公 表  h t t p : / / w w w. j a s p a . g r . j p / ? p a g e _ i d = 2 4 5   ( 2 0 2 1 年 1 月 3 0  
日 )  
一 般 社 団 法 人  日 本 福 祉 用 具 供 給 協 会 ( 2 0 1 0 )  -  安 全 利 用 推 進 マ ニ ュ ア   
ル h t t p s : / / w w w. f u k u s h i y o g u . o r. j p / g u i d e / a n z e n _ m a n u a l . p d f  ( 2 0 2 1 年    
1 月 3 1 日 )  




意 識  施 設 管 理 者 へ の イ ン タ ビ ュ ー を 通 し て .  日 本 地 域 看 護 学 会  
誌 ,  9 ( 2 )  ,  6 8 - 7 4 .  
任 和 子 編 ( 2 0 1 7 ) .  系 統 基 礎 看 護 学 講 座  専 門 分 野 Ⅰ  基 礎 看 護 学  [ 3 ]  基  
礎 看 護 技 術 Ⅱ .  東 京 :  医 学 書 院 .   
O S H A ( 2 0 0 3 ) .  G u i d e l i n e s  f o r  N u r s i n g  H o m e s ,  E rg o n o m i c s  f o r  t h e   
P r e v e n t i o n  o f  M u s c u l o s k e l e t a l  D i s o r d e r s ,  U S A .  
労 働 者 健 康 福 祉 機 構 ( 2 0 1 5 ) .  平 成 2 7 年 度 版 労 働 衛 生 の ハ ン ド ブ ッ ク  
h t t p : / / w w w. t o k y o s . j o h a s . g o . j p / h a n d b o o k . h t m l ( 2 0 1 9 年 5 月 3 1 日 )  
酒 井 一 博 ( 2 0 0 2 ) .  日 本 産 業 衛 生 学 会 産 業 疲 労 研 究 会 撰「 自 覚 症 し ら べ 」 
の 改 訂 作 業 .  労 働 の 科 学 ,  5 7 :  2 9 5 – 2 9 8 .  
佐 々 木 修 一 ,小 幡 彰 一 ,久 保 綾 子 ( 2 0 1 3 ) .  多 職 種 と 共 同 す る こ と に よ り  
廃 用 症 候 群 か ら の 脱 却 を 試 み た 一 事 例 .  京 都 在 宅 リ ハ ビ リ テ ー シ  
ョ ン 研 究 会 誌 ,  1 7 ,  1 7 - 2 1  
下 元 桂 子 ( 2 0 1 8 ) .  福 祉 用 具 の あ る 生 活 を 日 々 の あ た り 前 に —高 知 家 の
取 り 組 み — .日 本 義 肢 装 具 学 会 誌 ,  3 4 ( 2 ) .  
下 光 輝 一 ( 2 0 0 5 ) .  職 業 性 ス ト レ ス 簡 易 調 査 票 を 用 い た ス ト レ ス の 現 状   
把 握 の た め の マ ニ ュ ア ル よ り  効 果 的 な 職 場 環 境 等 の 改 善 対 策 の  
た め に 一 職 場 環 境 の 改 善 に よ る メ ン タ ル ヘ ル ス 対 策 に 関 す る 研  
究 .  平 成 1 4～ 1 6 年 度  厚 生 労 働 科 学 研 究 補 助 金 労 働 安 全 衛 生 総 合  
研 究 , 1－ 3 0．  
正 美 津 恵  ( 2 0 1 7 ) .  看 護 必 要 度 と 看 護 師 の 看 護 サ ー ビ ス 提 供 時 に か か   
る 身 体 活 動 量 、疲 労 感 、精 神 的 ス ト レ ス と の 関 連 -客 観 的 指 標 と 主  
観 的 指 標 を 用 い た 評 価 ‐ .  日 本 看 護 学 会 論 文 集 ， 4 7 ,  11 7－ 1 2 0 .  
鈴 鴨 よ し み ,福 原 俊 一 ( 2 0 0 2 ) .  腰 痛 の 疫 学 調 査 の 理 論 と 実 際 に つ い て   
S F - 3 6 日 本 語 版 の 特 徴 と 活 用 .  日 本 腰 痛 学 会 雑 誌 ,  8 ( 1 ) ,  3 8 - 4 3 .  
高 野 賢 一 郎 ,浅 田 史 成 ,野 村 卓 生 ( 2 0 1 6 ) .  い つ で も ど こ で も フ ィ ジ カ ル  
コ ン サ ル テ ィ ン グ .  日 本 職 業 ・ 災 害 医 学 会 会 誌 ,  6 4 ( 2 ) ,  1 0 1 - 1 0 6 .  
多 田 幸 代 ,村 永 信 吾 ,宮 越 浩 一 ,久 保 田 基 夫  ( 2 0 1 2 ) .  看 護 師 に お け る 腰  
痛 関 連 要 因 の 検 討 (第 2 報 )  病 院 他 職 種 と の 比 較 .  J o u r n a l  o f   
S p i n e  R e s e a r c h ,  3 ( 6 ) ,  8 7 9 - 8 8 4 .  
武 田 啓 子 ,渡 邉 順 子 ( 2 0 1 2 ) .  女 性 看 護 師 の 腰 痛 の 有 無 と 身 体 ・ 心 理 ・ 社  
会 的 姿 勢 に 関 連 す る 因 子 と そ の 様 相 .  日 本 看 護 研 究 学 会 雑 誌 ,   
3 5 ( 2 ) ,  11 3 - 1 2 2 .  
武 田 啓 子 ( 2 0 1 6 ) .  介 護 福 祉 士 の 腰 痛 に 関 す る 研 究 .  介 護 福 祉 士 ,  2 0 ,  9 0 -  
1 0 2 .   
高 橋 郁 子 ,  操 華 子 ,  武 田 宣 子 ( 2 0 1 6 ) .  看 護 師 の 移 動 介 助 動 作 時 腰 痛 と  
移 動 介 助 の 頻 度  移 動 補 助 具 の 適 正 使 用 と の 関 係 .  日 本 看 護 科 学  
会 誌 ,  3 6 ,  1 3 0 - 1 3 7 .  
田 中 ま ゆ み ( 2 0 11 ) .  当 施 設 職 員 の 腰 痛 の 実 態 と 腰 痛 体 操 の 効 果 .  理 学  




冨 田 川 智 志 ( 2 0 1 7 ) .  介 護 福 祉 士 養 成 課 程 に お け る 移 動 ・ 移 乗 技 術 教 育  
の 現 状 と 課 題 ─「 抱 上 げ な い 移 動 ・ 移 乗 技 術 」 を 前 提 と し た 教 育  
構 築 の 必 要 性 ─． 地 域 ケ ア リ ン グ ,  1 9 ( 1 ) ,  6 2 - 6 7 .  
東 京 医 科 大 学 公 衆 衛 生 学 講 座 ( 2 0 1 4 ) .  平 成 2 5 年 度「 精 神 的 健 康 に 着 目  
し た 職 場 の リ ス ク  評 価 手 法 の 取 入 れ な ど に 関 す る 事 業 」 に 係 る  
解 析 報 告 書 .   
h t t p s : / / w w w. m h l w. g o . j p / f i l e / 0 5 - S h i n g i k a i - 11 2 0 1 0 0 0 -
R o u d o u k i j u n k y o k u - S o u m u k a / 0 0 0 0 0 5 0 9 1 5 . p d f ( 2 0 1 8 年 1 0 月 1 日 )  
対 馬 栄 輝 ( 2 0 1 0 ) .  医 療 系 研 究 論 文 の 読 み 方 ・ ま と め 方  東 京 :東 京 図 書 .  
辻 口 彩 乃 ,正 源 寺 美 穂 ,井 村 亜 希 ,佐 藤 啓 子 ,長 谷 川 佳 菜 ,横 山 佳 奈 恵 ,  戸
田 喜 久 ,平 松 知 子 ,泉 キ ヨ 子 ,戸 田 喜 久 ( 2 0 11 ) .  高 齢 者 施 設 に お け る
看 護 ・ 介 護 管 理 者 の ス タ ッ フ の 職 業  性 腰 痛 対 す る 問 題 意 識 と 対
策 .  看 護 実 践 学 会 誌 ,  2 3 ( 1 ) ,  6 6 - 7 2 .  
上 田 恵 美 子 , 古 川 文 子 , 小 林 敏 生 ( 2 0 0 6 ) .  ス タ ッ フ ナ ー ス の 健 康 関 連
Q O L に 職 業 性 ス ト レ ス 要 因 、 緩 衝 要 因 、 個 人 要 因 が 及 ぼ す 影 響 .  
日 本 看 護 研 究 学 会 雑 誌 ,  2 9 ( 5 ) ,  3 9 - 4 7 .  
V N B I P P  A d v i s o r y  C o m m i t e e ( 2 0 0 4 ) .   T h e  Vi c t o r i a n  N u r s e s  B a c k  I n j u r y   
P r e v e n t i o n  P r o j e c t  E v a l u a t i o n  R e p o r t  2 0 0 4 ,  Vi c t o r i a n  G o v e r n m e n t   
D e p a r t m e n t  o f  H u m a n  S e r v i c e s .  
h t t p : / / w w w. h e a l t h . v i c . g o v. a u / n u r s i n g / d o w n l o a d s / v n b i p p _ r e p o r t _ d e c _  
0 4 . p d f  ( 2 0 1 9 年 1 月 3 1 日 )  
若 林 美 佐 子 ,谷 口 敏 代 ( 2 0 1 9 ) .  介 護 福 祉 現 場 の リ フ ト 普 及 を 阻 む 要 因  
に つ い て ～ 介 護 福 祉 士 養 成 施 設 に お け る リ フ ト 教 育 か ら の 考 察  
～ .  美 作 大 学 ・ 美 作 大 学 短 期 大 学 部 紀 要 ， 6 4． 111 - 11 6 .  
Wa t e r s  T R ,  N e l s o n  A ,  H u g h e s  N ,  M e n z e l  N  ( 2 0 0 9 ) .  S a f e  P a t i e n t  H a n d l i n g   
Tr a i n i n g  f o r  S c h o o l s  o f  N u r s i n g .  N  I  O  S  H  2  0  0  9  ,   
h t t p s : / / w w w. c d c . g o v / n i o s h / d o c s / 2 0 0 9 - 1 2 7 / d e f a u l t . h t m l  ( 2 0 2 0 年 1    
月 1 0 日 )  
和 田 攻 ( 2 0 0 6 ) .  腰 痛 ―臨 床・予 防 管 理・補 償 の す べ て .  産 業 保 健 ハ ン ド  
ブ ッ ク ．  
山 中 寛 惠 ,和 田 山 智 子 ,桑 原 宏 美 ,松 本 紀 子 ,白 石 育 子 ,任 和 子 ( 2 0 1 5 ) .  患  
者 と 看 護 師 の 安 全 な 作 業 環 境 を 目 指 し て .  京 都 大 学 大 学 院 医 学 研
究 科 人 間 健 康 科 学 系 専 攻 紀 要 ,  1 0 ,  1 9 - 2 2 .  
大 和 三 重 ,立 福 家 徳 ( 2 0 1 3 ) .  介 護 老 人 福 祉 施 設 に お け る 介 護 職 員 の 離 職
要 因  賃 金 と 教 育 ・ 研 修 を 中 心 と し た 施 設 体 制 が 離 職 率 に 与 え  
る 影 響 .  人 間 福 祉 学 研 究 , 6 ( 1 ) , 3 3 - 4 5 .  
保 田 淳 子 著 ,垰 田 和 史 監 修 ( 2 0 1 6 ) .  ノ ー リ フ ト 持 ち 上 げ な い 看 護 、 抱 え  
上 げ な い 介 護 .  京 都 :株 式 会 社 ク リ エ イ ツ か も が わ .  
保 田 淳 子 ( 2 0 1 7 ) .  日 本 ノ ー リ フ ト 協 会 が 展 開 す る 腰 痛 予 防 の 取 り 組 み .   




保 田 淳 子 ( 2 0 1 8 ) .  抱 え 上 げ な い ケ ア の 必 要 性 － 海 外 の 取 り 組 み と 日 本   
の 現 状 .  地 域 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン ,  1 3 ( 5 )， 3 2 4 - 3 2 9 .  
山 口 み の り ( 2 0 1 0 ) .  看 護 書 に み る 体 位 の 保 持 ・ 変 換 に 関 す る 看 護 技 術  
の 歴 史 的 変 遷 .  日 本 看 護 歴 史 学 会 誌 ,  2 3 ( 1 )， 5 4 - 6 7 .   
吉 田 み つ こ ,本 庄 恵 子 ( 2 0 1 6 ) .  写 真 で わ か る 基 礎 看 護 技 術 ア ド バ ン ス ,  
東 京 :  イ ン タ ー メ デ ィ カ .  
和 田 攻 ,南 裕 子 ,小 峰 光 博 ( 2 0 1 0 ) .看 護 大 辞 典 .第 2 版 .東 京 :医 学 書 院 .  
渡 辺 み ど り ( 2 0 0 1 ) .介 護 老 人 保 健 施 設 の 看 護 管 理 者 の 役 割 認 識 と 看 護      
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 介入群 22 名  対照群 20 名 
  
         
  
追跡不能者 3 名 
理由：法人内異動 
 
追跡不能者 3 名 
理由：腰痛以外の外
傷で夜勤ができない 
   
   




 介入群 19 名  対照群 17 名 

























表 1 対象施設の基礎情報 
  介入群 対照群 
入所者数 100 名 148 名 
平均要介護度 3.19 3.22 
介護スタッフ数 33 名 46 名 
福祉用具の種類（台数）   
床走行式リフト 2 6 
浴室用リフト 5 1 
スライディングシート 9 19 
スライディングボード 9 6 
スタンディングリフト 7 2 
























1 回目 2 回目 1 回目 2 回目 P 値 
  







45.0±14.0 46.6±12.7 38.5±8.7 40.6±9.5 .111 
現勤務年数 
 
4.6±4.0 5.7±4.2 4.7±3.9 6.2±4.4 .539 
経験年数 
 
6.8±4.7 8.1±5.8 6.0±4.7 7.2±4.7 .627 
研修回数 
 




性別  女性 13(59.1) 11(57.9) 5(25.0) 5(29.4) .047 
 
男性 9(40.9) 8(42.1) 15(75.0) 12(70.6) 
 
資格 介護福祉士 14(63.6) 13(68.4) 10(50.0) 7(41.2) .352 
 
実務者研修 7(31.8) 6(31.6) 7(35.0) 9(52.9) 
 
 
初任者研修 1(4.5) 0 3(15.0) 1(5.9) 
 
腰痛の有無 ある 3(13.6) 3(15.8) 4(20.0) 5(29.4) .214 
 





3(13.6) 0 0 3(17.6) 
 
 
ない 6(27.3) 5(26.3) 2(10.0) 3(17.6) 
 
腰痛対策 ベルト使用 5(22.7) 5（26.3） 7(35.0) 7(35.3) .414 
 
鎮痛剤使用 1(4.5) 2(10.5) 2(10.0) 1(5.9) 
 
 
体操実施 6(27.3) 7(36.8) 8(40.0) 7(41.2) 
 
 
その他 10(45.5) 5(26.3) 2(10.0) 2(11.8） 
 
 
全て 0 0 1(5.0) 0 
 
年齢、現勤務年数、経験年数：Student t-test 













表 3 介入群の身体活動量・援助回数・福祉用具使用回数の前後比較 
 
1 回目(n=66) 2 回目(n=57) 
 
日勤帯 平均値(中央値:四分位範囲） P 値 
カロリー(kcal) 6.9(6.5:5.3-8.2) 7.7(7.4:5.3-9.9) .104 
歩数 (歩数) 8863.7(8470:7534-9934) 9498.9(9456:7602-10858) .123 
援助 (回数) 
   
体位変換  2.0(1:0－4) 1.5(0:0-2) .178 
車椅子移乗 10.9(11:5.75-15) 11.4(11:5-15) .875 
排泄介助 12.5(10:5.75-18) 15.0(14:7.5-20.5) .275 
入浴介助 6.1(0:0－10.25) 6.3(0:0-16) .987 
リフト 1.6(1:0－3) 2.26±2.86(1.25) .480 
スライディングシート 0.5(0:0-1) 0.4(0:0-0) .049 
スライディングボード 3.3(3:1-5) 3.8(2:1-4.5) .444 
スタンディングリフト 1.0(0:0-2) 0.6(0:0-1) .083 
グローブ 1.9(1:0-3) 1.3(0:0-2) .091 
ポジショニング 3.7(3:1-6) 2.7(1:0-4) .007 
夜勤帯 1 回目(n=22) 2 回目(n=19) 
 
カロリー(kcal) 12.0(10:8-15) 13.5(11.9:9.2-18.4) .296 
歩数 (歩数) 17768.8(16454:14297-20954) 18832.3(18682:16253-21341) .418 
援助 (回数)   
 
体位変換  11.09(10:5.5-16.5） 7.89(6:4-11) .167 
車椅子移乗 23.73(22.5:18.5-30.25) 24.47(27:18-29) .763 
排泄介助 42.36(41:32.5-52) 46.63(45:38-58) .432 
リフト 1.86(2:0-3) 2.53(2:0-4) .479 
スライディングシート 1.23(0.5:0-2) 0.63(0:0-1) .148 
スライディングボード 6.73(7.5:3.75-9.25) 4.95(4:3-6) .073 
スタンディングリフト 0.67(0:0-1) 0.79(1:0-2) .700 
グローブ 4.59(2:0-7.75) 3.37(4:0-6) .853 
ポジショニング 10.45(10.5:6-14.75) 7.68(7:5-12) .148 














図 3 介入群自覚症しらべ比較 





















表 4 介入群のストレス・SF36®・RDQ・FABQ-J の前後比較 
 
1 回目(n=22) 2 回目(n=19) 
 
 
平均値(中央値:四分位範囲） P 値 
職業性ストレス 
   
心理的な仕事の負担(量) 9.6(10:8-11) 9.2(9:8-11) .109 
心理的な仕事の負担(質) 10.0(10:9-11) 9.6(10:9-11) .161 
自覚的な身体的負担度 3.8(4:4-4) 3.6(4:3-4)) .086 
職場の対人関係でのストレス 5.3(5:4-7) 7.1(7:5-8) .000 
職場環境によるストレス 1.9(2:1-2) 2.8(3:3-3) .000 
仕事のコントロール度 6.9(7:6-8) 6.1(6:5-7)) .003 
技能の活用度 3.0(3:3-3) 2.1(2:2-3) .000 
仕事の適性度 2.7(3:2-3) 2.9(3:3-3) .335 
働きがい 2.9(3:3-3) 3.0(3:3-4) .346 
活気 6.9(6.5:6-9) 7.0(7:６-8) .926 
いらいら感 6.1(6:５-7) 6.4(6:4-9) .586 
疲労感 7.4(7:6-9) 7.1(7:6-8) .304 
不安感 6.3(6:5-7) 6.5(7:5-8) .254 
抑うつ感 9.8(10:8-12) 9.2(9:7-11) .093 
身体愁訴 18.9(18.5:15-21) 18.2(17:15-19） .051 
上司からのサポート 6.5(7:5-8) 8.5(9:7-10) .000 
同僚からのサポート 8.0(8:7-9) 7.3(8:6-9） .114 
家族や友人からのサポート 9.2(9.5:7-12) 10.2(11:9-12） .028 
仕事や生活の満足度 5.0(5:4-6) 5.4(5:4-6) .544 
SF36® 
   
身体機能 53.7(54.4:51.7-57.1) 51.2(54.4:51.7-57.1) .344 
日常役割機能(身体) 49.2(53.8:48.1-56.7) 46.9(56.7:39.4-56.7) .847 
体の痛み 44.3(43.8:38.8-48.4) 46.9(48.4:39.3-53.8) .044 
全体的健康感 52.6(51.9:49.3-54.5) 53.3(51.9:46.7-64.8) .927 
活力 46.8(46.8:43.8-49.8) 49.8(46.8:43.8-52.9) .021 
社会生活役割 51.5(52.1:46.4-57.7) 53.2(57.7:52.1-57.7) .098 
日常生活機能(精神) 50.7(54.9:45.6-56.8) 47.0(49.4:34.5-56.8) .082 
心の健康 49.3(49.5:44.4-52) 50.4(52:47-54.5) .067 
RDQ 2.8(0:0-5) 4.3(0:0-4) .960 
FABQ-J 14.1(16:11-19) 11.2(12:10-15) .000 










表 5 対照群の身体活動量・援助回数・福祉用具使用回数の前後比較 
 
1 回目(n=60) 2 回目(n=51) 
 
日勤帯 平均値(中央値:四分位範囲） P 値 
カロリー 5.9(5.0:3.6-6.8) 6.9(6.2:4.5-8.4) .037 
歩数 8004.4(7865:6665-9258) 7859.4(8065:6629-9393) .925 
体位変換 3.9(2:0-6.7) 3.6(2:0-6) .621 
車椅子移乗 12.0(11:4-16) 10.4(8:4-8) .415 
排泄介助 8.4(8:4.25-12) 8.0(7:2-7) .322 
入浴介助 1.5(0:0-0) 8.4(0:0-20) .001 
リフト 1.0(0:0-2) 3.6(3:1-5) .000 
スライデイングシート 0.1(0.1:0-0) 0.8(0:0-0) .005 
スライデイングボード 2.5(1:0-4) 1.4(0:0-3) .042 
スタンデイングリフト 0.6(0:0-0) 0.02(0:0-0) .131 
グローブ 0.1(0:0-0) 0.1(0:0-0) .811 
ポジショニング 0.1(0:0-0) 0.5(0:0-0) .124 
夜勤帯 1 回目(n=20) 2 回目(n=17) 
 
カロリー 11.6(11.3:7.3-12.5) 11.3(8.8:6.5-15.3) .940 
歩数 14643.3(14856:12828-16655) 12949(12277:9187-16773) .198 
体位変換 17.7(10:7.2-22.7) 17.7(14:8-23.5) .557 
車椅子移乗 24.9(22.5:17.2-30.7) 20.1(20:11-26) .209 
排泄介助 33.3(33:27.2-43.7) 27.2(28:17-35.5) .091 
リフト 1.7(2:0-2) 4.5(4:3-6) .000 
スライディングシート 0.2(0:0-0) 0.9(0:0-1) .297 
スライディングボード 3.6(4:0-7.5) 3.1(4:0.5-4.5) .940 
スタンディングリフト 0.3(0:0-0) 0.1(0:0-0) .000 
グローブ 0.4(0:0-0) 0.6(0:0-0) .729 
ポジショニング 0.7(0:0-0) 1.0(0:0-0.5) .707 















図 4 対照群自覚症しらべ比較 





















表 6 対照群のストレス・SF36®・RDQ・FABQ-J の前後比較 
 
1 回目(n=20) 2 回目(n=17) 
 
 
平均値(中央値:四分位範囲） P 値 
職業性ストレス 
   
心理的な仕事の負担(量) 8.15(9:7-10) 7.88(8:7-9) .331 
心理的な仕事の負担(質) 9.1(9:8.25-10) 8.9(10:8-10) .683 
自覚的な身体的負担度 3.3(3:3-4) 3.6(4:3-4) .006 
職場の対人関係でのストレス 6.2(6:5-7) 8.9(9:7-9) .000 
職場環境によるストレス 2.4(2:2-3) 3.0(3:3-3) .000 
仕事のコントロール度 8.5(9:7.25-9) 6.7(7:6-7) .000 
技能の活用度 3.0(3:2.25-4) 2.5(3:2-3) .019 
仕事の適性度 3.1(3:3-3.75) 3.2(3:3-4) .241 
働きがい 3.2(3:3-4) 3.3(3:3-4) .814 
活気 7.1(6.5:6-8) 7.0(7:5-4) .767 
いらいら感 6.3(6:6-8) 5.4(6:4-6) .016 
疲労感 6.6(6.5:4.5-9) 6.0(6:5-7) .054 
不安感 5.10(5:4-6.75) 6.5(6:3-6) .626 
抑うつ感 9.1(8.5:6-11.5) 8.7(9:6-9) .623 
身体愁訴 18.1(18:13.25-23.5) 17.1(17:14-19) .219 
上司からのサポート 9.0(9:8-10.75) 8.5(9:7-10) .320 
同僚からのサポート 9.2(9:8-10.75) 8.2(9:7-9) .055 
家族や友人からのサポート 10.4(10.5:9-12) 10.2(11:9-12) 1.000 
仕事や生活の満足度 6.0(6:5-7) 5.8(6:5-6) .602 
SF36® 
   
身体機能 52.0(54.4:48.9-57.1) 54.2(54.4:51.7-57.1) .068 
日常役割機能(身体) 49.4(53.8:45.2-56.7) 52.2(56.7:48.1-56.7) .128 
体の痛み 41.3(41.3:34.3-47.4) 47.9(48.4:39.3-61.1) .001 
全体的健康感 52.4(51.9:44-58.9) 56.4(57:49.3-62.2) .125 
活力 47.7(46.8:42.2-52.9) 52.5(49.8:46.8-59) .015 
社会生活役割 51.2(54.9:46.4-57.7) 49.4(52.１:40.8-57.7) .157 
日常生活機能(精神) 48.6(53.1:40.0-56.8) 51.5(56.8:49.4-56.8) .087 
心の健康 47.5(45.7:40.0-55.8) 52.1(52:41.9-62.1) .015 
RDQ 3.5(3:0.25-5.7 2.4(1:0-2) .005 
FABQ-J 13.9(15:10-19) 12.4(15:5-18) .503 














日勤帯 平均値(中央値:四分位範囲) P 値 
カロリー 6.9(6.5:5.3-8.2) 5.9(5.0:3.6-6.8) .000 
歩数 8863.7(8470:7534-9934) 8004.4(7865:6665-9258) .041 
体位変換 2.0(1:0－4) 3.9(2:0-6.7) .143 
車椅子移乗 10.9(11:5.75-15) 12.0(11:4-16) .934 
排泄介助 12.5(10:5.75-18) 8.4(8:4.25-12) .010 
入浴介助 6.1(0:0－10.25) 1.5(0:0-0) .003 
リフト 1.6(1:0－3) 1.0(0:0-2) .031 
スライディングシート 0.5(0:0-1) 0.1(0.1:0-0) .000 
スライディングボード 3.3(3:1-5) 2.5(1:0-4) .031 
スタンディングリフト 1.0(0:0-2) 0.6(0:0-0) .000 
グローブ 1.9(1:0-3) 0.1(0:0-0) .000 
ポジショニング 3.7(3:1-6) 0.1(0:0-0) .000 
夜勤帯 介入群(n=22) 対照群(n=20) 
 
カロリー 12.0(10:8-15) 11.6(11.3:7.3-12.5) .579 
歩数 17768.8(16454:14297-20954) 14643.3(14856:12828-16655) .066 
体位変換 11.09(10:5.5-16.5） 17.7(10:7.2-22.7) .272 
車椅子移乗 23.73(22.5:18.5-30.25) 24.9(22.5:17.2-30.7) .850 
排泄介助 42.36(41:32.5-52) 33.3(33:27.2-43.7) .036 
リフト 1.86(2:0-3) 1.7(2:0-2) .359 
スライディングシート 1.23(0.5:0-2) 0.2(0:0-0) .017 
スライディングボード 6.73(7.5:3.75-9.25) 3.6(4:0-7.5) .013 
スタンディングリフト 0.67(0:0-1) 0.3(0:0-0) .009 
グローブ 4.59(2:0-7.75) 0.4(0:0-0) .000 
ポジショニング 10.45(10.5:6-14.75) 0.7(0:0-0) .000 
















図 5 1 回目自覚症しらべ比較 



























平均値(中央値:四分位範囲) P 値 
職業性ストレス 
   
心理的な仕事の負(量) 9.6(10:8-11) 8.15(9:7-10) .000 
心理的な仕事の負(質) 10.0(10:9-11) 9.1(9:8.25-10) .000 
自覚的な身体的負担度 3.8(4:4-4) 3.3(3:3-4) .000 
職場の対人関係でのストレス 5.3(5:4-7) 6.2(6:5-7) .006 
職場環境によるストレス 1.9(2:1-2) 2.4(2:2-3) .001 
仕事のコントロール度 6.9(7:6-8) 8.5(9:7.25-9) .000 
技能の活用度 3.0(3:3-3) 3.0(3:2.25-4) .942 
仕事の適性度 2.7(3:2-3) 3.1(3:3-3.75) .035 
働きがい 2.9(3:3-3) 3.2(3:3-4) .011 
活気 6.9(6.5:6-9) 7.1(6.5:6-8) .964 
いらいら感 6.1(6:５-7) 6.3(6:6-8) .323 
疲労感 7.4(7:6-9) 6.6(6.5:4.5-9) .098 
不安感 6.3(6:5-7) 5.1(5:4-6.75) .000 
抑うつ感 9.8(10:8-12) 9.1(8.5:6-11.5) .051 
身体愁訴 18.9(18.5:15-21) 18.1(18:13.25-23.5) .508 
上司からのサポート 6.5(7:5-8) 9.0(9:8-10.75) .000 
同僚からのサポート 8.0(8:7-9) 9.2(9:8-10.75) .003 
家族や友人からのサポート 9.2(9.5:7-12) 10.4(10.5:9-12) .046 
仕事や生活の満足度 5.0(5:4-6) 6.0(6:5-7) .012 
SF36® 
   
身体機能 53.7(54.4:51.7-57.1) 52.0(54.4:48.9-57.1) .200 
日常役割機能(身体) 49.2(53.8:48.1-56.7) 49.4(53.8:45.2-56.7) .982 
体の痛み 44.3(43.8:38.8-48.4) 41.3(41.3:34.3-47.4) .048 
全体的健康感 52.6(51.9:49.3-54.5) 52.4(51.9:44-58.9) .642 
活力 46.8(46.8:43.8-49.8) 47.7(46.8:42.2-52.9) .262 
社会生活役割 51.5(52.1:46.4-57.7) 51.2(54.9:46.4-57.7) .797 
日常生活機能(精神) 50.7(54.9:45.6-56.8) 48.6(53.1:40.0-56.8) .195 
心の健康 49.3(49.5:44.4-52) 47.5(45.7:40.0-55.8) .096 
RDQ 2.8(0:0-5) 3.5(3:0.25-5.7) .012 
FABQ-J 14.1(16:11-19) 13.9(15:10-19) .860 













日勤帯 平均値(中央値:四分位範囲） P 値 
カロリー 7.7(7.4:5.3-9.9) 6.9(6.2:4.5-8.4) .438 
歩数 9498.9(9456:7602-10858) 7859.4(8065:6629-9393) .056 
体位変換 1.5(0:0-2) 3.6(2:0-6) .064 
車椅子移乗 11.4(11:5-15) 10.4(8:4-8) .406 
排泄介助 15.0(14:7.5-20.5) 8.0(7:2-7) .000 
入浴介助 6.3(0:0-16) 8.4(0:0-20) .250 
リフト 2.26(2:1-5) 3.6(3:1-5) .000 
スライディングシート 0.4(0:0-0) 0.8(0:0-0) .527 
スライデイングボード 3.8(2:1-4.5) 1.4(0:0-3) .000 
スタンデイングリフト 0.6(0:0-1) 0.02(0:0-0) .000 
グローブ 1.3(0:0-2) 0.1(0:0-0) .000 
ポジショニング 2.7(1:0-4) 0.5(0:0-0) .000 
夜勤帯 介入群(n=19) 対照群(n=17) 
 
カロリー 13.5(11.9:9.2-18.4) 11.3(8.8:6.5-15.3) .319 
歩数 18832.3(18682:16253-21341) 12949(12277:9187-16773) .005 
体位変換 7.89(6:4-11) 17.7(14:8-23.5) .002 
車椅子移乗 24.47(27:18-29) 20.1(20:11-26) .129 
排泄介助 46.63(45:38-58) 27.2(28:17-35.5) .000 
リフト 2.53(2:0-4) 4.5(4:3-6) .010 
スライディングシート 0.63(0:0-1) 0.9(0:0-1) .661 
スライディングボード 4.95(4:3-6) 3.1(4:0.5-4.5) .049 
スタンディングリフト 0.79(1:0-2) 0.1(0:0-0) .019 
グローブ 3.37(4:0-6) 0.6(0:0-0) .001 
ポジショニング 7.68(7:5-12) 1.0(0:0-0.5) .000 

















図 6 2 回目自覚症しらべ比較 
























表 10 2 回目ストレス・SF36®・RDQ・FABQ-J の比較 
 
2 回目(n=19) 2 回目(n=17) 
 
 
平均値(中央値:四分位範囲) P 値 
職業性ストレス 
   
心理的な仕事の負担(量) 9.2(9:8-11) 7.88(8:7-9) .033 
心理的な仕事の負担(質) 9.6(10:9-11) 8.9(10:8-10) .219 
自覚的な身体的負担度 3.6(4:3-4)) 3.6(4:3-4) .851 
職場の対人関係でのストレス 7.1(7:5-8) 8.9(9:7-9) .019 
職場環境によるストレス 2.8(3:3-3) 3.0(3:3-3) .490 
仕事のコントロール度 6.1(6:5-7)) 6.7(7:6-7) .093 
技能の活用度 2.1(2:2-3) 2.5(3:2-3) .232 
仕事の適性度 2.9(3:3-3) 3.2(3:3-4) .244 
働きがい 3.0(3:3-4) 3.3(3:3-4) .315 
活気 7.0(7:６-8) 7.0(7:5-4) .876 
いらいら感 6.4(6:4-9) 5.4(6:4-6) .257 
疲労感 7.1(7:6-8) 6.0(6:5-7) .052 
不安感 6.5(7:5-8) 6.5(6:3-6) .107 
抑うつ感 9.2(9:7-11) 8.7(9:6-9) .731 
身体愁訴 18.2(17:15-19） 17.1(17:14-19) .707 
上司からのサポート 8.5(9:7-10) 8.5(9:7-10) 1.000 
同僚からのサポート 7.3(8:6-9） 8.2(9:7-9) .285 
家族や友人からのサポート 10.2(11:9-12） 10.2(11:9-12) .907 
仕事や生活の満足度 5.4(5:4-6) 5.8(6:5-6) .379 
SF36® 
   
身体機能 51.2(54.4:51.7-57.1) 54.2(54.4:51.7-57.1) .185 
日常役割機能(身体) 46.9(56.7:39.4-56.7) 52.2(56.7:48.1-56.7) .136 
体の痛み 46.9(48.4:39.3-53.8) 47.9(48.4:39.3-61.1) .736 
全体的健康感 53.3(51.9:46.7-64.8) 56.4(57:49.3-62.2) .125 
活力 49.8(46.8:43.8-52.9) 52.5(49.8:46.8-59) .189 
社会生活役割 53.2(57.7:52.1-57.7) 49.4(52.1:40.8-57.7) .006 
日常生活機能(精神) 47.0(49.4:34.5-56.8) 51.5(56.8:49.4-56.8) .037 
心の健康 50.4(52:47-54.5) 52.1(52:41.9-62.1) .315 
RDQ 4.3(0:0-4) 2.4(1:0-2) 
 
FABQ-J 11.2(12:10-15) 12.4(15:5-18) 
 













表 11 研究回数別対象者の基礎情報 
研修回数 
 
初級 n=46 中級 n=32 
 
  
平均値±SD 平均値±SD P 値 
年齢 
 
39.19±9.65 47.87±12.84 .002 
現勤務年数 
 
4.63±4.03 6.14±4.05 .109 
経験年数 
 
6.75±5.16 7.33±4.76 .608 
研修回数 
 




性別 女性 10(21.7) 24(75.0) .000 
 
男性 36(78.3) 8(25.0) 
 
腰痛 ある 10(21.7） 5(33.3) .487 
 








ない 7(15.2) 9(56.3) 
 
資格  介護福祉士 21(45.7) 23(71.9) .068 
 
実務者研修 36(45.7) 8(25.0) 
 
 
初任者研修 4(8.7) 1(3.1) 
 
年齢、現勤務年数、経験年数、研修回数：Student t-test 





















平均値(中央値:四分位範囲) P 値 
日勤帯 
   
カロリー 6.83(6.05:4.275-8.3) 6.92(6.25:5.0-9.25) .054 
歩数 8166.66(8065:6806-9395) 9172.33(8914:8502-9986) .003 
体位変換 3.24(2:0-2) 1.99(1:0-3) .079 
車椅子移乗 10.64(9.5:4-16) 12.04(11:6-15.75) .093 
排泄介助 8.43(7:3-12) 14.99(14.5:8-20.75) .000 
入浴介助 5.67(0:0-4) 5.24(0:0-0) .721 
リフト 2.17(2:0-3) 1.94(1:0-3) .299 
スライディングシート 0.47(0:0-0) 0.47(0:0-0) .104 
スライディングボード 2.2(1.5:0-4) 3.81(3:1-5) .001 
スタンディングリフト 0.43(0:0-0) 0.83(0.5:0-1) .000 
グローブ 0.49(0:0-0) 1.6(0:0-3) .000 
ポジショニング 0.78(0:0-0) 3.51(2:0-6) .000 
夜勤帯 初級(n=46) 中級(n=32) 
 
カロリー 11.81(11.3:7.875-13.475) 12.63(11.1:9.125-16.6) .241 
歩数 14429.7(14473.5:12162-16840) 18686.3(17951:15514-20964) .000 
体位変換 14.82(11:6-19) 11.46(10:6-14) .328 
車椅子移乗 22.63(22:15.75-28.5) 24.62(25:18.25-30.75) .292 
排泄介助 32.6(31.5:24.75-41.25) 45.25(44:38-57.75) .000 
リフト 2.86(2:2-4) 2.12(2:0-4) .169 
スライディングシート 0.63(0:0-1) 0.96(0:0-1.75) .320 
スライディングボード 3.84(4:0-6) 5.96(6:3-8) .009 
スタンディングリフト 0.28(0:0-0) 0.77(0:0-1) .001 
グローブ 1.58(0:0-1.25) 3.46(2.5:0-5.75) .003 
ポジショニング 2.51(0:0-4) 9.18(10:6-12) .000 















図 7 研修回数別自覚症しらべ比較 



























表 13 研修回数によるストレス・SF36®・RDQ・FABQ-J の比較 
研修回数 初級 (n=46) 中級 (n=32) 
 
 
平均値(中央値:四分位範囲) P 値 
職業性ストレス 
   
心理的な仕事の負担(量) 8.28(8.5:7-10) 9.50(10:8-11) .004 
心理的な仕事の負担(質) 9.08(9:8-10) 10(10:9-11) .006 
自覚的な身体的負担度 3.46(3:3-4) 3.87(4:4-4) .000 
職場の対人関係でのストレス 7.13(7:5-8.25) 6.31(6:5-8) .135 
職場環境によるストレス 2.54(3:2-3) 2.53(3:2-3) .954 
仕事のコントロール度 7.54(7:6-9) 6.40(6:5.25-7.75) .006 
技能の活用度 2.73(3:2-3) 2.72(3:2-3) .922 
仕事の適性度 3.08(3:3-4) 2.84(3:2.25-3) .184 
働きがい 3.2(3:3-4) 3(3:3-3) .301 
活気 7.21(7:6-8.25) 6.75(6:5.25-8) .378 
いらいら感 5.97(6:4.75-7) 6.34(6:5-8) .392 
疲労感 6.52(6:5-8) 7.31(7:6-9) .089 
不安感 5.65(5.5:４-7) 6.13(6.5:4.25-7) .313 
抑うつ感 9.23(9:6-12) 9.34(9.5:7.25-11) .873 
身体愁訴 18.32(17:14-22) 17.91(17:15-20) .709 
上司からのサポート 8.84(8.5:7.75-10) 7.03(7:5-9) .001 
同僚からのサポート 8.45(9:7-10) 7.88(8:6.25-9) .223 
家族や友人からのサポート 10.06(10.5:9-12) 9.94(10:9-12) .802 
仕事や生活の満足度 5.76(6:5-6.25) 5.31(5.5:4-6) .236 
SF36® 
   
身体機能 52.66(54.4:48.9-57.1) 53.03(54.4:51.7-57.1) .785 
日常役割機能(身体) 50.93(54.4:45.2-56.7) 47.22(53.8:40.12-56.7) .137 
体の痛み 45.65(43.8:38.8-53.8) 44.02(43.8:38.8-49.3) .473 
全体的健康感 53.91(51.9:46.7-60.25) 53.13(51.9:46.7-60.9) .718 
活力 49.51(46.8:43.8-53.65) 48.32(46.8:43.8-52.9) .511 
社会生活役割 50.6(52.1:45-57.7) 52.59(54.9:46.4-56.8) .220 
日常生活機能(精神) 50.33(56.8:45.6-56.8) 48.2(49.4:42.825-52) .304 
心の健康 49.7(49.5:41.9-57.75) 49.88(50.75:45.05-52) .918 
RDQ 3.52(2:0-5) 2.03(0:0-3.75) .092 
FABQ-J 13.56(15:9.5-19) 12.15(12.5:10-16.75) .372 










表 14 勤務帯ごとの研修回数、援助の種類、福祉用具の使用、歩数と消費カロリー 
日勤帯 平均値 標準偏差 
体位変換 2.73 3.95 
車椅子移乗 11.22 8.18 
排泄介助 11.12 8.90 
入浴介助 5.5 10.77 
リフト 2.07 2.64 
スライディングシート 0.47 1.27 
スライディングボード 2.86 3.27 
スタンディングリフト 0.6 1.32 
グローブ 0.94 1.90 
ポジショニング 1.89 3.26 
カロリー 6.87 3.11 
歩数 8579.24 2441.35 
研修回数 5.88 4.16 
夜勤帯   
体位変換 13.45 11.56 
車椅子移乗 23.45 8.46 
排泄介助 37.79 14.76 
リフト 2.56 2.20 
スライディングシート 0.77 1.47 
スライディングボード 4.72 3.54 
スタンディングリフト 0.48 0.99 
グローブ 2.36 3.88 
ポジショニング 5.24 5.88 
カロリー 12.14 5.13 
歩数 16176.03 4908.15 
 
 














表 15 RDQ と基礎情報と援助回数・福祉用具の使用回数の相関係数 
 
相関係数  P 値 
性別 .259 .000 
年齢 -.202 .002 
現勤務年数 -.074 .259 
経験年数 .205 .002 
研修回数 -.216 .001 
体位変換 .086 .190 
車椅子移乗 .044 .507 
排泄介助 .012 .851 
入浴介助 -.032 .623 
リフト .096 .144 
スライデイングシート .069 .295 
スライデイングボード .163 .013 
スタンデイングリフト -.089 .174 
グローブ .022 .740 
ポジショニング -.064 .329 
カロリー -.234 .000 
歩数 -.162 .013 




















表 16  RDQ を従属変数とした援助回数・福祉用具の使用回数の重回帰分析結果 
要因 非標準化係数 β 標準化係数 P 値 VIF 
経験年数 0.34 0.41 .000 1.34 
性別 2.08 0.25 .001 1.64 
年齢 -0.05 -0.13 .081 1.61 
研修回数 -0.10 -0.10 .204 1.85 
体位変換 -0.12 -0.12 .086 1.43 
車椅子移乗 -0.01 -0.02 .790 1.83 
排泄介助 0.02 0.04 .662 2.67 
入浴介助 0.01 0.02 .785 1.50 
リフト -0.06 -0.04 .574 1.52 
スライデイングシート 0.61 0.19 .010 1.56 
スライデイングボード 0.26 0.21 .010 1.84 
スタンデイングリフト -0.23 -0.07 .248 1.17 
グローブ -0.16 -0.07 .344 1.65 
ポジショニング 0.06 0.05 .596 2.15 
カロリー 0.07 0.05 .500 1.78 
歩数 -0.00008 -0.049 .552 1.96 


















表 17 RDQ と基礎情報、職業性ストレス・SF36®の相関係数 
 
相関係数 P 値 
性別 .259 .000 
年齢 -.202 .002 
現勤務年数 -.074 .259 
経験年数 .205 .002 
研修回数 -.216 .001 
心理的な仕事の負担(量) -.068 .297 
心理的な仕事の負担(質) .096 .143 
自覚的な身体的負担度 .079 .230 
職場の対人関係でのストレス .074 .262 
職場環境によるストレス -.063 .338 
仕事のコントロール度 .225 .001 
技能の活用度 -.036 .582 
適性仕事の適性度 -.135 .039 
働きがい -.204 .002 
SF36®   
身体機能 -.019 .772 
日常役割機能(身体) -.138 .035 
体の痛み -.124 .057 
全体的健康感 -.241 .000 
活力 -.093 .157 
社会生活役割 .008 .907 
日常生活機能(精神) -.029 .664 
心の健康 -.201 .002 















表 18  RDQ を従属変数とした基礎情報と職業性ストレス・SF36®重回帰分析結果 
 
非標準化係数 β 標準化係数 P 値 VIF 
経験年数 0.31 0.37 .000 1.70 
性別 1.64 0.20 .009 2.11 
年齢 -0.06 -0.17 .026 2.04 
研修回数 -0.05 -0.05 .527 2.22 
心理的な仕事の負担(量) -0.10 -0.05 .540 2.08 
心理的な仕事の負担(質) 0.63 0.23 .001 1.79 
自覚的な身体的負担度 1.04 0.13 .051 1.61 
職場の対人関係でのストレス -0.01 -0.01 .926 1.83 
職場環境によるストレス -0.12 -0.03 .685 1.59 
仕事のコントロール度 0.68 0.30 .000 1.63 
技能の活用度 -0.71 -0.16 .014 1.44 
仕事の適性度 -0.89 -0.17 .046 2.61 
働きがい 0.06 0.01 .894 2.53 
身体機能 0.10 0.13 .029 1.28 
日常役割機能(身体) 0.00 -0.01 .957 2.70 
体の痛み -0.03 -0.06 .434 2.16 
全体的健康感 -0.15 -0.33 .000 1.98 
活力 0.09 0.18 .027 2.44 
社会生活役割 -0.05 -0.09 .188 1.60 
日常生活機能(精神) 0.04 0.08 .332 2.25 
心の健康 0.06 0.12 .119 2.16 



















表 19 介入群のノーリフティングポリシー導入前の認識 


































表 20 介入群のノーリフティングポリシー導入後の認識 
カテゴリー サブカテゴリー コード 



















































































表 21 介入群のノーリフティングポリシー推進のための要因 













































表 22 対照群のノーリフティングポリシー導入前の認識 






重い方を 2 人で「よいしょ」とやっていた 
接遇への影響 腰が痛いときは「あんたを抱えて腰が痛いのに」と怒りっぽくなる。 
体がしんどいと気持ちもしんどくなって、接遇的にも悪影響を与える 
当然 1 人で１人の世話をして抱えてそれが真心で接していくことだ 
対象者への負担 手を入れて移乗しないといけないんで、やっぱり痛いという 
足に力が入らない方を介助すると、触るところによっては痛い 
























表 23 対照群のノーリフティングポリシー導入後の認識 
カテゴリー サブカテゴリー コード 
























































































表 24 対照群のノーリフティングポリシー推進のための要因 
カテゴリー サブカテゴリー コード 











































女性 223 97.0 
男性 7 3.0 
年代 
  
30～39 20 8.3 
40～49 78 33.9 
50～59 93 40.4 
60～69 33 14.3 
70～79 5 2.2 
80～ 1 0.4 
担当経験年数 
 
0～9 121 52.6 
10～19 72 30.4 
20～29 31 13.5 
30～39 4 1.7 
40～ 2 0.9 
教員経験年数 
  
0～9 75 32.6 
10~19 96 41.7 
20～29 47 20.4 
30～39 10 4.3 




















表 26 学位、職位、領域別の平均年齢と領域担当、教員経験、臨床経験年数 
 
  年齢 領域担当年数 教員経験年数 臨床経験年数 
  N 平均値±SD P 値 平均値±SD P 値 平均値±SD P 値 平均値±SD P 値 
学位     
 




博士 101 52.6±8.3 .071 12.4±7.8 .001 16.9±8.2 .000 8.3±5.3 .000 

















         
教授 76 57.5±7.7 .001 16.3±8.5 .000 20.9±8.3 .000 8.2±5.9 .008 

































         
基礎 89 50.8±8.6 .196 11.9±8.6 .041 15.3±8.5 .355 9.1±5.8 .185 






















































学位 博士 49(39.0) 52(49.5) .436 
 
修士 62(50.4) 46(43.8) 
 
 
学士 6(4.9) 3(2.9) 
 
 
その他 7(5.7) 4(3.8) 
 
職位 教授 48(38.7) 28(26.4) .154 
 
准教授 25(20.2) 26(24.5) 
 
 
講師 32(25.8) 30(28.3) 
 
 
助教 18(14.5) 17(16.0) 
 
 
助手 1(0.8) 5(4.7) 
 
領域 基礎 54(43.9) 34(31.7) .004 
 
成人 18(14.6) 36(35.7) 
 
 
老年 32(25.2) 22(21.8) 
 
 
在宅 20(16.3) 12(10.8) 
 
腰痛の有無 ある 63(50.8) 57(54.8) .375 
 
ない 61(49.8) 49(45.2) 
 
腰痛予防の知識 ある 115(93.5) 97(92.4) .471 
 
ない 8(6.5) 8(7.6) 
 
学位、職位：Fisher's exact test 






















はい いいえ P 値 
福祉用具の使用方法の知識の有無 名(％) 
 
移乗用リフト ある 101(81.5) 78(73.6) .152 
 
ない 23(18.5) 28(26.4) 
 
スライディングボード ある 115(92.7) 91(85.8) .088 
 
ない 9（7.3） 15(14.2) 
 
トランスファーボード ある 94(75.8) 62(59.5) .005 
 
ない 30(24.2) 44(41.5) 
 
スライディングシート ある 118(95.2) 89(83) .003 
 
ない 6(4.8) 17(17) 
 
スタンディングリフト ある 44(35.5) 23(21.7) .022 
 
ない 80(64.5) 83(78.3) 
 
教育内容とする 
    
ノーリフト はい 48(38.3) 5(9.8) .000 
 
いいえ 75(61.7) 47(90.2) 
 
ボディメカニクス はい 95(75) 71(59.2) .069 
 
いいえ 29(25) 35(43.8) 
 
腰痛予防対策 はい 49(42.6) 29(28.9) .038 
 
いいえ 66(54.2) 77(71.1) 
 
福祉用具の使用方法 はい 68(56.7) 45(47.4) .175 
 
いいえ 53(43.3) 50(52.6) .152 




























































表 30 ノーリフティングポリシーの知識の有無に関するロジスティック回帰分析の結果 
 
回帰係数 Wald 有意確率 Exp(B) 95% 信頼区間 
年齢 0.01 0.34 0.559 1.01 0.97-1.06 
現担当経験年数 0.06 4.69 0.03 1.06 1.01-1.12 
教員年数 -0.02 0.33 0.563 0.98 0.92-1.04 
臨床経験年数 0.01 0.23 0.629 1.01 0.96-1.07 
福祉用具の使用教育 -0.37 0.94 0.333 0.69 0.33-1.46 
ボディメカニクス 0.09 0.04 0.835 1.1 0.46-2.63 
腰痛予防 -0.85 0.4 0.526 0.43 0.03-5.83 
腰痛教育 0.43 1.26 0.262 1.54 0.72-3.3 
腰痛の有無 -0.44 1.61 0.204 0.64 0.33-1.27 
リフト 0.28 0.36 0.55 1.32 0.53-3.25 
スライディングボード 0.56 0.64 0.425 1.75 0.44-6.92 
トランスファーボード 0.57 1.82 0.178 1.76 0.77-4.02 
スライディングシート 1.23 3.13 0.077 3.4 0.88-13.2 
スタンディングリフト 0.35 0.75 0.387 1.41 0.65-3.08 





























表 31 各種の福祉用具の使用方法の知識の有無 
ｎ＝230 名 % 
リフト 179 77.8 
スライディングボード 206 89.5 
トランスファーボード 156 67.8 
スライディングシート 206 89.5 






































































表 33 ボディメカニクス教示とノーリフティングポリシー、福祉用具、 
腰痛予防対策教示との関係 
  
はい いいえ P 値 
ボディメカニクスを教育内容としている 名(％) 
 
ノーリフト教育内容としている はい 45(34.4) 5(16.7) .040 
 
いいえ 121(65.6) 25(83.3) 
 
福祉用具を教育内容としている はい 98(60.4) 15(17.7) .003 
 
いいえ 74(39.6) 28(37.8) 
 
腰痛予防対策を教育内容としている はい 71(47.3) 5(11.9) .000 
 
いいえ 79(52.7) 37(88.1) 
 








































ノーリフティングポリシー はい 49(30.6) 1(9.1) .039 
 
いいえ 111(69.4) 10(90.9) 
 
ボディメカニクス はい 170(80.2) 9(56.3) .383 
 
いいえ 41(19.8) 7(46.3) 
 
腰痛予防対策 はい 77(37.4) 0(0) .086 
 
いいえ 129(62.6) 5(100) 
 
福祉用具の使用方法 はい 108(54) 4(28.6) .066 
 
いいえ 92(46) 10(71.4) 
 




































































表 36 学位、職位、領域別学習アセスメントニード得点 
  
度数 平均値 標準偏差 有意確率 
学位 博士 101 135.08 35.43 .495 
 
修士 108 140.91 22.63 
 
 
学士 9 140.01 11.19 
 
 
その他 11 142.27 20.03 
 
 
合計 229 138.37 28.66 
 
職位 教授 76 140.14 24.03 .326 
 
准教授 51 132.88 37.75 
 
 
講師 62 142.88 18.27 
 
 
助教 35 134.22 37.35 
 
 
助手 6 143.83 18.36 
 
 
合計 230 138.46 28.64 
 
領域 基礎 88 135.88 30.13 .523 
 
成人 54 140.77 32.84 
 
 
老年 54 136.59 27.69 
 
 
在宅 32 145.28 16.29 
 
 
その他 2 131.51 13.43 
 
 




























表 37 学習アセスメントニードと教育内容との関係 
教育内容にしている内容 
 
度数 平均値 標準偏差 有意確率 
ノーリフティングポリシ‐ はい 53 136.79 37.31 .680 
いいえ 176 139.06 25.63 
 
福祉用具の使用方法 はい 113 139.61 31.04 .593 
いいえ 113 137.54 26.62 
 
ボディメカニクス はい 166 139.07 29.05 .529 





























表 38 ノーリフティングポリシー推進阻害要因の因子の共通性 
No. 共通性 初期 
1 管理者の理解が不足している 0.41 
2 法律で義務化されていない 0.52 
3 福祉用具が整備されていない 0.40 
4 福祉用具の使用方法がわからない 0.48 
5 福祉用具の使用は危険である 0.36 
6 時間がかかる 0.26 
7 スタッフの連携がない 0.76 
8 多職種連携が不足している 0.78 
9 看護基礎教育が不足している 0.71 
10 現任教育が不足している 0.63 
11 腰痛は仕方ない 0.31 
12 非人間的な援助である 0.44 
13 対象者が嫌がる 0.70 
14 対象者や家族の同意が得られない 0.68 
15 研修会の機会が少ない 0.38 




















































1 2 3 因子名 信頼係数 





10 現任教育が不足している 0.748 0.116 0.425 
 
2 法律で義務化されていない 0.649 0.082 0.346 
 
1 管理者の理解が不足している 0.626 0.037 0.328 
 
4 福祉用具の使用方法がわからない 0.576 0.1 0.417 
 
15 研修会の機会が少ない 0.574 0.119 0.226 
 
3 福祉用具が整備されていない 0.552 0.012 0.306 
 




14 対象者や家族の同意が得られない 0.208 0.829 0.357 
 
12 非人間的な援助である -0.040 0.622 0.128 
 
7 スタッフの連携がない 0.498 0.326 0.997 連携の
不足 
0.925 
8 多職種連携が不足している 0.557 0.326 0.863 
 
 
固有値 4.50 2.22 1.07 
  
 
寄与率 37.533 18.559 8.981 
  
 
累積寄与率 37.533 56.092 65.073 
  
 




    
 
2 0.158 － 
   
 
3 0.557 0.34 － 
  
因子抽出法: 最尤法 
























1 2 3 4
1 2 3 4
３．　一生懸命働かなければならない 1 2 3 4
４．　かなり注意を集中する必要がある 1 2 3 4
５．　高度の知識や技術が必要なむずかしいしごとだ 1 2 3 4
６．　勤務時間中はいつも仕事のことを考えていなければならない 1 2 3 4
７．　からだを大変よく使う仕事だ 1 2 3 4
８．　自分のペースで仕事ができる 1 2 3 4
９．　自分の仕事の順番・やり方を決めることができる 1 2 3 4
１０．　職場の仕事の方針に自分の意見を反映できる 1 2 3 4














①社会福祉士 ②介護福祉士 ③　初任者研修 ④その他(　　　　　　　　　　　　　　）
8.　　　　ご自身の腰痛について教えてください。








①　ベルトをしている ②痛み止めを飲む ③　体操をしている ④その他（　　　　　　）
問２　あなたの仕事についてうかがいます。もっともあてはまるものに○をつけてください。
 
１２．　私の部署内で意見のくい違いがある 1 2 3 4
１３．　私の部署と他の部署とうまが合わない 1 2 3 4
１４．　私の職場の雰囲気は友好的である 1 2 3 4
１５．　私の職場の作業環境（騒音、照明、温度、換気など）はよくない 1 2 3 4
１６．　仕事の内容は自分にあっている 1 2 3 4

































１．　活気がわいてくる 1 2 3 4
２．　元気いっぱいだ 1 2 3 4
３．　生き生きする 1 2 3 4
４．　怒りを感じる 1 2 3 4
５．　内心腹立たしい 1 2 3 4
６．　イライラしている 1 2 3 4
７．　ひどく疲れた 1 2 3 4
８．　へとへとだ 1 2 3 4
９．　だるい 1 2 3 4
１０．　気がはりつめている 1 2 3 4
１１．　不安だ 1 2 3 4
１２．　落ち着かない 1 2 3 4
１３．　ゆううつだ 1 2 3 4
１４．　何をするのも面倒だ 1 2 3 4
１５．　物事に集中できない 1 2 3 4
１６．　気分が晴れない 1 2 3 4
１７．　仕事が手につかない 1 2 3 4
１８．　悲しいと感じる 1 2 3 4
1 2 3 4
２０．　体のひしぶしが痛む 1 2 3 4
21．頭が重かったり頭痛がする 1 2 3 4
22．首筋や肩がこる 1 2 3 4
23．腰が痛い 1 2 3 4
24．目が疲れる 1 2 3 4
25．動悸や息切れがする 1 2 3 4
26．胃腸の具合が悪い 1 2 3 4
27．食欲がない 1 2 3 4
28．便秘や下痢をする 1 2 3 4
















１．上司 1 2 3 4
2．職場の同僚 1 2 3 4
3．配偶者、家族、友人等 1 2 3 4
あなたが困った時、次の人たちはどのくらい頼りになりますか？
4．上司 1 2 3 4
5．職場の同僚 1 2 3 4
6．配偶者、家族、友人等 1 2 3 4
あなたの個人的な問題を相談したら、次の人はどのくらいきいてくれますか？
7．上司 1 2 3 4
8．職場の同僚 1 2 3 4
9．配偶者、家族、友人等 1 2 3 4
満足度について
1．仕事に満足だ 1 2 3 4

















































1．私の腰痛は身体の動作が原因で生じた 0 1 3 4 5 6
2．身体の動作は、私の腰の痛みを悪化させる 0 1 3 4 5 6
3．身体の動作は、私の腰に悪い影響を与えるかもしれない 0 1 3 4 5 6
0 1 3 4 5 6






























    身体の動作はすべきではない
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平成 年 月 

























研究の同意を得た、援助スタッフに対し、アンケート調査 1 回と日勤帯 3 回・夜勤帯 1 回の身体活
動量測定・援助記録・疲労度調査を開始時と 10 か月後の 2 回実施する。 
３．研究期間 
2019 年 4 月～2020 年 4 月 
４．倫理的配慮 





























２．調査票はスタッフを対象にした無記名自記式アンケート調査です。記入時間は 30 分程度です。 
 








森ノ宮医療大学大学院 保健医療学研究科 医療科学専攻 
                                博士後期課程   外村 昌子 
                                指導教授      村上 生美 
 
＜連絡先＞ 
研究代表者 外村 昌子 
〒559-8611 大阪府大阪市住之江区南港北 1－26－16 
TEL＆FAX： 06－6105－4077（研究室直通） 
E-mail：sotomura@morinomiya-u.ac.jp 













  高齢者施設の介護スタッフ 
３．研究方法 
  ノーリフトポリシー講習会を受講した介護スタッフに対し、アンケート調査と日勤帯 3
回・夜勤帯 1 回の身体活動量測定・援助記録・疲労度調査を 6 か月ごとの 3 回実施する。
なお、グループインタビュー調査を 3名に対し実施開始前後の 2回実施する。 
４．研究期間  平成 30年 11月～平成 31年 10月   
５．データの保管方法 















○ 外村昌子 森ノ宮医療大学大学院 保健医療学研究科 医療科学専攻 博士後期課程  
（○主任研究者） 
Tel/Fax: 06-6105-4077（直通）・E-mail:sotomura@morinomiya-u.ac.jp 
村上生美     森ノ宮医療大学医療学部看護学科 教授 
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森ノ宮医療大学長 殿  
研究代表者 外村 昌子 殿 
 















同意年月日： 平成   年   月   日 
 氏名：                     
 
  
    説明者： 森ノ宮医療大学保健医療学部看護学科    
 氏名   外村 昌子         
1. 研究目的 
2. 研究対象 
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資 料 7  
 
                                   平成 30 年 9 月  
看護学科 
  看護学科長様     御中           






































































森ノ宮医療大学大学院 保健医療学研究科 医療科学専攻 
                                博士後期課程   外村 昌子 
                                指導教授      村上 生美 
 
＜連絡先＞ 
研究代表者 外村 昌子 
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② 調査票は 20 分程度で答えられるものです。無記名であり、個人や大学名が特定されるようなことは一切ご
ざいません。 
③ 調査票の投函をもって研究にご同意くださったと判断させていただきます。 





















森ノ宮医療大学大学院 保健医療学研究科 医療科学専攻 
博士後期課程   外村 昌子 
指導教授      村上 生美 
 
【連絡先】 
研究代表者 外村 昌子 














7 6 5 4
7 6 5 4
7 6 5 4
7 6 5 4
7 6 5 4
7 6 5 4
7 6 5 4
7 6 5 4
7 6 5 4
7 6 5 4
7 6 5 4
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⑰その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
⑮研修会などの機会が少ないからである 3 2 1
⑯援助者自身の安全を考えないからである 3 2 1
⑬対象者が怖がり、嫌がるからである 3 2 1
⑭対象者や家族の同意が得られないからである 3 2 1
⑪腰痛があるのは仕方がないことである 3 2 1
⑫器械を使用するのは非人間的な援助である 3 2 1
⑨看護基礎教育における指導が不足している 3 2 1
⑩現任教育での指導が不足している 3 2 1
⑦スタッフ間の連携がないからである 3 2 1
⑧多職種の連携が不足しているからである 3 2 1
⑤福祉用具を使用することは危険である 3 2 1
⑥福祉用具を使うと時間がかかるからである 3 2 1
③福祉用具が整備されていないからである 3 2 1
④福祉用具の使用方法がわからないからである 3 2 1
①施設・病院の管理者の理解が不足している 3 2 1













     　3で「はい」と答えた方、4の質問にお答えください、「いいえ」と答えた方、5の質問にお進みください。
4.現在あなたが教育方法としている教科目の番号に〇をつけてください（複数可）。
①　講義 ②演習 ③臨地実習 ④その他（　　　　　　　　　）
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①現職場 ②臨床現任教育 ③学会 ④研修会・講習会

















①現職場 ②臨床現任教育 ③学会 ④研修会・講習会
問３．移乗・移動のための福祉用具の使用方法についてお答えください。
1.以下の福祉用具のうち使用方法を知っている番号に○を付けてください（複数可）。






























①　担当科目の専門性に関わる理論・知識・技術・態度 6 5 4 3 2 1
②　担当科目に関わる看護実践に必要な知識・技術・態度 6 5 4 3 2 1
③　講義・演習・実習で効果的に学生を指導するために 必要な知識・技術・態度 6 5 4 3 2 1
④　授業案・教材作成など授業設計に必要な知識・技術 6 5 4 3 2 1
⑤　教材・教具の工夫・改善に必要な知識・技術・態度 6 5 4 3 2 1
⑥　学生のレデイネス・ニードに応じた授業展開に必要な知識・技術・態度 6 5 4 3 2 1
⑦　看護理論・過程・倫理・研究指導など各看護学共通の教育内容 6 5 4 3 2 1
⑧　担当科目以外の看護学の知識 6 5 4 3 2 1
⑨　教育学・心理学・社会学など教育の基盤となる他学問領域の知識 6 5 4 3 2 1
⑩　看護の視点を反映した解剖学・生理学・病理学の教授方法 6 5 4 3 2 1
⑪　教育活動に必要な看護・医療・保健・福祉・看護学教育の最新の知識 6 5 4 3 2 1
⑫　看護学教育に必要な社会情勢に関する知識 6 5 4 3 2 1
⑬　現代の学生気質や行動傾向を理解するために必要な知識・技術・態度 6 5 4 3 2 1
⑭　学生の個別性に応じた生活・進路指導に必要な知識・技術・態度 6 5 4 3 2 1
⑮　学生の主体性・自律性・自己教育力の育成に必要な知識・技術・態度 6 5 4 3 2 1
⑯　学生や他教員の問題解決を支援するために活用可能な面接・カウンセリング技法 6 5 4 3 2 1
⑰　円滑な教育活動に必要な対人関係・コミュニケーション技法 6 5 4 3 2 1
⑱　部下・後輩の育成に必要な知識・技術・態度 6 5 4 3 2 1
⑲　教員としての自己学習に必要な知識・技術・態度 6 5 4 3 2 1
⑳　学校の組織運営に関わる理論・知識・技術・態度 6 5 4 3 2 1
㉑　教育・組織活動上の問題解決を支援するために活用可能な教育・看護・医療の現状 6 5 4 3 2 1
㉒　教育・組織活動を円滑に進めていくために必要なリーダー・メンバーシップ 6 5 4 3 2 1
㉓　学級運営を円滑に行う方法 6 5 4 3 2 1
㉔　教育評価に必要な知識・技術 6 5 4 3 2 1
㉕　看護教育制度に関する知識 6 5 4 3 2 1
㉖　カリキュラムの編成・評価・改善に必要な知識・技術 6 5 4 3 2 1
㉗　研究活動に必要な知識・技術・態度 6 5 4 3 2 1
㉘　良識ある社会人へと成長していくために必要な知識・教養 6 5 4 3 2 1
問6　あなた自身の学習へ要望の高さと学習したい内容についてお答えください。
このアセスメントツールは、看護学教員の皆様の学習への要望の高さと学習したい内容を把握するためのものです。
あなたは次の28項目に関する学習を現在どの程度必要としていますか。日々の仕事を振り返り、該当する箇所に○を
つけてください。　(学習ニードアセスメントツール─ 看護学教員用─)
アンケート全体についての意見をご自由にお書きください。
これでアンケートは終了しました。ご協力いただき、誠にありがとうございました。
この用紙を同封している封筒に入れ、１０月１０日までに返信をお願いいたします。
